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米 国 u s ラ パ 一 社 と の

主主祢汁是mに よ る

ビニールと金属との積層板

ヨミ附らし い色、 ソフ トな感 じ、しか も

耐久性と加工性に富んだ金属板ーアート

ボンド が誕生 しました。

自由な色や柄をプリ Y トしたビニール

フィ ルムを特殊な方法で強力に鉄板又は

アルミ板に接着 した 、美 しい 金属板です

アートポンド は建築用 、船舶用 、 自動

車 、 耳 Ｑ 綱用 、工 業用 、 Ｔ￬ｬＡ￭ｬ ｊ 目 、 ｾ， ｦｬｦ 貨 ｪ 司と

利用 範囲が極めて広く、 各方f ( t I から多大

のJll H告を集め ています。

:+1 Iil 主形 t f i f じみ ③Ｉハ幅ＺｲＺＺＺｊＺＺＢｾ子一，ＮＮ株式会話主
山 日一. . r .. "‘ ・ ?

;デ Y キプレー) ガ ードレール; 主要 23 殺事252草EA品iiF21ii l);i: -;
: サ ツ i / A ー す ':l V フ ν ー ム i

竺坐何? ぞっ，j ( y  Fi⑤ ハ 幡 製 溺 織 王 究 室 祉

社名変更・本社移転御通知

社名 ( 新〉八幡エコンスチール株式会社

( 旧 〉 中 之 島 製 鋼 株 式 会 社

本社 東京都中央区日本編江戸崎3丁目2

、 (第 2 丸善ピル 4 階}

電話東京 (201) 9261 ( 代〕

リノリ 2 - 6

皆様の設計と施工に東洋の床材

イルリノ

巴=ヲート9，イル

ヌ市ンジシート

q  

東洋リノリユーム株式会社

本 社 工 場 兵 庫 県 伊 丹 市 伊 丹 5 5 8

電 話 伊丹 代 表3531 ・大阪⑬4490

東 京 都 中央区銀座 4 三和ピル

包話 (561) 1  7. 0  1 ・2 5  6  4  

大 阪 市 東 区 瓦 町 2 三 和 ピノレ

電話 ( 23) 0  3  7  5  - 0  3  7  9  

ｾソフトな感触

ｾ優秀な耐久力

ｾ美しい色彩

東 京 支 庖

大阪事務所
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目
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近 代 人 の 感 覚 tニ マ ッ チ す る

2 ・8・t: 7EII

(中 心吊自由開型)

重 油 焚 許 可 な しで

伝熱面積 5 0 m
2

以下で

蒸 発 量 3 T on 以 上

ポイラ効率 8 5 %以上

( ピポ ット・ヒ ンヂ持出し吊り型)

Ｈ カタ ロ グ御入用の節は御申込下さｾ ，ＢＩ

製 造 元

敷 島 金 物 株 式 会 社

イli 錨 rli 蹴 沼 町 1 T  rr 4 6 番 地 H. i J l i 布胞 ( 72) 7 7  1  3 ・7 7 1  4  ｾ骨

!l [J;u:n r-rtllll 正仲川三崎町 2 ノ26 Hi i m * 京 (301) 0403 (332)5310-1詐

七年間研究の牒

⑪主主苧川鉱工所

本社・工渇 大阪市大淀区大仁西 2 - 1 壇 (45) 1  9  7  5  (代)

東京宮車問 車京術中央区八重訓 6 - 7 m白Sリn87( 代 )31∞

九州宮揖 所 小 企 市 沼 野 5 2  5 電 ( 5) 4  8- 6  2  
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ド ア ー ボ ー イ /

来 紫 綬 議 案 に 輝 〈 米

日 ・ 米 ・ 笑 ・ 独， 各 国 特 許

畠 園 理 由 宇

1ii 7 ・事Z 噌 q

日 本 金 異 製 作 所

製造元タヲソ' ( " / xa様式曾1ft

錆びない

書館( i )
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型 状 優 賞

故 障 絶 無

オートメーション lζ 依る ボ ン デ ラ イ ト を

錆 止 メ 塗 装 は 焼 付 塗 装 を

実 施 致 し ま し て 完 全 防 錆 を

尼崎新工場稼動
霊童 期 し て い ま す 是非御採用の程願上ます

株式舎痛ま 書 館 銭 Z 京

本 社 及 本 社 工 場 大 阪 市 西 淀 川 区 千 舟 東 二 丁 目 三 一 番 地 電話 (47) 代表 5123 ・3000
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日 共 冷 熱 機 材 株 式 会 社

大阪市大淀区天神綿筋 1¥T 目五{ 天六阪急ピル) 、 東京都千代田区神田神保町 l 丁目

社 車京出頓所

電 話 大 阪 @ 代表 1476 ( 直通 1 7071 (究機1 電 路 東 京( 2 91) 2  7  1  8  

、

厚③
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藤 森 建 材 株 式
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令

官
社

東 京 東京都中央区 日木橋通 1 ー 2 (大倉 ピl レ) 電話 (271) 6432- 5  

大 阪 大 阪 市 西区土佐姻通 l ー 1 ( 大同 ピル) 電話 ( 44 ) 9417- 8  

九 州 福 岡 市 楽 院 大 通 2 - 7  3 電話 (4) 1945  (5)  3473  

北海道 札 幌 市 南 二 条 西 10丁 目 荒善 ( 株) 内 電話 (4) 2 5 1 1 - 3  
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最 新 の 設 備

f憂 秀 な 製 品

甲干重・乙手重防火シャッター
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其 他 の シ ャ ッ タ ー 全 般

三10; ; " ' 3 弓・株式会祉
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... H牙多重岡日 本 を 礎の. 明 日

4・
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I 構 造 用 H形 鋼

E 基 礎 杭 用 H 形 鋼

建 築 ( ピ ル地 下 鉄医 園 ・ 橋 梁

工 場 発 電 所 そのイ也 )

土 留鉄 道

学 校

鉄 塔

岸 壁

機 械

寄 種 基 礎 杭

脅告発自

下 水 渠

八 幡 製 銭 株 式 奮 社。
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資室、議勾配屋根氏

軽快た道代建築枚

ｂ 涯ヌ Ｍ， ｜ｏＭ ｩＧ，ｾ ソイド

日i i J サlテン'1-7イ〉タ

伸 縮 白 地 材 工 キ ヌ1¥0ンタイト

包 ロ タ イ ト

コーギンクキ完 シールセ〆ント

日 源 化 学 工 業 株 式 会 祖

本
大阪営業所及大阪工場

大阪市東淀川区婦上通り 3 - 39

T  E  L  (39) 0924- 5 ・2045 ・2079



の衛生陶器ヒ付属金具

L - 9 2  (こイt る

L - 2 2 0  

オ パ ー ル

定 価

陶 器 ( 1級 ) L  220.lt' 2 .150 

金 具 ( 師 事 臥岬 )

立 水 位 T 2 0  5 Y  

@ Y  600 ( 2個) ￥ 1. 200

止 水 位 T 4 A Y

@￥ 670 ( 2個) ￥ 1，340

排水金具 T 6 P lt' 1. 210  

ピル ・アパート はもとより 一 般 住 宅

パ ックハンガ

取 付木 ネゾT L  220 0 ￥ 200 

に も御採用頂けるよう 寸法 や価格の点 では従来蔽 もよ〈
Bt ￥ 6 .100 

‘コ句5おた.L 御 愛用頂 いてい た製 品 し- 9 2 を基準と して 考慮 いたし ま した 。

容 考 定 価

陶 器 ( 並級) L 2包olt' 2. 200 

金 具 ( ，7.グ 凡印)

東 洋 陶 器 株 式 会 社 立 水 位 K 2 0 5  Y  

@l t'  5: 10 ( 2個) ￥ 1.020

ｾ ＮＮＮ，＠ 本 社 '  茅ケ崎工場
止 水 位 K 4  A  Y  

@￥ 570 ( 2個) lt' 1. 140 
、小倉市篠崎町 4 5 8 大阪営業所 大阪市東区高間 橋 ＵｾＭＮ｝Ｒ ｾ ｲｅＱ FJ Ｑ Ｎ ｾ Ａ Ｘ＠ ｾＮ ｾ 神 奈 川 県茅 ヶ 崎 市

⑤ 2481- 5  各地営業所 東京・名古屋・小倉 ・広島 ・高松・札帆 ・仙台・富山 T E  L  2105- 8  ｾ 水 金 具 K 6 P C ￥ 1. 030  

ロ ン プ レ ー ト

網 入 等 各 Ni 類 そ ろ っ た 出 ピ i庄板

ニューロンプレート

t! 1 ! いやすい、 トタン ノl、t庄の普及品

ロ ン ガ ラ ス

用途 の広い 、透明 半透明以ピ平仮

ロンフィックス

丈 夫 で 汚 れ な い 最 新 の 岱 ・Ial ! li材

ロ ン リ ウ ム

品 質 随 ー と定 "干 の あ る 1;j< 'm材

ロ ン タ イ ル

あ ら ゆ る 床 に 7 ツチする夫し い 床 材

床 材 の 主 主 /

ロシヲイルK
30  cm X  30 cm '. 厚 さ 2 mm 

ロシリウムK
182 cm巾 ・厚 さ 2mm、3mm・長 尺

従来の ロンリウぶ ・ロ ンタ イルの姉妹品として、 川口

ゴム の最新の設備で完成したビニル新床材で、色調 ・

摩特性 ・耐燃性 ・耐i由性など格段と優秀性を有 します。

ロンリウム K ' ロンタ イルK はl 、ずれも 全層同質で耐

l掌粍が強化 され、 然もソフトな質感は公共建築・ビル・

車輔の床 にピッタ リとし価格も一層経済的にな ってい

ます。

、む? ? !

).11. ロゴムヱ;γ業 株 式 会 社 、

本社・ 工場 東京 帥再飾区本田内 ッ* 町 5 ・.111.1&  東京(697)61U(代表}

l1J 生 工 場 J Ui 以 1島幸千市大手;iii 生2740. ;噂，tJ，¥:1JU( 曲 71)2033蒲生112

舛 出 歯 車京締千代凶氏神[ 1 1 策柏町 2-16 昔話 東 京 ( 却 1) お腿- 9

神田宮損所 車京都千代留氏陣III 解除智1.2.-16 電筑 波 宮 (291) 伺 03-' • 
大陣営損所 大 阪 市 市 区 北 般 事 町 3 3 電話 大 限 Ｈ Ｒ ＷＩ 拍関 ｾ Ｇ Ｙ



-ι  

-・E 廼 (J) 理匡ヨ・・

調査無未収/

白蟻

の駆除予防工事専門

諸官庁・諸会社御指定

全 国 各地 方 に 社員 が 出 張 い た し て お り ま す か ら

遠 近 に 拘 らず御 一 報 次 第 蛾害 対 策 の 御 相 談 に 参

上 致 し ま す

和歌山市小松原通四丁目一番地 ( 日赤病院前)

前 田 白 蟻 研 究 所

電 話 ( 和 歌 山 ) ② 1 3 8 9 番



建 物 樹 木 の 害 虫

白 蟻

=' -O: ' w 

- ・ '. 一

和歌山市小松原通四丁目一番地 (日赤病院前 )

前 田 白 蟻 研 究 所

電 話 ( 和歌山 ) ② 1 3 8 9番



昭 和 36 年 2 月

若 い 会 員 の 集 い

コ ン ク リ ー ト 打 放 し の

建 物 見 学 会

ι  と 催 |

第 5回 若 い 会 員 の 集 い < 見 学 と 批 評 の 会>

コ ン ク リ ー ト 打 放 し の 建 物 見 学 会

1  と き 2  )J 1 8 11 ( 上) LF- 後 1 1! .'f 30分集介 - 5 1時解散

1. 集 合 所 大阪駅1
1
4 1 1パス 駐半場 ・本会れ指示の京阪観光パス

( 貸切パス ・不二建設株式会社殿ご提供)

1  . 会 費 ￥ 60 .00 ( LI 本工芸館見学料)

1  .  申 込 15 11 までに電話で申込のこと。ただしパス定日401ノ'，(こ

達したI ! 与は締切ります。

1  .  見学l順序 大阪第 3 市外電話ー局→平I I LU.;(f ( 株) → LI ，. j 、工芸館

OL学建物批評の会を LI ，.j，工ニ・fll'¥で行ないます。)

1  .  見学建物概要

A .  大阪第 3市外電話局

設計 ・監 !'ll 11 本屯信屯話公w住築局

ｴｾ＠ 工 株 式 会 社 出i おl

{立 在 大 阪 市 北1><堂J:lj 阿PI J 2

工 j切 331，f 9 )J - 3 51，ド6 )J 

建 築 IfiI W 2 ，321m2  

主主建築面W 20 ，038m2  

高 さ 30m500

誇 造 S RC.  J也ド 2 1砕 地 上 8 1{T

B.  ｾｊ 昌工業株式会社

与民えn. :n 彦谷建築設計事務所

7さ 工 不 一 建 設株式会社

位 置 大 阪市北区堂I; ，j 中 2 40 

規 模 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造. 地下 1 1宇土地上 4 1管

主主祭 IUI 砧
284 .58m2  

宅建築面前 1，272 . 94m2  

工 ｊｾｉ＠ 346r二5 jJ - 341，ド11 ) J  

C . 日 本 工 芸 館

設 計 者 idi 辺jl' i太郎，必付催三

施 工 森上工務1，1;

f立 置大阪 市 浪速 ｉｾＮ 新 ｽ ＱＱ Ｖ 丁目

建 築 凶i 秘 100m2

総連築出: w 300m
2  

構 造 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 3 階

工 Ｉｾｉ＠ 34{!'. 11 JJ - 35{ド9 月



新 酒 蔵 ( 大 関 ・ 寿 蔵〉の 見 学 会

← ー灘 の 銘 酒 「大 関」 の で き る ま で一 一

1  . 日 時

1  集合場所

2月22円( 水) 午後 2 時( 集合) - 4 1時( 解散)

大関f亘和厳正門前 ( 阪神電9i 神戸線 ・久景子川駅下市西

すぐ浜へ徒歩約 5 分左側)

1  申 込 ＱＷ ＱＱ までに 電 話で ＱＱ Ｓ 込 み のこと。但し ＵＰ ｾ ，に達した と

さは締切 ります。

大関 「寿蔵」建築概要

設計 ・施 工 株式会社 竹中工務応

位 置 西 宮市今津，'L¥花家町38

t持 造鉄筋コンク リー ト Ｔ 階ｾ Ｎ .J;s.:足 2 附

工 WJ  I附和35iド6 JJ  2  IJ - II 日和35作12刀24 1J

都 ホ テ ル と 妙 心 寺 花 園 会 館 見 学 会

京 都 支 部 共 催

1. と き 2刀2411 ( 金) 午後111!j 30分 ( 集合) - 5時 (解散)

1  .  集 合 所 京阪電京三条駅南 lH口前の京阪パスi ' p. 庫品川正会 名掲示

の京阪観光ノ〈ス( 株式会社大林高Il殿ご提供)

1  .  申 込 20 11 までに本部 ( 23) 9648番。京郎支部" ) ( 23)  4161悉

に電話で月1込 i/j o-トさい。イ口 し定[1 100 i'， !ζ 壬IJ した 11与は

締 切ります。

1  .  見学順序 京阪ノミスIfi.]lff前 11¥発→妙心 .'j' 花閥会合i¥→郎示ニル→京

阪屯束三条駅( 解散)

都ホ テル建築概要

設，;1 ・監珂! 村野 ・森建築事務所

!泡 工 株 式 会 社 大 林 組

{;r. li.'t 五lIliI fli 点山区柴田 11' 1(oJJ{町 1

ほil! ・IU腕 S RC jli 地下 11折，地上 9 ｾｔＮ＠ l:'i 凪3吋

敬 地 面 情 46. 253.83m
2  

. r n築面 1ft 3. 968. 23m" 

t是正II 築而 t. l 16. 595. 50m" 

工 JUJ 例 年 Ｙ 月 ｾ ＳＵ 年 ＱＲ Ｉ ｊ

妙心寺花園会館建築概要

。没 ｾ ｉ ・ 監 殉 ー 村野 ・ ＮＱｕＮｾ築事務所

施 ℃ 三和 ｉ ｾ 主設株式会社

{立 i誼 )i i 高lili l iJ，{民 11:: 閣鈴心問IJ 1  

114 i直 鉄筋 コンクリ ー ト巡 2附.rn. Ｍｾ［ 本 ｩ￭￯ｩｬｬ

申f 荷 6. 8m

I 鉄筋 コンクリート話 594m2

砲築 ｬ 師ＧＮｾ 958m2  {木 造 官 制 ｭ ｾ

総 建築 ｬ Ｑｊ ｪｦｾＱ 1  ，538m
2  

工 WJ お 年 Ｑ Ｉｪ ｾ ＳＴ 年 Ｑ ｊｬ

. 6.  

:z:< 告 2

新 酒 蔵 の 見 学 会

建築面積

1 階 1. 200m
2  

( 貯蔵J! l . 船場等)

2 階 1. 2∞m
2  

({J 込場)

3 階 1. 200 m
2  

( 祭場，沈場， 麹蜜. 柄

付E巨)

中 3 階 125m
2  

(戯人校当)

t菩尾 1階 250m
2  

(; f:li'l 場，洗米場)

11 2階 75 m2  ( エレベ一世 ， 繍械室お

よぴ水糟)

計 4.120 m"

その他 ボイラ一定 36m" (DUW)  

都ホテルと妙心寺花園会館

見 学 会
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::z:t 告 3

本会後援

フーラ - j尊土携演会

本会後援

京 都 の 明 治 建 築

見 学 会

急

企k

t コ

1961- 1962'. 下度フ J レプライト |

資金による経復施政給付選考に |

ついての変 ｾｊｊｩ が発表されまし

た。詳細はぶ三十j工務局にご照会

|  下さい。

本 会 後 後

R.  B. フ
ラ 一 博 士 講 演 会

1  . と き

1  . と こ ろ

1  . 議 師

2  n20n  ( 月) 午後 1 11寺

ガスピル・ホール ( 束JX. 平野町)

1  . 鵠 演

京 大 名 谷 教 授 工 博 坂 治雄氏

1  都市建築の未来図

R. B  フー ラ一博士

建築映画上映の予定

1  . 主 催 大阪説先新聞社

ゐ1.  後 媛 大阪府，大阪市，口・本建築協会，日本建築学会近畿支

部，N .T . V. ， Y. T .V  

リチ F ード ・パックミンスター ・フーラ一時士は 1895年に生れ，現

在65才である。ハーバード大学卒業後，ジオデシック構法= Geodesi c 

C onstruct ion と称するドームを発明し， S eodes ic Do me  といえば，フ

ーラ一博士， フーラ一博上といえば Geodes ic Dome というふうに，世

界的 ! C名高い。 1958年lζ 開かれた大阪の国際見本市 の米国館も ，その

Dome のひとつであることは，記憶に生々 しい。 (G eodesi c Dome  に

ついては，本誌1958，1r. 5 夫! 日を参照されたい。)

現在. ジオデシック社長，フーラ ー研究財問理事長の職にあるが，

また荷イリノイ大学ほか全米 11 3 におよぶ大学の客員教授，講師を兼

ねている。理学博士( ワシントン大学) ，文学博士( ミシガン大学)

:立匠学博士( ノースカロナイナ州立大学) などの肩書をもっ。

なお. 伶表的x : 作に「月への9つの鎖J (Ni ne Choins to the Moon)  ， 

F 投句の新しい世界J ( New  Wor l ds in  Engi neering，共持) ，ダイマ

ニヒション ・エアオー シャン ・ 世界地図 ( Dymoxi on  A iroceon  W orl d  

Mop) がある。

京 都 の 明 治 建 築 見 学
4

2

 

1  . 主 H本建築学会近畿支部建築史研究分科会

2 Jj 26 11 . ( l l )  

同鉄京古fll 沢IliJ 午前 1011寺

大阪学芸大学助教授近正義些氏のど案内 lζ より，貸切

パスで新1; 日11，同志社大学， 龍谷大学，セント ・ヨハ

ネ教会，ハリストス教会その他を見学の予定

1  申 込 2  Jj 23 n までに電話でお申込み下さい。パス定員に達

催

時1. 日

1. 集 会

した11!jはj明日前でも締め切ります。

1  備 考 " 本主主築協会の会員も参加できますからお巾し込 み下

....， 、

ι.-". 。



新 工 法 に よ る リ ビ ン グ ・ ハ ウ ス 設 計 懸 賞 募 集

1  . 募 集 の 趣 旨

戦後すで に15年をへて世宅世tl/l 立ー応の務付きを取戻 しましたが， そ

の後人口 の都市への 集中，世mの独立分般の傾向， ー般生活水舶のri ，j上

等によ り ， 住宅 の ｦｉｩ￬ ｾ は ー 段 と 僧 大す るにいた りました。

近年名N¥の「ブレ 7 7 ブ住宅J が晶 いついで誕生してまいりまし た

が，その多くは主材料として鉄n. 経百I形鋼などの金属材料が担!JTI せ ら

てお りますので. ー商において拍: 来から ま詰まれて いた木材を主材料とす

る 「祈工法に よるワ ピング ・ハウス」をJmj.与す る戸色 相当高まってまい

りました。木材の「防湿防白性， 柔軟な感触. 1，面絡の低限等J 優れた多

〈の特質 を多分民活かした木造住宅が， きわめて 健郎的で住み心地のよ

い4のである E とはいうまで もありません。 とくに各種の鐙燃， あるい

は不燃性新i.I!材の発迷にともなって木造住宅の防火性も 著 しく高められ

まし た。

よって， ζ 乙に木材を主材料とし，乙れが特質 を活かし . 材料を品t賂簡

裁化 して， はるべく 工 場 生ｾ ， 化 し た 「木造新工法によるリビング ・ハウ

スJ を般に送らん E とを念願 し. 下記質事lにより ， ひろく殺計の魁1¥募

集をt1' cCう ζ ととしたしだいであります。

募 集 要 項

① 課 題 新工法によるリビング ・ハウス

① 建築面積 55平方メートル( 1むlの別減は沼む)

① 檎 造 走行 らしい純正[ 1 : 吃式工位、を求む

@ 使用材料 桃造木材料は木材と する

① 工 費 低廉な るを: u む( 附411工 'JoをfTむ 1ムILプJ

米当り 1 ) j 5 ご[-jl J- 1  j j  8  1- I'J 程度)

① 図面および仕様書 ( メー トJ レjょによる)

( イ) 平l師|玄1 (北を上方とする〉縮尺 1/ 50

( ロ) JI.泊i閃

( ハ) 矩計1:;<1

( ニ) ll!i .1- JブJ 法の滞納lI 'XI

( ホ) 仕上概要

"  1/ 50 

"  1/20 

N  ｻ ｲ ｌＷｾ＠

2 ，日以上

( へ) 製|文|用紙 ｩＧ ｉ ￟ 商用 紙偽 ｾ ＵＳ｣ｭ h'll 77cmにJ民主き

の乙 と，陰影彩色は不可

以上のlさlili iには氏名J己目匂ーを記入せず'})I Jに住所. 氏

名，勤務先を記載 したものを月'J. Hして|叉|耐の哀{ こ梢l付

けする乙 と。

⑦ 注意事項

( イ) 採光，jill 風， 体裁，間取り 25: を-0h邑すること。

( ロ) 椛造の改善，資材 の主fi :liil . 規絡の簡系化により工

ｾｾの節約 と 工 ｊｾ Ａ の Ｑｦｴ 縮をは ｬ り，工場生産をして裂

j也で簡単に組立てできるようにすること。

fハ) 郊外住宅を目肢とする乙と。

Ｈニ〉 建 築基 準 ｴｬ 、そ の他 ｕ 、 ｪｊｾ Ｈ 乙 幣 拠する ζ よ。

3. 賞

入 選 賞状よび賞 金 各20i J 円 3 名

選外佳作 各 2万円 5 名

入選図案のうち，とくに優秀なるものがあった場

介には特11・として10万円を付加する。

4. 審 査

イ 審査員の氏名 (50音順)

足立 孝氏 ( 工博 大阪大学教俊)

小倉 武夫氏 CI.::l 林省林業試験場木材 郎長)

北山二十三氏( 竹中工務応技術部長)

小林 清氏 (新住宅社社長)

清水 和 弥氏( 山下寿立1¥設:1I' :J ｾ 務 所大 阪 支 社長Ｉ

寺島 三雄氏 (大阪府建築部住宅建設課長)

中 西 六 郎氏 ( 中西六郎建築事務所長)

西村 栄一氏 (大阪市住宅部住宅建設烈長)

西 山 卯 三氏 ( 工博京郎大学助教授)

彦 谷 邦 一氏 ( 彦谷建築設J l " ' Jo務所長)

平 井 信 二氏 w博 東 京大学教授)

三 木 栄 逸氏 (大林組住宅部長)

ロ 審査の結果については. 何人も異議の1I ' . l r . てはで

きな L、。

5. 提 出 期 限

昭和36年 4 月初日 16時限り

6. 提 出 先

大阪市内|ズ新IIIJ 通 1 丁 目77

リビング ・ハウス研究所

7. 発 表

lli 盆の結以は人選ならびに佳作に対して( - : t . 本人に通

知するとともに . Ｑｉｻｻ和 Ｓ ｍ 下 Ｕ 月末日の木材ｾ界紙および

1選築と社会 「 新住宅 ｾ 6  jJ 号に発表する。

8. そ の 他

( イ) 入選1':<1おの抗作権! 仮: l i ' U立当所に; " : . ，，，. r : : するものと

する。

( : : J ) 応必I:;( !案を将米山版する己いは そのH..¥械を承諾

するものとする。ただしj l } i!虫したものに対しては

該閃舎をIl [ ' j ' /する。

( ハ〉 応必1:;<1案は製l以後希望によって泌送する。ただし

返送料は各L l の負担 とする。

Ｈ ニＩ 応 募区 ＱＱｾ ｩＭ の火災 盗 難 そ の 他 のィ 、 Ｇￚ 抗 Ｉｊ による滅失

殴11: 1に対しては当研究所はその点をi ' . l わない。

( ホ) 作品の民ノj，会を大阪において開併する。

9. 後 援

大阪t; ¥. .ft¥)uj 社団法人全閃木材 組介辿イT公

全 tJ 4: 木材i I T場辿' l l i 大|以木材 業組合

金 岡林材 ＧＡｬ ｬＧ ｪｬ ・ Ｔ 下凶 ｾ 合会

ｾ ､ 和 ＳＶ Ｑｲ 2 )  J  1  11  

主 催 大阪市西区新IUJj 並1丁1=1 77

リ ビ ン グ ・ ハ ウ ス 研 究 所





居辛 l こ張り上げて 見 て気持

二ｾのよい色 合無暗 に 余分

の 光 沢 を 放 た な い 表 面 / 何

時 ま で も ア キ が 来 な い ・ セ

ラミッ ク の 良 さ を 生 か した

ダ ン ト ウ タ イ J レを・ ・・. .  

伝 統 と 技 術 を 誇 る

淡 陶 の 製 品

オ ミ に は 新 しい 床 材 料

ダントウフロアータイルP

モ ダ ン リ ビ ン グの設言十 に /

オ フ ィ ス の レ イ ア ウ ト に /

淡 陶 株 式 会 社

大阪支 ｉ ， ｉ ｾ 大阪市西 ｉ 互い ｉ 波 ｉ ｾ ， 南 通 り 1 の 1

屯 J占( ¥: } < ( 5  4  )  8  5  2  3  

東 京 支 1，1':; 東 京 怖 中 央 凶 日 本 橋 浜 町 2 ( J )  47 

白む 山号( 67 1) 7 3 0 9  ( 66 1)  7 2 9 7  

み 枇Aえ阿巧 c .t扮 民14l 県 三 Ir，t trn南 泊 町 伊 間 針 。宜品 阿 n 1 0 ・ 1 1  0  同よ4 仁助 民 ＢＧｬ ｖ［ｾ 三 ｨｾＡ ｭ ￭ｦ Ｇ如実町日 Ｑ 且 '，Il ，j，¥ 削H. 1 9 ' 3 2 2  



大 阪 神 鋼 ビ ノレ
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ピニデラ ックスは当主1:の技術開iが久しく鋭迫; 研究を続けて

完成した新しい型の合成樹脂ラテックスペイジトで，他の

ラテ ックスペイシト l乙比べて，多くの優れた性能をもっ品

質優秀なアクリノレ系合成ゴムを主成分とする 塗料です。

ピニデラックスの用途は主にコンクリート ・モノレタ J レ・プ

ラスタ ー面などの塗装 IC好適な皇室料で，建築内外部用塗料

として発売以来好評を博しております。

・ピ二デラ ックスの特徴

田 作業性が非常によ い

ハ ヶナパキが非常に経く. ｪｲ ｴｬＺ ｾ ｶＡ も Ｚ［ ｾ Ｎ ｪｩｬｬ のエマ ｊ レ ジ ョ ｙ ペイン ト

より速くて ，作業能俸 がよろしい 。

圃 耐久力がよく“ やけ' がない

アクリル系合成ゴムを主成分 とするため，イ也の ラテ ックスペイ

Y トにみられる' やけ・がなく ，耐久力 rc . 後れてい ます。

周 耐水性 ・耐水洗性がよい

乾燥塗膜は非常に強靭で惚水性が あるため耐水性がよく ，特 l乙

塗 J i ! ，' f が汚れたときには石鹸 71<で洗 5 と，たやすくきれいに なり

ます。

園 優雅な光沢ある仕J : : ! )

塗 面はエ 7 ノレジ ョ y....:. イ Y 卜に見られない優雅な光沢があり ま

す a

・ 付 着力がよい

コテ仕上のよい平滑な 塗而や ， ハ「ドプラスタ ー， 調合ペイ y

k塗面にもよく付着し ， ν ート状にはげることがありません。

・ 耐薬品性がよい

耐アリカ 3 性が強< . m薄な駿にも耐え，又 カ ピが生 えません。

・ 色見本付カタログご希望 の方は当社宣伝課 Z 係までお申付け下

さい。
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J 、; 町 神 鋼 ピ ル 1  2， 7  9 3 m2  

Itil dj1i! li 硝臼H i  1， 0 5  0  m2  

I' ，':j さ 開小地位より事「川 31. 000 m 

ｲＺ｜ＱＢ地位より ＱｾＱ［ｻ 40.270  m 

情 J白 地 ド2 防，地J: 9 1者，倍以 3Wi

よｾ ＮｾＮ Ｈ封、筋コンクリートＮｩ￺Ｚ

工 JUI 附 宵[3 4年 5 月 - 3 5 年 11 月

大 井 ピ ル 1 階 客 溜 ・ 営 業 室

lド ゴムタイル ・ピニタ イル貼

壁 ! 咽広大Plli i ・竪本ベ ニヤ絹l付

一部ゾラコ ート吹付



上: 大 阪 神 鋼 ピ ル

1 階 エ レ ベ ー タ ホ ー ル

lよ IE附{ ， ・テラゾー耳lJ 品目1ぎ

蛍 外国産大周ｾ t，貼

天井 プラスタ ー ボード 1 J也'f! ・冷

沙日占オイルペンキ I' J l きfJ 却上

下 北 海 道 拓 殖 銀 行 北 浜 支 庖

1 階 営 業 室
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構 造 の 多 角 設 計

JJUt:j  j なわれている桃jti 設け| は . Ｚ￭ｔ ｾ ｩＱ ＧＱ ・ 水、ｊｩ Ｇ ｬ ￯ ｬ， ｪＩｊ I  hJ )  j  

( ( 対する . ｊ ふ Ｉ ｊ ｴｾＨ ｩｊ ｊｋＮ ついては ｴｍ￼ｬ をきわめているが ，

その' J i ( ' [ を j( l う乙とにぷ々とするあまり . J.i:_: ) J をおl 山す

る桜山il である椛iti の似: ; Eが， きわめてお組ぷになってい

はしないか。一体どのような柿itj を設計しようとするの

か，また t没，i I された建物が，どのような性状をも ってい

るのか，構造設z刊行 l i Mでも ，は っきり摘めていないの

が実情ではないのか，たとえば地般の性質を調査して ，

この_ / .地ではどの I¥t:の1，1ね' J i ム動放のある建物が . J也iぶの

場イTi 邸、可なのか ，あるいは JL礎 ) j 式はどれがよいのか，

不 Inlrl l 、の対策，またコジグリ ー トの収*f i 'l 比、 )j や熱比、 )j

lζ 対する ) j 策 ，'5lI itulJ振 動lこ対する !iCやスラブの↑ "1:. 状など

である 比、 )J 解析にのみ振り lil Jけられている J i ) j をさい

て， きわめて概J }i的なていどでも乙れらの種々の明日を

検討すべきではなかろうか そのためには ，現行の設計

規殺は，はるかに ni'j rp.なものにすべきであろう。 ( Ks)

ビ ト 建 築

Rl l 築ブ ーム が駁がれてすでに久 しくた ったが，い っと

うに下 l> : f の気配もみえない 。ブームのおかけ' で， もうか

ったぷはあまりきかないのも不思議な乙と だが，建築 f(

1i.t ＧｪＨするわれわれは ， とにかく キリキ リ ｪｬｬｲｾ ) をさせ られ

るばかりである 。忙がしい とい う乙とは ，合理的な能率

改汚と |百Wj f 乙，料製nrri ) ! j をまぬがれる 乙と ができな い。

とくに設，rl '(ζ じっ くりかかる余裕がない ζ とは ，誰 しも

悩み来てないととである。最近，設刻字務所 lζ は洋書の

允込みがl盗んだし ，よく允れるという訴も ， もともと模

倣好きもあるが，忙しさによる創造 ) j の' il:!失 と もい えよ

う ま乙とにお来いととだ。若い人のなかに は ジャズを

きいてないと ，以Il fJ Iがひけない鮮のある人がい る。 どう

lζ もあのリズムでは ，フワフワ '1任くうす っぺらな ，やり

っぱな しの岡山になることはあらそえない。そう い うム

ー ドに懸命に低抗しながらも ，川 となく iirLれにま き乙ま

れそうでならない ( TM)  

Ｍｾｴ＠ ;" ｾ＠ <  (J) 

担当｟Ｎ｝音ｾ頂Ｚ木田幸夫 田 代 正 尚 山 田 勝 成 和 田 晋 弥 I  
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分 析 と

分j折斤していく乙と lκζ はJ非|ド"弓'，'市I

綜

，6， 

ロ

Fμlκι 処m胆1 していくけれども ，どうした乙とか，それらの

資料をもとにして綜介した i Hもの」かを作り上げる乙

とには ，乙れまた，) 1'': ;¥'(( 不熱心であり ，尖にまづい It<ll(

だ。偽申川[ ヒされた ，それ 1I 身はひじよう lζ! 日: j &化され

てきているから ， それらの綜代的な思考を ｪ もう Ｉｪ ｾｉ ｊ の数

行が，火炎、おるすにな ってきているのではないだろうか。

自llTli ，lI' lI lti のぶ熟さをみても ，そのよ うななl沫の乙とが

わかるのではないだろうか o :;;n- -，自ill 司J JI 国|の科が学』え

にないのではないか 。 ＧｪＧ｜Ｇ・ 公 ｊｊ ユの自Ｑ￭ ､ｩ ，ｩＱ Ｑ 出 ｩ ｦｾ も ， 乙れまた

あまりにも i" ょ」の乙とのみに 心をくばりすぎて ，紛if 守

的なJ鬼 ・紘をみないのではないだろうか。建築はおilldi ，11 

Illli を切，1 ( f乙人れないではもう不 "ri i 6 なときにきている

し， 内Isdi ，i1il lt i的 な 考 え )j で Alit花，i1itlti をしていかなけれ

ば，それはもう必築ではなくな ってしまうだろう あま

りにも分析ばかりしていないで刈肢なと ζ ろからよくみ

つめましょう (h )  

( 次りは官f執可1/'; ' を予定しております)

陽 の 当 ら ぬ 場 所

1t J ハのi邑拶J の途上で，肖匁を走る lli X5から 干の街並を

眺める乙とが在、にとって来しみのひとつだ。同じ眺めで

ありながら ，ノkい川 lζ 峨々に変化 していく建物の級相を

みていると ，そ乙に人間 の生i円がJぷせ♂ら れて而 i当し〉。 し

かしその ーulti にあまり変化のないープ ロ ック，それも 一

治きたならしい所のあるのに気づい た。いわゆ るトント

ンii きで，政 l!13 きそばの屋台やパ タ屋の車のな らんでい

るスラムだ。 そとだけ は表 の街並が夫しく 立派にな って

いくの lζ 反上t {YIJ して，だんだん苅 'r'1なく ，しかしイイドこの

かた9 - t ち続けているのだ。空前 のH泌で迎えた今年は，

tiJ3史料もれ11dJ.i li il ti を '1' 心 f( )¥!j iか しい将来への希望で拐さ

立 っている 。 しかしわれわれ建築 lζ 従4れする 者は何かそ

のなかに空出な不去を感じないだろうか。 フ ァサー ドだ

け川 ｊｾ なｒｊＡ与さをみているのと ｼ 行 ｬ じように 。一 ￬ｦｩ流式丸 ｌ ロ悶司 な みの

ノλ〈心い1川"Iit州tl山州11川liもf唱J川i

元光; 分な a設没，;リ11収同叱吋|陪を It州tl山向h川l刊iかねば，大衆の生 ＱＱｾＧ は Ｑ ｴｦ 口 符かされ続

け，その生命 ) j を: た っていくばかりだろう 。 ( Ws)



留 地 建 築 特 集

‘・・・・
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居 留 地 建 築 特 集 号 に よ せ て

近代建築 iJM育委品会 ・安日 jミ

滝 沢 瓦 I  J  
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ζ 乙lζ 本うを: 日会の名におい て，明治初期洋風建築の調

査報告の 一 環として ， 大阪 ・ 神 戸「民間 地ｾ築」の特集

をおくる 。

顧みれば. *t r l 会の発足は司王: 史上は- ''' '1年のJ ; l であ

った。がその調脊f I !告をはじめて本誌 IC公表したのは1 1 ' 1

"1・の正月号であ った。従 って本委員会の表向きの仕事は

j'Yi か!こ世話ーか年のこと であ った。が，乙の一年は明治建

築lζ |刻してま乙と IC: : A り多い年であ った。東京において

は irYJ 治建築研究会」が結成され . 1-1 木建築ヤ: 会大会 l乙

屯嵯諜j遁をt山Jt すると )Uζ ，全¥14にわた っての「別存す

るIYJ 治洋風迎築」なる IIl f子を発行頒イIJ した( その序文 IC

j' l 縦攻. ｈｾｬｪＮ 全不同 Ｑ Ｑ の資料が重視されているが ， 乙の

乙とは延いては本委員会の存在を京占するもの である ) 。

またこれと前後して関野克，太田博) _. . : . 郎 ，渡辺保忠，稲

釘栄三，村絵貞次郎の b. 氏連名発起によっ て花束京「旧



明治初年のやl' 戸海「字通( 原隊| の題名「奴州事l' 戸丙洋館 ・大淡の阪ひ」小信回)

- 岩崎邸」の保存要望書が起草され，ひろく諸方面有志

の賛同を得て，関係当局 lζ 促出された。一方，神戸市に

おいては本委員会の坂本委以の促Hli による「良人館」保

存の問題が具体化への一歩をふみ山すと Jtlζ ，太田博太

郎氏の「明治の建築を残そう」という論文が「神戸新

聞」の文化面の 冒頭を飾るに至った。紋も重要事項だ っ

たのは，匂_- もようやくおしつま った十二) J  "1./1'J の ζ とで

あったが，明治建築三件が重要文化財 lζ 指定された乙と

である 。その第一は必本Tlf の mlJ 笹川、" ，/ 校本館J ，第二

は奈良県の 「宅 ILI寺獅子| 伺J ， 第三は」二i己 111-1・治的

邸」である 。 しかもその第一 ・!; nぺは，いずれもその調

査報告をはじめて学界に民供したのは木委員会の委員で

ある( 前者は滝沢，後者は) [ i : J i 長) 。かかる機. i ' ITの時 lζ 乙

の特集を企てたことは自らまたその機を得たものという

べきであろう。

*j t. 録すると乙ろは主として大阪 ・)1111の照一問地と神

戸 ・居f'!. {J 出および 1111' - の建築 lζ 関する報告である 。川 11

ｾｉｈｹ ｻｊ 血のｾ ｾ実関係資料はっとに澄滅しほとんと、 求めるに

山ない干j 係である 。本誌の所録は ，思うに現在 lζ おいて

:; k め得る故大限度であろう 。神戸の資料は比較的恋まれ

ており ，特 1[. - 11' 1' 年「神戸市制仁一| 周年記念J の展覧会

lζ l 打当局の来集 1[. よって総動員された観がある 。本誌は

むしろ，{ ' i 1この切姶てを要請したほどだが，J'Hもれた資料

が何11寺(nJi9rlζ 発見されるかは予断を ii' f さない 。ただ現花

において訟で作る Ｍ ｾ白根とするのみである 。

サトとこに宅るまで lζ は全同 lζ わた って諸 )JI 日イj 志から

並々ならぬ媛ωJ をいただいた。また本協会編集会1..1会は

昨年度今年度を通じて深き耳H解を示され，乙の一 号を本

委員会のために割愛された。 乙ζ l 乙併せて感謝の芯; を表

する次第である 。
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1.  : 関 港 当 時 の 神 戸 の 絵 画

一一 ｨ例紳ｼド ｩ 戸 ｲｬｩ ｾ火 ｬヒＺより 一一

lけ山11 y. . の北1町!可]

と外州|い川i叫4人1，'れl

カか、 る

Ir: 英人技師 ｪ Ｎｗ Ｎ ｬＭｬ ｡ ｲｾ の実測に

なる神戸居留地 (1リj 治 5 "I:fl 

1&)  

一- [111戸 di 史より一一



現↑
生↑ 煙?元↑ マ↑遠↑ 京↑

江
( 宮 国

コ り ク ;;f く 町

商
事1

1
神 の

l を フ リ ソ の 筋

事1
1

戸 社 森 ベ l吐 プ エ
一 木

戸
司王

r
、、

- く ユノ ツ
立

支
件 生 ぺ煙 コ タ ク lま

庖
発 問 | 突 :ノ ノレ |日

生 や1
1

ノ4 は コ ホ ホ 生
の ネ土 ノレ

プ 閏

地

、..J

ア ノレ ノレ }J I  
、..J

、、、
イ

堤

ア

ノレ

一
冗

税

関

小

l

l

京

町

筋

明治12年頃の神戸居留地

〈

1

1

1

元

英

同

領

事

館

ノヘ

^  

遠 現

く 1虫

IH事戸工H  !! 

lζ  

f逸

!H 兵

同Z  

の 飴

J

支

苫IIIJ 

を

み

る

整然とした町並みは明るい陽ざしを浴びて，沖の帆

船が速い時代を恩わせている 。

とれは ， もと 131書館の屋紋より 居街地を一巡 して織

ったま ζ
とに貴重な 写真で，事11戸女学院の ど好芯 lζ よ

った。

われわれは乙の姿か ら，明治の初期，洋風建築の移

粧がし 3 かな るかたちで行なわれて いたかを伺う乙とが

できる 。

( 神戸女学院図普館所蔵)
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兵 庫 県 庁

関謹伊

レンガ造旧倉庫群

神 戸 市 街 航 空 写 真 ( 11 : 1居儲地と山手外人住宅地をみる)

一一 神戸市建設局計画課挺供一一





ＡｦｊＮｩ ｩ トｾ ［必り Ｒ ｭ に主 ｾち， 一般的に は芥港上海銀行として知られて

いた 。lりj 治4- 5年ごろの建築で，ネ オ・クラ ν ス・ムの総式や，均芥の

H. S. Wi lli ams 民所厳

ウ ォ ル シ ュ ・ ホ ー ル 商 会 とれたデグイ γ は，初期肘問地建築の代表的存詑であっ た。1 附は

( T h e  Wa l s h Hal l  &- Co . )  

のちに丹治 1-. M1Mi j  tll j "文1，1; ( 2  I日

同〉となる 。

アーケイドロ ッジア ，2 併に コロネードのグ z ラγ ダをもち，グ z

ラシダ ｬ￭ｱｊｾ は人見似より切除してパラペ プ トが姐らされていた 。

コリ シ トパの十J : . ] 'iJj は，f J Utl l' ii tJ I1} '文1，1; のものより俊れており ，

グ仁ランダのパラス ター ( Tmn も太くて力強い 。

Ｗｊ Ｚ ｟ＡＮｉｾ 白 ￭ｪｬＨｬ￭ の鉄柵 は後 ｍ￬ のもので，その門中 ｴ の下にミ ｉｙｊ 治イ八年

兵 Ｑ ， Ｑ 工造 船Ａ日 ｪ 製造 ミの銘がみ ら れ，ト ｉｊｊｾｉ 洋 風建築 を示す主主重な ｦ 写真

である

このill 物は IYJifi 33年どろ解体され ，そのあとに A ・N ・ハ γ セ

ノレ lζ よ って三 代目の脊港上海銀行ができた。

初 代 ク ラ ブ ・ コ ン コ ル デ ィ ア

居留地 79 務

乙の辿物は明治 2 - 3 年の間 IC，居留地京II Ij 筋79孫

{ζ 述てられた。最初オリェ γ タノレ ・ホテルとして使用

され. のちにインタ ー ・ナν ョナノレクラブが使い ，明

治12'. 1: クラブ ・コγ コノレディア lζ 買いとられたといわ

れている 。

K OBE. T he  Premi er Port  of ] apan 所載

しかし明治29年 ( 1896) 3 )J 3 日朝火災によ って失

われた。 乙のスタイノレは ，li!: tY/ i 也の初期洋館 と して標

準的なタイプであり 他にも数棟あ って，オラジダ人建

築家w ・c.ボシガ ーの設計 ICなるものと推定される。
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もとシーメンス・インスティテュート

Jlr;.問地 109 孫 戦 災 焼失

2 階

1 階

IYJ 治 3 - 5  ＢＱ 二のＡ日 ｾｉζ 建築せられた泌物である 。 グ

ェラ γ ダは吹} 次しで，滋災 1(，よ って焼失するまで，

建築当初j の而彩をよく残していた。

平｛侃は将 ￭ ｊ 担プランで ， 阿 ｪｾ 家 と ｩ 位 以 Ｑ Ｑ 下で ｽｦｋＺｬｩ され

江商などとよく似た間取りをも っている 処築 当初

の名称は不詳 である 。

j工 商 神 戸 支 庖

凶作{ 地 15 .(Ij:

グ t ラγ ダは現: ( [ 室内にとり入れられている

が，建築当 "創立 コ リγ ト式メLfl ーをも った吹きはな

しのものであ った。

玄関のアーチ ｾＡｉ ｉ ｉ 入

口。外噌は塗りかえら

れている

Ｈｪ ， ｾ＠ 11 官11m1- 1  提供〉
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何IJ I クラブのフアサード( 何" ;  ，1; ｲｾｩｴｪ 向。Ａ蹴Ｉ

神 戸 ク ラ ブ

T he  K o b e  Cl ub 

IVJ 治初作設定された神戸) ，片側地の

京lζ ， レクリ ェーν ヲ Y ・グラワ γ

ドがあり ，それはいまでも東遊闘地

として市民lζ 淑しま れ て い る が，そ

の南 [ζ 乙の建物があっ た。

ブ ァーすー ドは ， グェランダを_ O R

1r'I 1乙もち ，全 体!と装飾を できるだけ

控え目 にして ，'l ; j ! 瓦とす! の )2しさを

表 現 している 。

様式的 lζ は ， Ｑ Ｙ ＱＱｉｊ Ｚ｣ Ｇ｛Ｇ ＮＡ｜ｾイギリス

本 ｉｉｾｉζ おける新しい イ ￬ ＺＧ ｩＺＺ［ ［Ｇｬｩ 到と し て

のス タイル ICアーケ ィ ド・ロ ッジ ア

を附加したものとみられるが， グ τ

ラ Y ダのチ ュ一 ドノレ式ア ーチ lζ もあ

らわれているとおり ，胞 エキJi 皮がひ

じように高い。

神戸クラブは ，!s:_人 法築 家 A . N

ハソセ ノレが* 11 して ，1/問i日川i日j もなく手が

けた r門h' J川山1

t印郎引山lの1胞A血i工で|ゆ川リ引Jr治f台位:沼2お311イ介|ド' 1に乙峻工し たが ，

lゆ切リ別Ji治f台if初初l刀jリj賜則9引lのク 才/ルレ ν ユ .  ホーノレ尚会

とならんで，1リJifi '[' JUIIζ おける洋館

建築を代表する l也仰にあ った。

Iri{ 和2011' 6  )  J  5  11 ，戦火のため失

なわれた

しカ Ｓ し ， ちょうどその ｗｾ［ ｉ Ｈ， ミノ

ノレ ・ヤマグ キの了ーによっ てミ神戸ア

メリカ 総1l! T'Ji i l 1 いが姥てられ， 11討1'11

31イ1'-1.え RJA築学会作 品11を 受 け て い

川I i ?  j プ の ヴ ヱ ラ ン グ ( H .S. Wi lli a ms  ｊｾｩ￬ｩｩ ，ｾＩ＠ る。

ニ 代 ク ラ ブ ・ コ ン コ ル デ ィ ア

さきのトJJf¥;; ぇt物の火災によ って新たに I，'; ''，YIJ 血116mと126寄にま

たが って他てられたものである

ドイツ 系のグラブて、その前身は Ilj J  ifi fJ J { ! ' レクリ ι - ' ; / 1 ; / ・グ

ラソド ( 今の以遊 I"j) 血) の INf Jll Jにあ った Uni on C lub であり ，

そのＡ日、ｾは， Ｑ ， い

!日j 治29iド12)J ｉ 乙 ｉｬｩｾ なり仙川された この ｾｱｾ は ｋ ｯ｢･ C l ub  

やドイツ (;ri ・)i /li' nこつながる ，一 辿のハンセノレスタイノレである 。

主主物のデずイ γ でHI ζ {葉山したものはないが ， 2  pr寺のグヱラ ン

ダをえーえる 311欽仰の十| ーは . :->L'j 時 と し て は 析 し い あ っ か い で あ っ

た ii 攻防，[ / ミ '>"'1坊会nii ｾとしてもｩＡｴ川されていたが ， 焼失してし

ま った。
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フー -フ ン プ 商
. 6.  

τc;: カ

Del acamp &- C o.  

J九

: ドイツ孫商社でも と居間地12l (昨. 122 i 1i =にあ っ

た。赤Wl i: i色才ランダ風ノ4 ロ ックのスタイルで

ある 。 乙のよラなダ ッ チ ・ グ ｌ プノ レをも 弔 たｾ物

の原 J 巴は ，オランダや北 ドイツなどにi ' 4!昨日["itp

ものが，中|を述らねているのがみられる 乙れら

はル ネサ ンスの拶響下 iζ . 16.  ＱＷ ＱＢＺ紀以 ｾｾＱＱｾｽ の装

飾 l波風として発達し た ものだが，そのような中正式

のi以前が19世紀後j切において神戸の !，' ;m) 山ζ も現

われた わけである 。

設 ，i 十者は A. N. ハンセノレ . Ｑ 泊 ｊ 工ｲ，は，Ｚ Ｚ ｾ￬ｉ噸 ｬλＺｕｉ｜

といわれ . 1リj 治28年にそれまで法 っていた，，，い_ ，f ¥

i佳洋館をとり除いて建てられた。

' チ以右端j ! C 市1

'

戸クラブミがわずかに みえてい

る。 乙の建物は戦前アメリカ旬i N1I ( がー時似川し

ていたととがあるが. 11付和20; ド6 ) J  5  11明快によ

って焼失し た。しかし今同旬 11 新!日Jt l のM必で鮮

ｉｙｊ な Ｇｪ ｊｾ ｾｴＡ を入手するととができた 。

利I J I Je ).' ;  ftl t出 川

ーf下両t( 11品l的 ピ 川

11 • "'. 坦"・.1 111. ｲ 山ＮＱＺ Ｑ •

.  .，‘ f' .  ｉｾ＠ ｾ＠ ，ｾ‘Ｇ・ ｨ 岳 み￡ 内

“v ・ ' ( L  I  f: 1 1.  II. .. ." . R，.  

. 司"

， .、 目“ー

. 11. ... ｾ＠ I!・. ，

、. 句且 、"

i' . f，・. ‘

(1砂11 1rr llij 剖提供)

故 高 橋 栄 治 氏 の 記 録 に よ る

神 戸 居 留 地 の 一 洋 館

ζ のＧう Ｚｾ ｉ ｾ と火［は ， 川、".h Ｑ Ｕ ｾ｛￧＠ 8 ロー (1111 白17 1ド8 )J ¥' } ) の抜本で

ある ツｾＧｾのｾ物は｛政ｽ京、 ｊ ， ￬￭ｪ にあ っ て ｲＺＧＺｪ 焔 ｌ ￭ＮＺらがその失なわれるの

をfJI しんで，記録としてllt i られたものだが， 乙の j_iXf ' . ( のツ以が今円

では1' J : i [ ! . : な資料とな っている '(gfi 下の 1r ｾ＠ J' ，ζ 18951ドとあり (1リj 治

28{1:. )  . 別" 己 ミデラカンフ Il' H会ミとともに ，ハ シセノレのー辿 の作品

と111定される 。
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香 港 上 海 銀 行 神 戸 支 庖

(1昭和20年 6 ) j 5  n戦災焼失)

さきの ク沈ノレ ν ュ ・ホー ノレ ，f'司会のw協のHU、後， Ifij じ

J;r;. W{地向山. i i l l り 2 mの j，(i ，" ，' /C，存j佐 U; ' j J: Jli j  (  Ｇ Ｎ ｦｾ＠ 11)  

として0 ¥てられた。

ｩｾｩ 瓦お よび ［ｲ ｩ ［ｄ の本約的なＺｵｬ築で ， ｦｬＺｬ 住や ν ン ｪｦ ホ ー

ノレなどにみられるようないか lζ もIYJ るい l判Jiff!' ( l ( J l!l I!ft¥の

スタイノレであ った

池上 ド ＲＸＵ 上、ＱＢ ， 附 ｪｾ Ｇｾ 78坪，工j切は! 日j 治33'0ド 7 ) j より |日l

m面 7 7 ー サ ー ド

The  I-l ongkong and Shanghai  Banking ｃｯｲｰｯｲＮｾｩ｣ｮ＠

35{1. 12)  j まで 2 11平を要 し， ::j'1j サK i. 't¥山;r i，木材のうち

主なものは IIII'J 必，/Kj公およびチ ークで ，リミ決は併下，

断 1'. ともに例別であ ったと いわれ る。小用品Il はパA 小尾，

lせmはA. 然ス ν ートf ' i である 。

設，J ｲ， は ａＮｎ ハ ンセノレ ， 五 ｴ 築ｾ ＱＧＱ ｦｾ 人は小 池山， ｨ ， 大

工事長決は 11 1［ｪ ｾｩｩｩ＠ ，'i であ った。



l ド イ ツ 領 事 館

The Ger man Consul at e 

これは! 西側H由来川u- 115  ＧＱ許にあ っ た亦ｾｊＡＨ瓦

ii Eの重厚な建物で，二回のノレン ト・ボー グ

ンν ュテーノレ( 円形ア ーチ式) と! とl色のキ

ャピ タノレ上部が，印象的である 。

ドイツ領事館は ，開港当初，海岸辺り 5

務 !e建てられたが，明治34年，乙の場所に

移転した 。 初期の Ｕ ｾ の建物も搭屋を有し

ていたが， ζ の建物にも塔屋があり. 19世

紀 'I' JUIのフランス風腰高屋板の影停が感じ

られ る。

設計者は . A.  N. ハ ジセノレ ，訪 tt 人は高

津柳太郎であり，建築 ft 36. 360円を要 した

といわれ る。昭和20年 6 月 5 日戦火によ 庁

焼失した。

明 治 後 期 神 戸 も と 居 留 地 海 岸 通 り 附 近

五 Ｚｾ｛ ｉｉ が 待 ｲＩｾ 上海 銀行で イ ｩ ｾ｛ＱＱ のオリ エ γ タ ノレ

ホテノレと fJ f・立している 。

(f，t 日新聞社提供)
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そいで ， 乙んにちま で描きつづけてこられた。

いま ， ノ ｬ 、必占在日Ｚの ｆｪｪ￭ｾ Ｚ［ｪのな かには ， みよう にも

みられない淡多の失われた洋館のあり し日 の安

が協められている 。

ζ の絵 j也l叱|はその ひとつで，11弘前の民約J自の

ｉ ｉｉｊ ￳ＩＨｾ をほうふつさせる ｦｾ ｦｉｊＺな 記録 である 。

小必益干与氏は況( [ 新; I ，IJ ('ノI:il 氏の会μ として i M保

しておられるが雄物をfIl iかしては ，そのリアリ

ステッ クな表現のなかに ，.i.ff ，' ; をたたえて，ふ

しぎな魅 ) J を感じさせるものがある

小ｴＮ ｾ氏 はＱｉｻＱ杓 ｬ のはじめ ド Ｑ Ｑ Ｉ Ｇ をみれて ， エキ ゾ

チ ックな II Ij のHM，' iI C心をひかれて (i みついたと

いわれるだけに ， 神戸の i'fIl I: を愛 し，f ，' ; 然をそ
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島ill 川筋より( 現J 己UI] 東入 11 附近) メリケン波止場方面をみる 。'1'央右ミ兵庫 ホテ) 1/ ::: J 左の樹木は ，

PUBLI C GER DEN.  1T・'Ji: の'1'1 ｉｾ 人 ， 人 Ｉｊ Ｑ ＱＺ｛Ｎ 駕簡など ， 当 ＱＱ 寺の風俗がうかがわ れる 。

三 宮 神 社 附近 。 道路は若るしく Ａム く ｈｬ ｩ かれているが，前 Ｉｪ の応居が 三 Ｗ ｾ ｘ 事 Ｑ Ｑ 社 ， その右が現 三 菱銀行

事1
1戸支! 九左が現神戸大) Lの場所である 。

バ ー ナ ー ド の 描 け る 神 戸 留 地 風 景
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内
ιコ

哩安 定ｺｵｭｵＺ同町恥ｭＺｾ岨軸 胃圃 ......... 

ｅｉ 主 主理出ｾ邑Ａ垣 ｉ

オ リ バ ー エ パ ニ ス 商 会 ( 明石町角)

ζ 乙の親父さんは ，じつに生命力伯い親父さんで，戦争

後 rl' 風にな って，ぶらぶらしていたが，tYIl E再起して活

発 に仕事をしていられるときいた。食料品のデパ ー トと

でもいえる 庖でソ ーダ水 ，缶詰，i / ロ ップなどが商品台

の上κ いっぱいもられて光られていた。 乙の親父さんは

人絡者だ ったのか i戦汝後も普の日本人の干務存頭さんが/小lト、J

をかいてくれとい つてきた乙ともあ つた。 ζ の! 占は以後

まで入口は小さく 向 って右端のれが IYJ: rilllj のIII J 1
1
J にな っ

ていた。乙の左端の一段ひくな ったととろがアマさんの

住いだ ったらしい。明石町の通り iζ やはり小さな人 11が

ついた家だった。 乙れも明らかK コロニアノレハクスの形

をそなえていた 。下は庖 2 階は合Jt ! "と住Jl;' ・お容さん

の入口と別に出入 μ を持つ という条件をそなえていた。

(iIDI 災焼失)

英 番 館 の 思 い 出

タムソンという Jしの主人が死んで，二代 1= 1 はグリプイ

スという親父さんだ った。而 l土l い親父さんで ，:J"1、が家を

かいていると ，ツカッカとでできて，機に了ーをかけて i J ¥

JI ，家を品目くならとの絵を参考にしたまえ」とい ってだ

したのが，僕の絵柴普英三番1/11第じ作だ った。私はだま

って「いい絵ですね」とい ってお乙うと思 っていたら ，

親父さん， i 乙れはね東京』ζ 大家にかかせていま伐のぷ

lζ あるんだよ」という，乙れがぐ っときて，伐の抑えた肢

の虫をお乙らせてしま った。 i それは私の絵で， JVlo 日ま

で京仰の lri 賛展 IC隙べてあ ったですよ … … 」で親父さん

ギャブン / 爾来t 1 戸をあけろといえばあけ ，カーテン

をおろして下さいといえば， す ぐや ってくれた 。 乙の米

はとなりの桁円形のかかれた示似の下からと ，JF.IUl
l l
.!2訂

以のなかの出入 LI と右よ乙とに出入 11があり ， 首はt 1 窓

のと乙ろが住居だ ったわけである 。

リ プ ト ン ・ ア ン ド ・ カ ン パ ニ ー

浪花 IlI j で， lJ!. (Eの事Ili 佐ヒソレの北京f ! J にあ った。私はよ

くつばを111: くj併があ って，こ乙を' う生にでるi J も， 家内

lζ つばをIU: きなさんなよといわれてでかけた。一生懸命

ツ生していたら，# J : _ 凶入が寝梢子をだしてきて ，Ｊ ｾ ｦＺ 新

ILHをよみながら ，起きあが っては ，ペ ッとつばを111:いて

は，また新IHI を説みつづける 。あれノ とみているとま た

ペ ッと1Ii@を川; く，とれ じゃ僕よりよ っぽどひどい ，あれま

あというわけ 。 乙れも 2 階は仕いで，トーは! j ( Ol f9r ，入 11は

正 lui のが一般人の出入口 ，右はすぐ州IIj でJt ! . さんや家b"X

の者が，仲間J の通りから出入りしていた 。実にが っちり

とした建物で ，パルコニ ーの持送りなとも山形的な呉| 斗

風のもので正 IgilCは，三本みぞがほ ってあり ，よζ も総が

ほり乙まれていた 。人 LJ のア ーチ形の欄間には，色が ら

すがはめであ った。 2 階ペデメツトの干に小; 窓がー; つづ

つあるのも特徴だ った。 ( 神港ピノレ建設のため取放し)

(火; 小船絞め

小 松 益 喜 画 伯 の 画 い た 居 留 地 の 洋 館 ・. .  .  
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左 1" 1柵のA( は最近居住者が変 った。右側はベア氏家 ，

印ｌｑＧ人の Ｎ ｾ Ｎ かつて ， 香港上海銀行の支 ｬ 占 長の 家 だ っ た

lJ iのぷーだが…・‘ 乙の三本州突の家は，数々うらみがの っ

ている 家だ。京をかいてくれとたのまれ， 経歴をみせて

くれと fl o，' ，，'，スクラ ップブ ァクをも ってみせ. O K ときま

って . ｾｉ Ｉ Ｂ のＧワＮ生をはじめた ， 大きな犬がお っ て，ワ γ

ワシとほえるし ，あまり% もすすまなか ったが，迎弘、 T .

あまさんを iill して ± 回も交沙にきたのに主人が射ると，

主人の反対に会い 2 千 円でキ ャセノレされ，スクラ ップを

忘れてくるなどいい印象でない。それにひきかえ，ベア

さんどJ df: は，ゴくに親切で，五[ はむぎ茶をのみにいら っ

しゃい. ｉｱｾ がかわいたらお湯をわかしてありますから

と， とても親切でやさしいど犬長だ った。 nJ 愛い らしい

お娘さんも立派に成長されたよき家庭だ，inの突当りの

ん三は. 1'，，1; アラクカリアとアラクカ ーナの二本必で私の

発見した本だ。

山 本 り通
旦

尽 ( ー〉風

その頃はとても滋・かな住宅地だ った。左側'J の秋竹桃の

へいはカトリ ック教会のへいだ。 印 刷ζ 耐をかいている

と ｾＹＱ 祈 りと治夫Ｂ政がきこえてくる 。 乙の教 会 は友人のお

父さん ，:B崎長三郎氏がたてた建物で，ステ Y ドグラス

がとてもきれいだ った。一 度小磯氏につれられて妙lのミ

サ ICf j った乙とがあ ったが，ステンドグラスがi: 引の光り

を透して . (1 いイ布1訂I をかむ つていた婦婦i人迷の匡顕( i j 上lκζ とても

J尖lたミしく| 映快え紫を '1ド"心L心、lκζ 亦 l'

て， とてもui滋だ った。 とても索11，'1 しい，ステンドグラ

スだ。なる; f ' r ¥ステンドグラスがとんなな裁があるのかと

しみじみ感じた。それも ，戦争です っかりふきとばされ

ｉｊ ｊｦｊｾされたとはいえ ， ステ γ ドグラスは安物にな っ た 。

姥設設計者の山崎組の長三郎氏も永眠されたときいた 。

山本 り
旦

尽 ( ニ)通 風

北野Hりとの II I j 境い，乙のぐら い終戦後，持主のかわ っ

た他物はない。 子前の家は ぺ肢もかわり ，次のフランス

飢・Hii i:(ま _ '.& かわ った。いまは1IJ 日フラ Y スのトリコロ

ーノレの脱がひらめいている . - . ( ! i : おくが神戸泉人世i ' : ll 設

功労者の一人ハンセノレ氏のか; 宅だ った米だ。以前はスイ

ス人でいやに54取 った親父さんが{ i : . んでいた家だった。

そのスイス人が州| 過するとまもなくアメリカ人が人 っ

て，家の-+:11を改装し ，夜、はぶしくなり ，ζ の米はみる

たびに残念である 。

なぐさめといえば，フラ Y スf浜中古i : の肱がi!!;j 口K. は 9

" 寺からあがり ，祭 nは，さらにひとまわり大きなトリ コ ロ

ーノレの棋のあがる乙とだ。その家の前には良い事1
1
戸ッ f

がいて，いつ も親 切に ，絵を j資か つてくれる ζ とだった。

Cx 小船主主トり

f圭

，

 

』
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，
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- ・小松 益 喜 画 伯 の 画 い た 山 手 洋 館
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も と 神 戸 女 子 短 期 大 学
北 野 寮 所 在 。神戸市生 111区北野111]" 2 丁

Itj llii する グェラング， 吋初窓生n只はなく ， 吹政しであっ た。 l 隣グェランダのアーチ唱のフラットピー

スの '1' 火IC ，ペンダント がついている 。 現 (f する洋舶のなかで， もっとも同l 包深い 純 物のひと つであ

る。 Cl 957i lo4月"i l

目77務

木造 Ｒ 階組ｾ Ｎ 得 ｦｾｌ n本

瓦rf ，柄l小屋車11

基礎 ・Ti 造，外格 ・下見

板張りオイノレペンキ塗り

建L、|ι 1 師寺 47. 501'1' 

2 附 50. 00t 'V

他 ｋ 附属 Ｇ ｾありＨ 二 年 Ｑ Ｐ

建築年代 : 明治35年 5 刀21 日新築

建 築 主 ケ ・ハ ッサム

設 計 者 エー ・エヌ ・ハ ンセノレ

ミ ｾ人館 ミそう呼 ぶにふさわしい

ような外観と荒廃を感じさせる建物

である 。所有者が取放しを言| り ，717

材木商lζ 売却する予定のものを ，関

係者の努力κ よって神戸 di がその1111i

似を認め，譲り受けて ，解体ー移築

ー復原一保存されようとしている 。

所有主の回数寺院は. j J II 戸 dj・O) -l'I， ヨ1

をおL解し ，その保存のため !m1i ' i 誠肢

を lわし出た。

南 l釘 して凸形 の グ ε ラY ダをも

ち，平 l函はやや不笠j巴である 。

乙の建物の特色は主として外;'{sの

デダインにあり ， とく lに乙その j総長J点，1，1、

グ 工ラy ダ創り lに乙ある 。

1 階グェランダはア ーチ状の飾り

欄間をも っておりその頂 fliilζ ペンダ

ントをつけている 。 1 ｾキのグ ｺ ラン

ダ悠以は調査の結果後 Mのものであ

る乙とが確認されたが ， 乙の欄間 ｬｾｩｬ

分については不詳である 。主l : は凸出

fl ，1Sで円住，そのほかは刈れであり，そ

れぞれブル ーテ γ グをつけている 。

利l戸の洋館にお いてグ ェランダは

原則としてオ ープンであ ったのが，

後に建只を入れるようにな ってきて

いる 。 乙の場介もグ仁ラ Y ダがオ ー

プンであ ったときは， }， ';11'dへの I_H人

11  にみられるペヂメントやデンテノレ

をも った飾り矧縁の芯 liLがさら lζ 一

段と引立て られていたと思われる 。



守一、

Jl!J t 角をみ る。 1主維な屋 恨伏lζ 二本の煙突が [1 立っている。

ヴェランダと階内との出入口上部 にあるべ デ ィメン

トと デンテルの飾り 。

も と 神 戸 女 子 短 期 大 学 北 野 寮

2 階グ ェラソダにはね; 身 (ν ャブト) の羽f仰乙;たしいコリン ν ャ

ン風の住liJj ( キャピタノレ) 釘ji りをつけて いる。これは， 堅木の彫刻

で作られたものであり ，残存する if 飴の なかで乙の建物のみがもっ

特色である 。

屋般の水取りは複雑で，平 l師およひ:.1L lrII があくまで主であり ，そ

れよりでてきたものを屋級伏で，内心して解決していると考えてよ

いであろう 。当時の段式主義の1"，1.及りといえる 。

また ， 屋級にで て いる ｴ ［ｪｾ瓦化粧引のＮ本の州 ｡ 突は ， リッチで6l紛i

された砧み上げを行な っ ており ， 投打 ｉ ｉＧ￭ハンセノレのスタイノレの Ｍ Ｎ ｾ ［［ ， ｬ

を示すものである 。

なお，ζ の建物は文化財保護委μ 会に おいても，保存について関

心がもたれている 。

ヴェランダ 2 防の f'J Uとfl 頭飾り ，モ ディ リオン ， コーニスなど，

クラシカルなモチ ー7 を? 川している 。 キ 十ピ クルの彫刻は ， コリ

ンゾ奇ン蹴に司111 < って1 < しい。

ｬ ｾ 守ヴ ェ ラン ダ の 凸 部 ｊ ｃ 泣けられた ＱＱＱ 入 目 。 ζ の 凸 用 ｉ ｉｃ 石段が と り

凶み， 当初は VlJJiXされていたと 与えられ る。

39 



陸 相 IC 蹴1' . ! の! A! J i と英国以 の レ ン ガ の 煙 突 が み え

る。外壁はオイルペンキ塗の下見板。

ベイウインドーと切警と 1; 1曲面 IC よってつな がり ，

その先総 IC ペンダ ント が つ い ている 。 ヴェラングの

天t I は アジロ 娘。

玄関ポーチの流れmりIC よる手法( 庖椴銅版J f )

40 

上 ・ 市 側 全 焼

ヴェラングのパラスター ・コラム( 乎f I 1 j } ( 住)

とi車速子のディテール。ill 万にそスリム ・モス

タ( 回数寺院) が見え I Nrlζ 船が作んでいる 。

エ ズ ラ ・ ジ ェ ー ・ シ ュ エ ケ 氏 邸

ｾ物Ａ立 ｩ 也 事1
1戸市生田区山本通 ー J n

木 造 2 階建 . 1;IJ安. rJ .4>:瓦i i ，洋

小屋組 Ｈｊ 土 ｾ 束組Ｉ . 下見似張 り，

1 イノレペンキ塗り

占 ｾｉ 礎石造

建 f jZ 1 階50. 001' ¥' 2 附48. 00); '1'-

附腐屋 l  師寺 9.6 上¥;. 2 11l'r 9.6  );' 1乞

Lilt夜 年 代 明 治29年 9 月29 [! J干;111

tii Z主 主 エー・ エヌ ・ハンセノレ

設. ， 1 者 エー・ エヌ ・ハンセノレ

神戸の洋館を語る場合，イギリス人総築家 ハ ンセノレの名を忘却する乙とはで

きなし 3 。 それほと‘ハ ンセノレは多くの作 品 を子がけ てい る。 乙れはそのハ ンセノレ

が 11邸として設計 した ものである 。 それだけにい ろいろな芯 l沫で . ( i : 目さ れる

内容を含んでい ると いえよう 。

雨 fil lJ は左右対象，ベイ クインド ーを巧み に切妻 と結びつけ . Ｇ Ｑ Ｇ Ｑ 以 ｾｬ にあ る Ｒ

断グヱランダは パラ スタ ー ・コ ラム ( bal uster column)  と， 近東風にかた

どったア ーチ状の持送りを主なモチ ー フとして美くしし h

しかし ，ハ ンセノレは . ｮ 邸をたんなる洋風と して のあっかいプ Ａｪ ＨＨＮ￬ｬｾｪ ＮｊＮｴＡＮしなか

った。玄関ポ ーチの部分lζ 流れ造りの手法を用い ，屋根の先瓦に銑をあげ， グ

ェランダ ，手 J習に用いられた所総の /&:jf 子な ど日 本建築 lζ ついての関心があら

われている 。

ハソセノレが ， 煙突のデダインを屯 ｴＡ 倒しているととはミもと ｊ 出 ｦ ｦ， ｴｾ の項に

ついても触れて あるが， 乙のu ¥物のレンプf ，fJ 'ftiVi 突についてもいえるのである 。

i没.i ! おがlリj確であり ，保存も 比 較的ゆきと どいて おり . 1Jl1j i のiffr( (の代表的

地{II を r1i めるもの といえよう 。



も と イ ー ・ ス ト ロ ヴ ィ ー 氏 邸

所 在Ｚ神戸市生田区 北 野町 二 丁目 ＶＶ ｾ

木造 2 階建，切妻， 日本瓦: 0 ; ，洋小屋

組( 真東組) ，基礎 ・石造，外壁 ・下

見板張り ，オイノレペンキ塗

建坪 1 階 25. 15坪 2 階 27. 01上Ic

建築年代 . 明治31年 3 月30日新築

建 築 主 ・ジョ セブイン ・アーノレ ・ドリ ュクエノレ

設 計 者 エー ・エヌ ・ハ ンセノレ

乙の建物は ，去る i昭和35年 6 月23日梅1: 自にけぶ

る日 IC取設されてい った。六十数年の 'Ju. い生i J Jーで

あっ たが，写真ICみられる姿はいまは亡い。

幸い解体中 Iζ いろ いろ な記録をとるととができ

たが，比較的原裂を保ち ，また ，いろんな志、 l床で

神戸の洋館のも つ特色をそなえて いた点で iJ : 目さ

れるべきものであ った。

乙の建物 の 特 長 として ， 1 ) ベイクイ Y ドー

( 出窓) を多く有していたとと 。 2 ) 才ー リエノレ

クインド ー ( 出窓の一種) を持 って い た 乙 と 。

3 ) ハーブテンパ ーのモチ ーフをまねた飾りを安

墜にもってい た乙と 。 4 ) 小屋組のキングポスト

トラス 。 5 ) 屋根l乙縦型の瓦があること 。 6 ) グ

ェランダの柱にプノレーテシグがある ζ と，などで

ある 。

また ，乙れらの手法を綜合 して ，1s:. 人建築家エ

ー・ エヌ ・ハ ンセノレの設計であるとみ られ，別}I;¥

の，エズラ ・ν ュエケ氏邸や l係月 l iーな と. の洋式小

屋組の系列 lζ 属するといえる 。

薄灰色 lζ 塗られたオイノレペンキが年IJ けかかり，

非対称に徹していたデザインは ，いつまでも 心に

残 るものがあ る。

解 体中の小屋 組 トラス 。 わ ず か 三IInた らずの! l 1IUIIC， キングポ

ストのトラスが控然 とのっていた 。

上 Ａ 秋ＺＡｬ￩の Ｑ Ｚ Ｑ い ｾと同 線 ｉｃ のる蛾型

のJ品瓦とのコン トラス ト。ヴェ

ラングとオーリエル ウインドー

(111111窓) が;見しかった。

/じ j軒血'1立im( スケッチ 坂本勝比

i li ) 

下 解14"1' を 大 い そ ぎ で 織 っ た 手

点 。 科部のディテ ールがよく分

る。
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Iti 而する ファーサード。 そのシンメトリカルな

J ，l J ) l は厳しい J百しさをも っている 。

I肯耐図( 推定f草分を含む。 早稲 rn大手生，

藤 月 荘

建物位置 神戸市生聞区北町 IIJ 三1 目130

洋ｉＡＧ ｩｩ 音ｩｉ分木骨ｾＭＪ瓦版壁造 Ｒ 階建 ，

上初歪 H' - (Jl! ，洋式小屋組， 君子 島 ｾ，

ス レー トtl

1 断 92. 30坪 2 階 85. 5otf

3 階 2. 10上".

Ｒ ， ｾＱ ，礎石造 ，外 ｾＦ モノレタノレ備目引

他 l乙，ビリヤ ー ド・ノレ ーム，メイド

・ル ームを一棟づつもつ

IJ 本 館 部 分 木 造 2 階建，入 母 屋，

日本瓦114一線，利l小屋n

i也l乙，附属屋数棟がある

建築年代 洋館の主棟は明治35- 6  i J'.l 損移築さ

れる 。 仁! 本館は|リj 治10年代説，明治 34- 5 年

説があって IY1舵ではない。

0l 袋 三L イー ・エ ッチ ・ハンタ ー C9: i 凶)

ぷ，:1 お 不 ，J

ｊｴ ｾｬ ｦＧ ｊｬ ｉｪ の ｊＱ ｉ ｍＡＮ i:'. ;f;- Iζ 位l;li し，Jムい前庭を有

し，担 ＱＱＩ＾Ｂ のｊｬｉｪを見下す ｬ［ｾｭ の ｪ 也 ｋ ある 。 西側 ｬζ

11 4:釘" 点 iWHC. i下P' p; を並列さ せ，建物は周回の

) ' ; ' 1岐にふさわしく ，成存する洋館の なかで最大

の規校をも っている 。

;'(:I!' I'( 部分は，fllf . i告上， ，Ｑ， Ｇｾ Ｇ ｍ Ｈ 瓦張壁造で ， キ

ング ・ポス トの小屋組iなどは ， もと居住{lt!!. K の

こる江 1{' Ij-l JII 戸支) ，1; の建物と岡ーの系列にあり ，

しかも ，r_[ 尚の椛打1: な工法に比して ，はるかに

ift 少し ，J勾f干のと れた 'f . t 去を採用している 。室

内の装飾もI l : 派であり ，なかでも各室の出入口

にみられるプ ローク γ ・ペデメン ト，媛炉や腰

似のリプ チなむ匠， さら lζ 上 下するプ ロY ズの

ν ヤングリヤなど，かつての泌キなI副長与をとど

めている 。

i Hi " ; の移築説は ， 乙の建物がもと トーア ・ホ

テノレの法 っていた場所lζ ， ドイツ人，A ・グレ

変化のある ヴェランダ!l; 111I



?  同 年宣

ッピ ーによ って明治22{ j o頃娃築され

ていたも のが，その後なんらかのr j (

ｴ ｾ ｩ ｋ Ｎ よ っ て，イ ー ・ エ ッ チ ・ ハ ｙ タ

ーによ って只いとられ， ｾ見 ［Ｈｅ の位 ｛ｩ ｴＧ ｛ｾ

K 移築されたというのである 。 しか

し，移築前と後とでどのていどの変

化があ ったかは! 日j礁でない 。

日本fi1' iは，純粋の利 l風のti : 宅であ

るが，師寺段のT mなどは洋風の7・法

により ， ＩＮぶい ｍ ， ｾＺ［ｪい天 ＩＱ など ｬζ 作風

のスケ ーノレが! 必じられる 。

乙の和洋同oH- mの政ficll す るほぼ '1' ; と

部! ( . 搭屋を配して ，巧みに iilii お0. : 1波

紋 を救 っている 。

建築主 E.H.  HUNTER氏は ，神戸

および大阪川 11 にあ ったノ、 γ タ ー閥

会主で，神戸市bとによればミ! 日j 治元

年いらい ;tJ I') i !ζ イFWIし，車内71ミIJC業を

起 して本) j I 険械キ'，'i*の端を日IJ き， 日

本米の輸出 l乙尽力し ，製粉業をも 起

し， また大阪鉄工所( 現日立造船所)

を創設 して本 JiS造船界に貢献し， つ

いに勲五勺 lζ 絞せられたミとある 。

踏

① 
2 陪

脱 Jl 1i 平 iM ｉＧｾ＠ (JJLI:I' ，'I'.IL 鈴 本 府 Tt:J: 測)
t菩 屋

ｾ＠

大 j
1

1!{j iti りの妓角 ' と飾り倒。 己 の 附の飾り倒{ よ ， )じJ，I;' :.;'( 内 ，JJ1I:l 1と 応112本との 1111のIH入仁II c Hけられた ，ブ

官'IJ 也にある il 闘争1'/ '女山にもみられる。 ローデン ・ペディメン 卜。

藤 月 荘

ビリヤード ルームの小以髄1にみられる釣点風の下法。その下 端

に ついたベンタ. ン トは，ゴシ γ タリヴァイヴァルの影容である @

シャンデリア の照明 五|悶ホ ールのオーリェルウイン ド上部 に 設 け ら れ た パ J レコ

ニー の 下問。 l lj 鋼のグリルが J< しい。
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止 本立ち起しにみえる 11);政 しの ヴェランダや

アーチ引の窓が印象的である 。

;1， ヴェランダrt は向性，- t であり ，全体のデザ

インは ｴ ｾ え 円で Ｎ : k ; 朴である 。

下 ヴェランダの千十月のディテ ール。 その徳久

利点は京 ｬｾＨ なデザ イン である 。 千附子が ，

徒、久利 IC似ている ι とから ， 当時の大コた

ちは ， 乙れを徒、久利引と呼んでい た。

百

倍

理

4

一足

場

官

邸

ι

一

'FL
凶

l

ia

笥

S

R

Hい

~

、

一

i

s

t

y

-一

階 2 陪
o  10  X 潔

44 

エ フ ・ ブ ル ム 氏 邸

建物位 ｬｾ ［ Ａ 神戸市生旧区 1[1本通[ i C[ 丁

目

建物概要 木 造 2 階建，寄練，日本

瓦出

ｦ ，ｾｻ 必 ＱＱ 造 ， 外堕下下 Ｂ ｪｩ兄ｩＡＮ ｾ似 ｊ以見 ｦ川ｾ

式オ一イ/ルレペ y キ塗

f、1'. 数 1 階 15. 5t千

2 階 15. 5坪

他 K 付属家ー械を iJ.(t Ij' !l i下

lζ てがI ぷ

建築壬| 月不詳 明治29f
[.: 7  Jl 貰い

の同出あり

建 築 主 ・不詐

設 計 者 不 詳

プノレム 邸は，むかし神戸女学院で

あった亦レシ ガの 縞 常 の み え る 道

を，東lζ わず‘ かばかりい ったと乙ろ

にある 。

道よりす乙し奥ま って，グレイ lζ

塗ら れたグ z ラジダが木立ちど しに

みえ ，ひっそりと建 っている 。

南面したグ 1 ラシダが，オープ γ

のままで 当初 の ｬＨｩｩｊｾ をよく伝えてい

る。 2 階 で は 西 側 に も グ 1 ラγ ダ

が，廻 っている。 ( 1 階は改造の跡

があるが， Ｒ Ｑｾ 奇と同線なグ ι ランダ

であ ったと刊l 定される)

角型の 複tuζ ブノレ ーテ ン グ を つ

け，手間の iTtl 久利束も太く 力強い，

ζ の建物の外観にひかれるのは，グ

ェランダ lζ 窓硝子戸が入らずに， 当

初のままの開放的な姿を保っている

からかもしれない。

室内 はひじように簡素で，中廊下

を挟んで左右 lζ 一室づつ上下で，言|

四室を有しているに過ぎない。

グェランダの床仕上げには，洋館

K よっていろいろな工法がとられて

いるが， 乙の建物では平鉄板f I 占りを

した上， オイノレペン キが塗られてい

る。

建築年代が不詳であるが，相当に

古く ， 明治初 ｊｾ ｈ ζ 近いのではないか

とも考えられる 。



林 秀 雄 氏 邸

建物{ 世間 。や11戸 di 生社l区北野町

A<;iJj 2 附雄，凶il: 造り ，日本瓦

IE， 羽l小屋， Ｉ ， ｾ 日吉不 Ｑ Ｉ 盆 ， 外椛下

見 ｾｬｩ ， オイノレペン キ主主張り

建築 ｩｬ ｾ ｊｊ 日 IljJ 治35i f 3  n  13日新築l市出

建 築 主 . メ ィア ・デレィ ド. v ャアプ

設 計 者 ・不詳

外崎 1 ，2 併の腹部分 iζ 感羽 11張りを行ない ，外崎下見板張

iζ 併状の アクセソトを つけている 。 グ z ランダ柱は円住を用

い，ベイクイ γ ドを西側 Iζ 併立させている 。屋板に でている 2

本の煙突はミもと 北野1 : れの煙突! と同級， tdt 瓦化粧積みで あ

る。

室内 は玄関ホ ーノレや階段などに ，;:; i宮な飾りが施乙されてい

る。とくに玄関ホ ールの板張り天井は例がすくない。

所有主の小林氏は海外生活の経験も あり，洋式の生活環境を

ゆたかに住みとなしている 。

事1
1
戸の洋館のなかでも，どく オーソド ックスな形であると い

えよう 。

長，I明 ホ ー ル と 階 段

階

丙 南 市 よ り み る

室内 :7) 11 ¥人口上郎 I[ I T ! いられている額縁

o  10 4 DR  
2 階 φ  
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上ート - 7 ロード( 手前) Ｇ｣ 面 してｾ つ Ｗ ァーサード

下 短がのディテール。搾の彫刻とミントンタイル( 英国製)

のIt 獣保が災しい
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円外39

木造 2 断9l . ｾｦ 事長 Ｎ 11本

瓦 ff ，作小j毛剤 l ( ( ( 片山 l)

ｪ 主催 ・ ｾＮｊｉ ｩ 瓦及川辺 ｩ

外格 ・ 下見 ｬ ｬ［ ､ ｊ ｾ り ， オイ

ノレペンキ格り

9l ]"、l' ・1 師寺 40. 47]"、l'

2 Wi 47. 70]"、「

ｲ Ｍｊ ｨ Ｎｲｾ Ｇ ぶ ・ Ｑ Ｑ 桝 Ｑ Ｓ Ｎ Ｔ Ｐ ｊ ，｜，Ｍ

2 11i'i 12. 0U，¥，-
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9l 祭 主 エ フ ・ピν ォ v プ

i設 ，:1- 汚 : ガリパ ー



もと居留地より山手lζ 通ずる道路ト ー ア ・ロー ド ( T or Road) にl(lI

して建 っている 。 したが って正! 師を ζ の道路にむけてとり 1 ， 2 附同

じ] 彰のグ ヱランダを設け ，複本「式で ，1' - 附子 lζ 従i久利束 をJTJ いず， '7:μ

のような立匠の欄聞を用いている 。外部のデダインとしては繊細 な感じ

はなく ，むしろ ，ガ ッν リとした感じが強い。内部に入 ると ，:;(;1'- 1ζ 陪

段が 2 階 lζjffi じ， 左手 IC ベイクインド ー を も った応援聞がある 。宅内

は，)皮板 lζ J ｩＺ 列顔ゃあやめ ， 牡 ｐｊ なと・の彫 ｦｾ 織をつけたり ， 援 がまわり

の障 の飾り棚，花紋様の タイノレ ，銀まがいの引分戸の取T など，ひじ よ

うに凝 った芯匠が各所 lζ 施 ζ されている 。設計者のガリパ ーについて詳

しい記録はないが，英国人技術で，神戸で一生を終えたといわれる 。 乙

の建物と略同ーのものが南隣にもあ った由であるが現在 はない。

なお， トーア ・ロー ドについてその諮 芯やつけられた 11寺代などに関し

て諸説が紛々としてあるが，乙の道路の山麓にあ った トー ア ・ホテノレ

Ｈ明治 ＴＰ ＺＺＱｾ どろ建築Ｉの建 っ た乙ろ，そのホテノレにちなんでつけ ら れた

ものであろう 。 しかしこの道路の存花は古く ，明治 5 ｦｬ｣ の地型資の 災 ￰ｾリ

絵図 ｉｃ ， もと ｭｾ ＧｩＯ ｩ 也 ， いまの大丸や 三 宮や Ｑ Ｇ 宇 ｼのととろから ， 高 匁 総 あた

りまで道が南北につけられており ， 明治 10 ＺＺｉ ｾ の 兵 庫 ， 事1

'

戸地際| による

と，すでに山鑓までその道がのびている 。 したが ってとの道路は明治主)J

"1ーにすでに存花し ，1'- 1手 と! 再開l也など海岸J也市・とを結ぶ，主要な i目路で

あり ， とれにそ っ て外国人住宅がｾちならび ， ざんじ山手 一帯 ｾＺ Iζ 拡が っ

てい ったと 三与えられ，洋館との紡びつきは深い。

現在でも ，Tor  Road といえば神戸の流行を生みだすもとであ り，ff

日のi面影はなくな ってはいるが，エ ギゾチ ックな雰囲気は，まだ，そ乙

ζ 乙lζ Pえっている 。

神戸の名物』ζ 中華料理があり ，東天l品lもそのひとつであるが，異114的

な洋飴と '1"華料J 1l 1とを紡ひβ つけて ，ゆ っ くりと ，神戸の l沫を日でさせよ

うとす る商魂も ，なるほどとうなずけるような建物である 。

I哩パネル IcJTJ いられ 惨

た申j顔の彫刻

東 天 閣

2  1暗 主 主 の 援 事i

2P. 君主賓，南側のベ イウイ ンド ー

引 込 ド の 引 干 と 飾 り 金 具
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.t! ! 側の並列したベ イウ イン ド。( ; 側のはら' ¥' (であり ポウ ・ウイ ン ドー とも

呼ばれる ものである 。

開 段 税 rt . と下 l胃

i有 而 を み る

神 戸 女 子 短 期 大 学 山 本 寮

似 ＱＹＱＱ ＮＱＱ 人 口の械 Ａ日 ｉｉｃ あるイ Ｑ 笥の ｉｅｾ 係

己主

1 階 2 階

o  00 永'"
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建 物 l古川 和11戸市生!日|丞IIi本通三丁

Il 

木造 Ｒ 師寺 ｾ Ｎ 計 お ＱＱ Ｎ 日本

瓦j:) :. ) 左舵 f jj s ，外壁下

見仮張 り，オイノレペ γ キ

塗

法上le l llfli 37. 33伴

2 師寺 38. 901、F

建築年代 IVJ治32{1: 3 ) J  9 口I干II II

ｾ ｾ主 主 キ ャセリ γ ・アγ ダ ー セ

; /  

設. 11ーお 不n

門を入っ て玄関に いたるまでに ，

二つのベイ クイシド ー が 並 んで い

る。ベイ クイ γ ドーがsl fi.列 している

形は ，そうめず らしいものではない

が， この場合一つは弓型 ( ポク ワイ

γ ドー) であり ，他はおお型である 。

さ らに玄関のポ ーチコは切安であっ

て，乙の三つの組合せが，乙の建物

の大きな特長である 。

室内では乙のボククインド ーの部

分が玄関ホ ーノレにな っている 。階段

を装飾するのは一般的な傾向で ある

が，乙の場合 それがいちじるしい。

とくに 踊場の上部に花鳥をあしら っ

たすかし彫りの飾りをつけ ，同じ lliii

;場の便所出入口上部欄IUJI C ある花模

織 のうき彫 りもみどとである 。



ヱー・

ロ パ ー ト ソ ン 氏 邸

所 有. 神戸市生田区北野 111]" ご J

白

木造 2 階建，入 i守屋 . [ 1  

本瓦11 荊l小屋

建坪 1 階 120. 20上l'

2 階 85. 80tf

建築年代 ・明治30年代

建 築 主 : W . H . ギノレ

設 百| 者 . 不詳

立派な! 脱水門を入 って，玄関の車

容 に いた り 大 きな 硝子戸をあける

と，たた きと式台が自に入る 。羽l風

のしき た りならば，式台のまえで履

物をそろえて脱ぐのであるが，乙の

米 では相tのま ま式台を踏んであがる

のである 。板張りに紙mを敷いたホ

ーノレ K 入ると ， 左手 lζ 応 接 間 が あ

り，羊I手1[. 勾欄のついた併段が 2 階

IL通じている 。門を入 って平11風の外

観 lζ 印象づけら れた訪問者は ，まず

王tfi' のととろでま ζ っき ，さらにホ

ールから応接室 l乙入 ってとまどうで

あろう 。

それは ，あま りにもみどとに，平11

風の桃l点のなかに洋風の生前線式を

もち込んでいるからである 。すなわ

ち，柱や長抑，襖などが， ソフ ァー

やテ ープノレ ，暖炉 などと 巧み lι とけ

あって， 一種独特の室内空間 を作り

だ している 。 乙の建物は ， 101本人の

婦人を安にし た英国人の註文 lζ よ っ

て 101本人大工が建てたと いわれて

い るが，乙 の英国人は じつによく日

本家屋の長所や短所を心得て いたと

考 えてよ いであ ろ う。 また ，大工も

手IJ風 の手法のなかに外国人のもつ セ

ンス を乙れだけ理解で きた ものだ と

思われる 。戦後， 日本建築の椛成コミ

や，そのモ チーフが海外でもてはや

さ れて い る が ， 明治 中 ｊｾ ｝ｉ ζ す でに花

関外国人によ って，その特質が理解

され，実行さ れて いる乙とは，お ど

ろくべ きととである 。

南西よりみる 。 縁は広く ，勾欄がまわり， 2階には fH !が主IC とられているが， つｊＮｲｾにみえる Ｒ 階壁面は後制 ｩ

のもの。

応接間より食，j;{: をみる 。 真壁のうr!h'i . 長引1' . 係掛，違棚など， すべて和風の構成のなかに野本貼の床，暖炉，

ソファ ーなど洋式の拘伎を也いて， Wi'Iの ';' 1111がかも しだされている 。

玄関 ホ ー ルより陪段をみ る 。 綬 ｾｾ珠

付の乎すり 。

玄関 ホール。右手IC階段があり ，

左側は応援主 IC通じる 。
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第 1 図

昭和26年頃の 川

11 附近の航明写点

であ る。 道 路 は や

やIE. くな っている

が，地;刊 はほとん

ど変 って い な い 。

rl' j ，と1" 1l¥! 1，J こよ

り6 1ヌが 第 一 回 u;.

i沼地で， その，( j 下

が本川小学校， そ

のh-: 2 区 が 第二 回

民間 j也の地域であ

る。 ( 大阪写只d{l J

:it riFi さつえ い)

!. 川 現i遊漁港.
林 野 全 孝

第 2 図

IYJ i{-; Ｖ イドの ｊ ｾ［Ｇ 切 地 ，

税|比lお よ び外 114人の !反

宅指定と 11 山fdi)J r.i UH

を定 め た * 'J I内の以Iで

ある 。 なお ， 朱 'J 1は，

本灰lでは ，一 一 一線

で表 わ す。 (IYJ 治大正

大阪TI i ! k 第 宍之さより)
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第 3 図 宮島の北端，現在は船，( j' で切り取られ

たとこにあ った川 n i [ ; : 信局とその攻( 北〉

の外務局を表している 。 '，-tif 百fJ はベラン

ダを) fJ いた}，'HY{J也型洋f ! ，' ( で，外務}，，)は ，

和風II 築 (C ，川討} いをベラ Y ダイ、Jt下 Jili¥に

改造した止II 物で，当初] 逆上所と柄、してい

たものである 。 ( 以上乍おの考書ヰによ

る) (写J.' J ;は t 方第 ) L I") L 号より)

)1111 は，大阪市の函g; li1，Ｎ［ｪ ｾｲｬ ｴＮ川と安治川が合 ｩ えする地

域にある 。ζ の地は ，明治初期より， 1百132年までのあい

だ，外114人の居留地であ った。歩道と車道K わかれた道

路の両側にはレンガや木造の洋航がijl ちならび，街路樹

のあいだには j i ス灯が立ち ，まさに大阪人ゴメζ 作風を導

入する発端となった。 しかし ，fJL(I :では ，道路のみは ，

拡張されたとはいえ，だいたし ，ＱＱＱ 材、を残しているが Ｈｾｮ

11送1) ， ｾ物 ｬζｬ 刻しては一戸すら残 っ たものがない 。 そ

乙で，本文では，さいわい求めれ} t . こ75以ーや地区lで，府樹

i由" 寺代の地区計画と建物を治ザ紹介するにとと. めたい。

"、，ロ 革

一一第一同居留地一一

id永 6 "1 ミ) J. ペリ 一刻日l以米，安政の事I

'
刻 11，下 111

条約がつぎつぎに押しつけられ，諸外1!iIは ，大阪を IJIJ 浴

場第ーにあげて交沙してきた。当"寺大阪は ，ili!>とによれ

ば全 IBI 経済の7096を揮 っていたといわれていたか らであ

ろう 。 しかし幕府は， 2.J. J万lζ 近いというl ' J l 由と ， 袈 Iζ

は， 大阪経済の動ょうをおそれ，言を左手il ζ 反対し ，つ

いには兵}! 11IJHｔｻｾ ， 大阪関市とする折夜祭 ｉζ 務者 ζ うとし

た。 乙うして ，安政 6 年 6 ) J. 神奈川 ，長崎，函館が貿

易開始( 米 ・和蘭 ・ロν ア ・災 ・仏五カ国) 後も ，大阪

・兵五/1の問題は解決せず，問題は政変まで持ち乙させた

が ， 明治元Ｚｴ ｬｾ 7 月15日 (1868. 9. 1)  Iζ 主り ，新政府は兵

Jil 1開港ととも大阪開港に踏みき らぎるをねなくなった。

IYJ 治) L; {f. 4  )  J  27 EI  ，まずイE釆のul 物を改造し ，大|奴辺

上所ができ ，外国官判事， li .代 止助 ，陸奥陽之助がその

事務を執り， 12)  J  24日，大阪府外114'/i 務}，J として ，/Y</税

事務をかねた。

乙れよりさき ，波応 3 壬1': ，川 il のI r l船手奉行屋放や船

第 4 図 戦 ｲ￬￭ｊ まで大阪税関ｾ［ ｢｟ｾ＠ ｴＱｾｾＮ長

所と して 存在 した 他物で，以

前は ，川 口. i l l i 上所であった。

( 上方 ) L /' j L 号より)

蔵のならぶー却を，外人の居ft {j : 山ときめ 8 月lζ は地均

しを1j ない ，10J-j  K は7096敷地整備ができ上った。以上

で必府の文山金34，408両余，内訳は ，役宅の取白し， J:lJl 

立， ::r i.l:!.i ，下/1<，常夜灯，橋匁! ，会所などの建設であっ

た。その後 ，Jl 1が 3，123 両余で地上，石垣 j也下水技tiもの

工事を行ない ，W}，ぶ4 年 7 )] 24 日， いよいよ 26区の土地

競光を行なうととになった。( 司 L夫は，当日神戸居fi'{j:也

の競ゾじ日になるので ，29日K 日延べされた。)

総 l師結 7，746. 5 上、|ι ，26区は ，即日売切れ，その元代金

15，493両，(.1:' 1' 当り 2 両) に対し ，競冶金11，937両余，合

計平均. l : ' 1i .当り 3.3両 とな った。( 地租，年同: 当り金一分〕

乙のうち， 2， 14， 15， 16の 4 区は ，.l:' l ' 4 両 ，23区のどとき

は，上向 .2両 という高官自で‘ うむりさばかれた。 とれは ，31ミ|

前 IC . 行なわれた神戸居留地の伴当り 2. 65両，最高制li 物4. 3

両 IC. 比べると ，ひじように高いものであった。 しかし ，

立会官の報告によると ， はじめの期待価格より低く ，

談合や不正が，随分あったようである。( 外務省日彼. 1 C . ' l )

26区居住者の| 時2!? は下表のどとくであり ，う ち!s: 商ガラ

パが，18， 22の二区を買入している 。 乙のガラパは ，お

そらく ，長附にいた商人で，グラパ一正11の主であり ，大

阪造幣) ，，) 設立のとき ，建築家クオ ート ノレスを紹介した人

物と間一人であると思われる 。

f!' 

つ 汁 5 1- τ 一 1 952.00 

592.00 

555.75 

2 9  ，託 7，746.5

);( 4，5ら14区は各l 号，2B- i L分割されている 。明治18年頃の

図 ICよれば，さらに，12，16，19の地区が二分富'1された。
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第 5図

川 口の10i書館 にあっ た，外岡

貿易商 社， ファプノレプランドの

主主物 である 。同社は，スイス と

英閃に工場を持つl * 械業員の lli<t及

1古で，横浜 lにも支庖を持ってい

た。本館は ν y ガと石造建築で

ｾ ててい た 。 ｻ 立｛白 Ｇ は第 Ｖ 図の，Ｈ ｩ

端のもの と汚えら れる。 (繍 j兵

､ｩｾ 制集室 ｪ 誠 ・ 坂本 Ｑｭ 比 古氏 ｵ

1Jt) 

第 6図

点信画伯が. 90余J ーで l昭和 14

"1"  l 方第九 1') しりのぷ紙に ，'f- か

れたもので ，Il ;i 1¥lI jは(ooj によられ

たかイミ IYJ である 。 li.J ' ) に比える

のが . 'b.: ifi 川析で，この橋はI j l

火で|旦li i i . できる ようになり ，Ji! 

もｾを考 ｬ ぶ してい た 。 し か し 明治

18f lo流失 した。
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一一第二回居留地一一

明治 16 ＺＺ ｉ ｾ 頃 より ， 居留地拡張の 要望が外人 よ りださ

れ，南凶へ( 本田ー若干u日の西) 2. 667. 4 T1'を 10区lζ 分か

ち ， う ち Ｘ 区を ＱＹ 年 Ｖ ｽｾ 29日，第一回，競光を行な った

が， 元自l I i ( 2 1吋57銭 2 J豆) で 4 区 売 れたに す ぎなか っ

た。乙うして . 2 3年 8 月ま で 4 固に分かち ，よ うやく 全

部光り さばかれる にいたった。 ( ただし. 30. 31惑は川

口屯信局が使用していたため ，その移転 まで競売しなか

っTこ。)

さて居留地設立いらい外人の素質が惑く ，五代友厚は

その都l支断乎 たる処置を取っ てき たのに加え ，神戸港の

盛況にともない ，外商はしだいに神戸へ去り ，川 口の方

は，商人住照f L かわ り，病院，学校，教会など文教関係

区1Ft号 1止 m 目 的 備 Z時 ( 壬1: ｾ ｾＮす べて ｜ｪＩ ｊｩｴ ［ Ｉ

1 - 2  1.:l : l > : 孤児院

修 道ljfl !己 ベルナ Jレヂ ス娘12年 より 当初 ¥C

て く

8  '1' !パJレナパ病院 11年 l役立，聖 IMI明本教会と IljJ 系

12 ニ ー 神 学 校 Z自立教師 ワレ ン，17年 設 立

18  プ ー ル 女 学 校 上 犯ニー神学校と IliI 系

20  大 阪 鉄 工 所 ! f : ' i i 子( 中 国人 ， クン チ) J) lj 業

21 ＧＱＧ Ｑ 晶ｾ J官 大 教 会 12年 1m設

22 目l si } 女 伝 説 後 の ウイルミナ 女 ザ 校

23 プ ー ル 氏 住 宅

30， 31  1.1 局 後 悔 去

34 L側'Hi'、1l1E也会笹議察所所， 

35 テ ニ ス コ ート



第 7図 安治川橋を商より* にみた写点である 。 こ

の区! とま ったく 同所から写した写真が ， 建

築と社会誌14巻 5 号にでており( お野壮一郎

氏) ，それによると ，後方の府庁舎が完成 して

いるが ，本写真はそれ以前のものであること

がわかる 。 したが って，明治 5 年 - 6年の め

ずら しい写真である 。橋を渡 ってすぐ1x. の洋

館は 4 番館で，応f干{ 地競売資料 ( 大阪市} 1ミ)

によれば，英人イート Y のり. いと忠われる。

( 写点 ・桐本楠羽IU又促供)

の住居や泌物Iζ i * われるようにな った。いま乙乙 K. 明治

ＲＲ ＺＨ Ｑ ＧＺ の記録より抜五存 すれば ， 上表Ｈ古 ｾｪ C.i) のようになる 。

一一 雑 居 地一一

居凶地設立当初，外国人が居住すべき区成( 朱引内 ，

第 2 図) が規定され，居留地に入らない欧米人と ，その

後米条約 ｉｪｾ だ っ た治国人の居住 ｋ 供した 。 ｉｙｊ￬ 台 Ｖ 年の図

によれば，外同人仮宅地としてみえるように ，おそらく

一般J:.I! ; ;ぷをも使用させ たものと思われ る。

ちなみに ， 明治 Ｑ Ｓ 年 在阪外ｩｊｾ人の数は ， 民人 Ｑ Ｖ 人 ， 米

人25人，羽 l附人 1 人，独人 4 人，出凶人 115人，計162人

で，欧米人は主κ 政府が! i J ! . 教r : lli ，または宗教家であっ

た。 乙のように i白人が減少したのと反対に ，1日j 治 6 1' 1': 7  

) J ，目的j温尚修交条約締結後， ii<.iI!iの {E阪おが目立ち ，

川L 1 ，本回 の雑居地域を巾心lζ ，大正木には ， 3，000 人

の多きを数えるにいたり，多彩な ｦｬｾｾＧｾ を ｉｊ 日き，後』 ζ は一

郎が '1' 華料理J ; tiの街をなすにいた った。

ζ のように，川口居留地は ，大阪火; 教文化の発祥地で

あり，また '1 ' 1 司貿易の中心地ともなり，大阪の近代的経

済の発展 lζ れ献した ζ とは多大であ った。 しかし ，第二

次大戦後，川口，; ; j s: 田1I1J は大被害を受け ，いまや大正期

の川 11教会など 一 二棟残すのみで， ほかはすべて域滅

し，とく lζ! 川間 j也11寺代のYfii 彩は何物もとどめなくな って

しま っfこ。

* 福およ び万点説IYJl i ，ｉｙ ｊ 治大 ｴ 巨 大阪 ｩＱ￮ｾな らび に ｲ J: J i ?f U L  I- ) L  

-u川 D }，凸' 官'1) 也，尚bjI 護郎氏 J Iζ 白うと E ろが多い。

d  

第 8図 ｾＷ 図の続を渡 っ て逆 Ｑ ＱＺＮ j J l . j を見たところで

ある 。つまり 居留地外であるが ，土磁を改造

して洋風にした建物がならび， また川沿いに

民間地主主備の悉屋らしいｾ物が比える 。 Ｈ上

方第九十九号)

第 9図 111府庁舎から凶を 望んだ ，めずらしい写真

)11  

である 。 中 央右の三角形のｾ物は ， 第 Ｑ Ｐ 区 ｬ の

元12テモテ教会 (21番) である 。 また ，木津

}II 治い左手の雄物は，おそらくゆJ i'i'i 44fj 三にカ

フヱーキナラギ ｬ 亡改造されたｾ物と息われる

(第11凶) この写真の写された年次は ， まだ

IYJ らかにできないが，おそらく 1YJ i h30f l ' 頃で

あろう 。 ( 桐本楠枇氏提供)

u  居 留 士山
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第 10図

明 治 15年頃の型テモテ教会。 現在

川口キリス ト教会( グォ ー リス設計

大. i : E 9 年竣工) のR t っ，ている: i J ! 物の

!'J ij 身で，明 治 6 年に竣工 した建物と

A  思わ れる 。

当初は， アー すー ・モリス司祭の

設立 した: Yf' l {l 学校附属礼拝堂 であ っ

た。 ( 川口基替教会八卜年史 より )
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第11図

明 治44icド，元 10 m館のブァーブラ

ンド内会のコックが， 川 口教会の! 日j

l乙 'g ん Tご 「カツフエ ー ・キサ ヲギ」

で， I喫茶と作食の山であ った。後 111

カフェの起 ?JJjt であろ う。前 方は， 111 

大阪府庁介。 ( 飢丸梅) ( l ' ! 11氏 乍，上

方第九卜九 け より)

.  
-

第12図

居 i沼地内の 一洋館。 広 い ポー チや ， 日本瓦の屋 根に注

怠 ，/IJ J うの t羊飴は ，ベラ y ダを用 いてい る。故高原護郎氏

一 元本 ITI 郵 佼 JII) 長ー に よれば， 川 口居留地の 雄物は 当初j

はグ ェラ Y ダを lよくとり ， バンガロー 械式のt i ¥物を 主 と

し，Ji'，J 凶 に塀をめぐらし ，多くは木造平屋民主で ，あた かも

ｉ 判支仏印 ， 百世 狭角 ｬｩｾ 地の観が あ っ たが ， 明治 ＱＹ 年拡張後は

英 l司風 j J ν テージ ， またはスパニ ッν ュコロニアノレ風の

石. i i 1， Ｊｾｩ 瓦造が［ｴくな っ た い・ 。 とS かれている 。 街路

樹はユ j J ｾーゴム勺が多く他えら れ て い たら しい 。

〔勺 ， ＯＮＡＮｉｻ ・ 羽，ｾ ，+: fl yj 11U¥促供。 支; 芯は 上ブIj j L I) L 号に よる)

< 主主X> 本紙ｾけいさい間以外 ｋ Ｎ ， /日j 治19i Hj司，大 阪 笑 測 凶。 /YJ 治初年連上所の風長田li ( 第 3 図後方の

建物で，布 ｬ 風主主築 を改造しベラジダパー 風 にしたものＩ 。 伝信局開局錦絵 。 ｾ ｲ［［の資料があ る 。
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- 居 留 地 を 中 心 と し て 一

坂 本

S  1. は じ め に

乙のたび，本誌が明治時代における神戸 ・大阪の外国

入居千百地を中心とする洋館建築について. 特集号を企画

した乙とは，はなはだ意義深い乙とである。

それは，最近明治建築について，その史的位置が新し

くみなおされてきており ，それにともなって，幕末より

IYJ 治初年にかけて設けられた，横浜をはじめとする各地

の局留地洋風II 築が，その様式や技術において，注目す

べき内容を含んでいる乙と ，また現( ( ，わずかに残存し

ている洋館も，最近急激 lζ 消滅する傾向にあって，やが

ては，まったく失なわれてしまうのではないかとさえ，

考えられるからである。

また，いまからちょうど三十年まえにさかのぼるが宮

本誌の l昭和 7 年 8 月号! L . ，当時，編集にたずさわってお

られた故高橋栄治氏がと神戸元厄; 伺地の-ifftl いと泊し

て Ｑ 政地寸局前の煉瓦造洋吉 ￭ｾ をとりあげ「 一・・ 乙れらの洋館

の調査の一日も早く尖行せられる乙とを祈る」という一

文があり ， その乙ろ，すでに明治建築調査の必ｾな乙と

が説かれていた乙とを知るからである。

今回おなじ木誌上で，乙れらの洋館建築! L . ，新しL、脚

光があてられて，おそまきながら，先立者の2 r 望に応え

勝 比 古

られるにいたったことは，主: びにたえない。

ただし，本筋はそのすべてをつくすものではなく，た

だその概要をのべて大方のど参考に供するにすぎない。

本文でq . : のおよばない点は写真版によって補っていただ

ければ幸いである。

S  2. 居 留地 洋 風 建築 の意 味す る もの

神戸居留地を中心とする建築については，その発展過

程を大体次の三つのi時JUHこ分けて考える乙とができる。

す な わ ち 初 期 慶 応 3 年~明治20年 ( 1868- 1887)

中 期 明 治21年- 32年 ( 1888- 1899)  

後 期 明 治33年~大正 3 年 ( 1900- 1 9 14)  

乙れは明治建築全般の流れの上からの区分ではなく，

居留地の地域性を考慮した上の区分である。したがって

明治時代，外人述築家の活動期とその折導性を，コンド

J レは別として，一般的( ( ，明治政府によるドイツ人建築

家エンデおよびべ y ク7 ンの招轄をもって最終とする な

らば1人 明 治20年代はじめに終りをつけ，辰野金吾ら日

本人建築家の手 lζ 移るといえるのであるが，神戸の場合

はョ乙の時j切にハンセ J レの来日によって新しい活動期 lζ
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入 り，横浜は33年までダイアックの存在によって，地域

的な[j } j きが残 るのである。

ζ 乙で，居留地洋風建築が保有し，受け継いでいっ た

過程を問うならば，その対象が，主として在留外国人の

ための建築ではあったが，外人建築家の有していた様式

・技術などと，日 本の風土性および日本人職方のもつ伝

統的な技術との交流のなかに，多くの混乱と葛藤があり

ながらも，たえず技術の摂取と同化が行なわれていたと

みる ζ とができる。

しか し，乙れは歴史的にはもとより時代の推移ととも

に， じよじょに変化 し，初期にみら れた土底的役割は，

やがて中期以後， 中央からの技術の広範な浸透と融合し

他方では， たとえば，神戸山手の住宅地にみられるよう

な，洋風の特殊な木造技術を要する手法にまで，独自の

発展をとげるにいたったと考えられるのである。

いうまでも な く，居積地は，列強の極東における植民

地政策の一環として， 設けられた治外法権的存在であっ

て. 明治政府 lζ 対しては，むしろ対立の形で発展したも

のであった。 したがって，明治時代の官僚主義的政治機

構より も，むしろ民間貿易を中心とする経済的なつなが

りをもっ て，日木の社会と結びついていた。

しかし，かかる特殊な存在形態は，必然的l乙解体され

る巡命にあり . 明治32壬r. の居切地解消後，な お保持され

た努力も，大正初期! の第一次大戦によっ て，その機能は

く ｾｴｪ 必に衰退し ていっ た。

ともあれ，居留地の存在ぷ義は明治時代における口本

の近代化への道程のなかで. 特異な，しかも重要なもの

として. その文化史的fi而他は町改めて評価されるべきで

あろう。

S  3. 明治初 期， I羊風建築の導入

乙のl I !jJ 切は. さきにのべたように，慶応 31-1'- 12)J 7  U  

(1868) 兵/!I I開催より ，明治2051'. (1887) 英人住築家ハ

ンセ ルの来日までの期間における 作風建築の将入1 Uj をあ

っかう 。

兵庫開港Ａこよって設定された神戸 ｊｾ［ｭ 地は，横浜や長

ｩｬｊなＨｾ、ずれも Ｑ ＸＵ Ｙ 開港Ｉに選れること約 Ｙ ｻ ドであ った。

したが ってi，(: 風住築の移入が必ぷの乙ろより行なわれて

いた地域と異なり . やや新しいのである。しかしi沼市場

大阪とともに， その地理的地位は屯; 要視されていた。ま

た，横浜よりf J 日泌が; / f れたことは，必然1"1' - ] : こその先例の

過ちを改め ることにもなり . JJ. :伺地の位置 街路，下水

道，護岸等は ↑!'l ill に自fSilidI  図的 。思索を級り込んで決定

さ ｾＧｌ ｴＺこ。
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当初居留地造成工事は，幕府の努力にもかかわらず，

開港期日に間 'ζ 合わず，明治新政府!乙引継がれて行なわ

れたが，その地所の競売は四回 (18S8- 1873) にわたっ

ており，区画された地所は大体 300 坪内外のものがもっ

とも多く，乙れらは落札者によっ て，ただちに建築が行

なわれ，その国籍別の内訳は第 1 表2) の通りであり，そ

れによると，英国がもっとも多く ，次いで独逸， 和闘の

JI原となっている。

節 1'& 居留地地所銭売国籍別分類表 ι司王者1乍表)

γ コE 旦!_I ll "il 閉 | 第2 閉 何 日 間 1 t l i HI  1  計

除 ヱ 竺 芯F X帯同議開F i石 市

i 一寸71司不可; " 3b5f 訂可コ可す

竺 | 31 31 71 71 8112 い |2_1__29と 2

附 1 61 71 2121 41 61 1 1  12 1  15 

: ; - 1 41 41 21 21 51 5- 1  - 1  I 訂 1

米 I 9110 1  1  1 1  1  1  1  I  10 1  11 

ーヲ; - -1  1- 1- 1 い1 1  i  1一つ下τ

Ｑ 函石 ｊ ｉＭｉｉｾ ｉｉ ｉ ｉ ｉ 可 ＭＷ
計 130 Iぉ 124 1  25 1  42 1  60 I  4  1  5  1  1∞1  126 

当初の［ｾ・ｦｴｪＺＨがいか な る形態であったがは，別 掲の 写 ｴ ｊ［

で推定されるのであるが，当初より居留地の造' l lGle関与

して活践した英人技術ハ ー ト( J. W.  Hort ) の手になる実

測地図 (26頁参照) をみると，居沼地の造成の全貌がか

なり詳しくわかるのである。それは充分な幅員をもった

道路で 126区画の地所 lζ わけられ，南北に最大幅員約90

フィ ートの京町筋，東西方向には海岸l乙沿っ てグリー ン

ベル トをも ったバンドが形成さ れていた。各道路にはガ

ス幻，道路側総，会所， 下 水 IIf¥' 架がめぐらされ，約

77 ，000]: ;1'・に およぶ地域がみごと に造成されているのであ

る。

また，ｾ物の椛造 上 のｦＧｦｩ匁 ｩ についても，煉瓦造 ， 石

造，木付煉瓦造. 木造大壁造など多郡にわたっており，

19J 治12"f といわれる民間地の仰i政写μ ( 折込参照) によ

っても，それはよ くわかるのであるが，現存する江商神

戸支町( 木誌昭和35'r.p J 3 号参照) にみられる各種の工

法は. 当時のいわゆる J，';沼地バー館のI T i i 彩を豊百に伝えて

いるものとして注目されるのである。

また，建物の械式や工法 ・用途などについても，多分

にriP¥1ゃ統ーが，11・られているよ うである。たとえば，外

ｉｾ をお 色り あげる工法は Ｎ 桐数点次 郎氏の説 によると ，様

式的には，英本同におけるリージェンシー ・スタッ コな

どの拶符があるといわれが ， 他方 では 日ー街地地所ｾ｟ｑ日ｉｪの

ＺＱｩｉ Ｑ 約が，多分｛こＡｬｩＮｾじられる。この地所規則は当初挑浜に

お いて ー 神 ｦＯｾ 川 地所規則｝Ｓ Ｉ とし て成 立しＨ 1針。) ，居留地



内の各種の行為を法的に規制しようとしたものであるが

その第八条にた土地の制限ならびにその使用法ミとして

ミ ｾｮ ・ 竹 ・ 木造 ・ その他非耐火性建造物を居留地内に

建築 しではな らないミと記されており，乙の規定は慶応

2 fj 三 ( 1866) 横浜で発生した有名なミ豚昆火事ミ ( 乙の

大火で横浜民間地内および日本人街の大半を焼失する〉

によ ってさらに強められ，第三同地所規則として同年

( 1866) 約定されたものでは，その第六条にミ中央大i湿

りの地域にｾてる建物は，その所有名が，外同人たると

日本人たるとを問わず，堅固に造らなければならない。

区銀lζ は瓦をおき，壁は煉瓦 ・石 ・またはj立い石灰とす

る。……ー ーミと決め られている。乙のような梢浜のにが

い経験が，神戸では充分とり入れられたと解されるので

ある。

ｴｾ ｉ ｊ￯の洋飴の織式的な背景については，イギ リス本国

およびアメ リ カなどにおける十九世紀的主 ｉｉ 築 ｒｴｴ￬Ｇｾ ｊ が敏感

に反映していたが，たんに，それ らの絞倣のみでな く，

それを基調にして航民地的な， また風土的な要采が組み

入れられて. 表現されている と考えられるのである。乙

のことについては，本号桐敷氏の労作ミ欧米木造技法の

伝統と争11戸の木造; 千・飴ミ IC . 詳しく記されているため，そ

れにゆずることとする。

このj切の代友的作品としてとりちげ られるべきものは

居留地 2 容にえII てられたウォルシュ ・ホール閥会( 第28

頁参照 Ｉ で ある。 煉瓦造 二 階ｾで，間口ほ ｬ ま ＱＹ ＮＴＰｍ ， ｾ処

170 l Jd  

出 1

ι  

ml 図 18i 2年( 明治 5 lf' )， ] . W ハー トゴlodUJ Jil! 1濁t りjl<すL、。

同留地120- 122 i1i 附近。

i l ! 物1<示のなかで， 1 とあ るのは Bri cks ，6 とあるのは

T il ed &  Pl asterd， I nner  f r ame  of  ｗｯｯ､ を ｾｻ味する。

行 16 .4 0 M，延約660 M2 におよぶ規模をもち，ファサー

ドに一階はアーケード，二階はコロネ ー ドのヴェランダ

を附している。二階ヴ ェラ ンダの柱は木製でフ J レーテ ン

グをもち，柱頭!まコリント式で，江商のそれに比して，

さらに優れていたといえる。様式は古典主義な手法をと

り，制 i郁もかなり確併である。乙のような建物が明治 3

- 4 作ごろに忽然 と11¥現している乙とは芯外ではある

が，当11与の技術水準が，相当の域に透していたと考えて

よいであろう。 また鬼瓦や 'IQ唐草瓦!こ ii 厄二」 の刻印を

つけた瓦が佼われているが， ζ れはミ車米利lJ u二悉館ミ

の略であり，仕事を1l i ' i t J . った瓦職人が，鬼瓦のデザイン

lこ乙の策を進i 1 - し，設計者の外人建築家lこ採用 されたも

のであろう。

乙れはささいな乙とであるが，当時の職人述がil 風ill

ｾの摂取と同化 ｉ ｃＮつくした努力が， な み な み な ら ぬもの

であった乙とを示す一例であるといえよう。

乙のi時J切に iJilli' it した建築家は. 前むのハ ー トのほかス

メドレー ( J . 5medl ey) ，スト ー リー ・サ ン ( 5t o小 50n) ， 

ポンガー ( W .C. Bonger) ， レスカス ( J .L田 町 田 se) ， カス

トル( 英字不詳) ， ミッチェル ( Mi t chel ) ， オスラー

( A stl er) などがあげられ， ハートとレスカスは ci yil 

engi neer の日書きも使用している 4) 。

彼等とその作品との関述を追求すること は，屯( ' } f : な乙

とであるが，まだl別らかでない面が多い。しか し，乙れ

らのうちスメドレーが郷越三郎博士のいわれ るロ シア公

使館 ( 1877) の設計者であり，レスカスがド イツ公使館

( 1881) の作者 であると推定することはで きるの 。また

スメドレー は布11J i に おける最初のカソリ ック 教会主 (府

留地37115: ) の設計者でも あったの。

こ れ ら の ｾ 築家のうち ， 神 戸 に永 く 在 ｦｬ ニし たものは ，

ボン ガー やオスラー . カスト J レ. ミッチェ J レ勾:で あり.

ハート をは じめ として. 他は明治10"f'. ll ijfえまでに神戸を

離れた可能性が強い。

いま ー便宜的 に)J; 問地 121 番 122 i I) : について. そこ

に総てられた泌物の変i濯をた どっ てみたい。 それは，明

治初期よ りl 十IJOJ にかけて. 変化 していった居間地主113誌の

一般的なiJi )J きを理解する乙とになる から である。最初 乙

の土地は第三同競売 ( 明治 3 年) によっ て， 100 坪当り

約 1，000 円という当時としては段高価絡で 121 容は茶人

ハル卜， ＱＲＲ ＱＱＩＺ は 米人イーパイ ル ンに ｩ ｾ 札 さ れた。 こ れ

は税関を 自の liij に した地の利のゆえであろう。 |リJifi 5 主f-

の実測図7) による と第 1 図のような泌物の配置があ る。

122 容にはpq.fJliがみら れるが， 中央のもっとも大きいの

が母屋 となる前航であ り，右上の一株はいわゆるミ あま

ｚ さ んの 部 ｅｩｾと日子ば れ た ｆ 付属家 であ り，他は納 ｬ 主もし く
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第 2 図 デ ラ カ ン プ 商 会 ( 日 本 絵 入 商 人 録 織，繍浜市史編集盗難)

，( ま便所とさらに 1 の表示のある煉瓦造倉庫が考えられる

のである。乙のよう な配置は，当時の商館のもっとも一

般的な配置であった。その後，約十数年を経過した明治

18年 ( C刊行された ミ白 木絵入商人録8) ｾをみると，ちょ

うど乙の敷地の増築の経過がわかるのである。それは第

2 図にみられるように 121番 122悉はデラカンプ ・7 ク

グリゴア商会の所有となって，その敷地は 120番 123

悉にまで拡大され ， 建物が敷地一杯 ｬ こｾてられている。

第 2 図で一番右側の二階建洋館は，明治 5 年の実説H図に

みられる母屋であった建物であり ，それより左へ前記の

11付属家，そして細長い建物は煉瓦造の倉庫であることが

判る。明治初年の対外貿易は，輸出の大半が，生糸およ

び茶によって内められており，今日のどとく， U 庫業を

?:f むu 庫] 斤もなく，乙れらの物資は事務所，住居ととも

に，それぞれの敷地内の倉庫，作業協に収納されてい

た。倉庫や作業協等はすべて土成式の塗徳め仕上げや

洋風に似せて白地を切り ，ｉ 判石をｊＱ Ｑｾ ったものなどがあり

倉庫は多く二階i i 1 で，小さな関口部に鋭、民をつけ，外部

ICペヂメント風の飾りを用いたものがある。作業場は平

家で寄名I ! 越屋線が多い。

乙のような配置は，ほぼ明治 10年前後 lこ大体できあが

っているが，明治20年代の中J切に入ると，それまでの木

造洋館をとりはらって号煉瓦化粧砧みの建築 IC移ってい

くのである。それは写真 ( 31頁参照) にみられるごとく

で，デラカンプ閥会は明治26年l乙当初の母屋であったil

i拾を除いて，オランダ式のパロ y クの煉瓦造事務所をた

てている。乙の傾向はーたんに事務所に限らず，倉庫そ
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¥i 4. 建築家ハンセルの来日と初期洋風の転換

明治20年をもって明治中j切に入ると考ーえる乙とは，一

般文化史的 lζ いわれているが，建築の分野においても同

級である。それは日本人建築家の鐙頭によって，それま

で指導的位置にあった外人技術者ーの後退が行なわれ，初

期i下風よりさらに本格的な建築が出現するからである。

乙れら口本人述築家の一部は，たんに工f拡大学の卒業生

であるというだけではなく 2 諸外国への留学を終え，欧

米の新しい建築技術を修得して登場したのである。

乙のような転換が同じ11寺WHζ 神戸においても， n民は

まったく異なるが，外人建築家聞の交代によって行なわ

れている乙とは興味深いのである。それは初期の外人建

築家に対して，ヨーロッパの新しい建築思潮lを身につけ

た述築家 A . N ハンセルの来日である。彼はいままで

まったく知られていなかったが，ｾ進建築家としてその

存在は既成の居留地主 ＱＱＲ 花形態 Ｈｃｾ 風を吹き込むものであ

った。 ζ 乙で彼の経歴について簡単lζ ふ れ る 乙 と と す

る。

Al ex.  N.  Honsel l は. 1856年，北フランス/ ノレマンデ

ィのカ ーンで生まれた。彼は伯侶であった父の厳格な族

の下で育てられ，家庭教師によって教育された。長じて

建築家になるととを志し，英国ウインチェスタ ーにおい

て，ある高名な主主築家について 5 年間，そのiu陶を受け

たといわれる。そして明治20年，東洋への儲れと ，育EE:



の定、を抱いて来日した。彼はその後，大正 9 年l乙口木を

去るまで，実 lζ 30年間にわた って神戸 l己住み，日 本への

愛着 を抱 き なが ら ，その間 たゆみ な くｾ築活動を続 け

た。 ハン セJ レは，まTこF.R. I. B. A (The Fe110w of The Royo1  

1nst itute  of British Ar chitects) の資格 をもっ ていたが9人

日本において乙の資格を有 していたのは，今まで J . コ

ンドルのみとさ れていた。

ハンセ ノレは来日以来初期に形成さ れた居留地の既成の

建築にとらわれる乙と な く，新しい感党をもっ て= 独特

の作品を生みだしていった。彼の傑作であり，乙のj切を

代表するru築として，もっとも注目されるのは神戸ク ラ

ブ ( 30頁参照) である。

神戸クラブは，石および煉瓦造で. アーケード ・ロッ

ジァを重厄にもち，英国風なものにヴェ ランダを) ) [ 11床し

たユニ ークな綴式であった。また，赤煉瓦を化粧五!i みに

して，イギリス本国における 19世紀後期のクイ ーン ・ア

ン ・リヴフイヴァノレの影響がみられるのである。ハン セ

ノレの ζ の傾向は， 引続いて ミ二代目クラブ ・コンコ J レデ

ィアミやデラカンプ商会などにうかがわれ. 主主瓦を生か

した手法をとり . 赤煉瓦と石との美しい調和を目指して

いた。ハン セルはまた' Wi瓦については. その紫材感や組

事!i みにとく lζ 関心をもっていたことは. その細部の各所

にみられるのである。また神戸クラフ。の前庭lζ 設けられ

た当主主主の出家風な小屋は， 中|仕的なものや，東; ' ( ' . 的な選

味をｾ識したピクチァレスクの，思想をＡぷじとる乙とがで

きる。

この時期 lこ活動した建築家については，初期のものの

大半は退去しボンガーやミッチェ J レ，ガリパ一等の名

がみられるようである。しかし彼等と作品とのはっきり

とした給びつきが，まだ l珂らかでないために，一応ハン

セルの作品を中心1( ，述べる乙ととする。

ζ の時期は前lこ述べたように，初期の二| 終佐倉庫や作

業J易がとり払われて， ti li 瓦造商fli¥や，さらに高屈の倉庫

に建て替えられて行くのであるが. 前記デラ カンプ商会

のごときはその好例といえよう。乙乙で 一般的K いえ

る乙とは，初期の塗皇室，工法のみに限られていたもの

が，煉瓦造とともに木造下見板張りのものが現われて く

る乙とである。

またデカランプ商会にみられるオランダ式. バロック

的な手法は，当初大阪川口居間地にあって. その後京都

( ( . 移った平安女学院のミ明治飴ミ ( 明治27年の栓築) (ζ 

もうかがわれるのである。( 設計者は「英人技術ハルセ

ン氏」と伝えられているが. ハンセ J レの乙とを指すもの

と推定される。〉

また前記高橋氏の記録になる居留地の- ( ( 釘: ( 窓台の

下にた56番 1895ミの銘) もその下法よりみて同ーの系列

に属するものであろう。

乙のほか明治初j切に和|品i人建築家ポンガーの設計l乙成

ったと思われる 斗刀代 クラブ ・コンコノレディ アミ (28頁

参照) のru物は，火災で失われ，新 しく 123m: ，126番 l乙

ハ ンセルの下によっ て二代 目として再建せら れた。乙の

建物は ( 30頁参照) さき の神戸ク ラブ lζ 獄似 した n去を

とり ー|桝グェランダ lζ 鋳鉄の柱が用いられている。

しか し 乙の20年代!(. 開港当初より，相¥1戸で活服 して

いた外人 ｾ 築 家 述 が あい つ いで 亡 く なり ， 以後はハン セ

ルの ｾＱｬ 足 ｖｾ Ｇｪ の ｉ 必 を 呈するのであ る。

ｾ＠ 5. 居 留 地 洋館 の全盛と急速な衰退

乙乙では， 1日]治32年 7 J:J 17 日の居留地解消前後より.

大正初期までをとりあつかう 乙ととする。

ｊ ｾＮｭ ｪＺ也は，かねてより不平等条約と し て，その解消が

唱えられていたが，明治27年の 日英航海通商条約の締結

によって. 実現する乙とと なり，明治32年田沼地は，そ

の所在の u_，j l : 同市|均ζ 編入さ れ，地方組織の一郎. こなる

乙ととなった。しかし，土地および家屋についての永久

借地権は，既得阪として存続し，そのため口本人商社の

居留地内進出は，大正初期までなお困難であった。

乙の11寺j切は，中j切に引続いて，ハンセ J レによってその

主導権がとられていたのであるが，ようやく . 日本人建

築家が地方 lζ 進11'，し，同時に居留地の周辺にも . 政府機

構や大資本と結びついた民間建物が出到するにいたっ

た。その代表的なものは工部大学館一同卒業の凶板反政

の下になるた三菱合資会社神戸支底 (llj j ifi 30年- IYj 治33

年) であり ，山口半六の兵庫県庁( 明治 32 年~明 治 35

年) . 河合;;1;.)波の神戸地方およひ' 区裁判所( 明治33年~

明治37年) などである。しかし，元居留地内において

も，東洋における英同系資本の大銀行として，その地位

を保っていた香港上海銀行が建てられた。そ乙にはかつ

て初期の頃の， ウオ J レシ ュ・ホール商会のト土屋があった

のであるが，乙れを撤去して， 新たにハン セJ レの予によ

る建物が新築されたのである。株式は南方組民地J!ID.とい

うべきものであるが，その手法は，石 ・煉瓦による本格

的な丙洋ｾ築の伝統によるものであった。

また. 明治31年 lζ 青島租{告に成功したドイツ帝国は，

極東における地位を固めるため. 神戸においても . 領事

館を 115 悉に新築した( 明治 33 11'- - 明治 34 - t j ' . ) 。これ

は. さきの神戸クラブやクラ ブ ・コンコJ レディアにみら

れるハンセルのー述の作風にのるものであるが. 様式的

には 19 ¥11紀中葉ドイツにおいて流行した円形ア ーチ底L

Oレントポーゲンシュテ ーノレ) や，フランス風のj阪高尾

根( スコV ・アンピ - 1レ式) 10) の影響を: b : e 識したもので

あろう。

乙の建物は戦災で失われたが. その戚作は 6 審 lこruて

られたオリエンタノレ ・ホテ J レ( 後説) とともに. 神戸海

j  ｾｾｩ 辺りの双ｭＺたるの観があった。
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ID出し窓 ( オーリ之 J レ・ウイノドー) の一例

乙のほか，居留地83番1( ，ジャ ーデン ・マヂソンのよ土屋

が，明治 36年から 同37年にかけて竣工している。乙れは

赤事ｾ瓦造三階建で英国風の孫右きをもち，をきの居留地

56悉にみられる煉瓦造洋館の発I f k 形成であるといえよ

う。このようにハン セルは，来日以来その12かな才能を

とlミかして， ) 討沼地内外lζ 多くの作品を手がけ，終始地方

都市の建築家として活躍した。

しかし，乙のようななかで，明治40年竣工したオリエ

ンタノレ ・ホテルは，競技設計の結果，来日間もないドイ

ツの新進述築家ゲオルグ ・デ ・ラランデ (Geor g De  

Lol onde  187 2 - 1 9 12) の手になるものであった。それは

いかにもパロ y クの遺風を伝える近 11 1 : ドイツ風の建物で

東北仰 にあった ゴシック風のピ ナ クル( 飾り尖土佐) は

よく知ら れ， さきの香港上海銀行と並んで，明治後j羽海

j下辺 lこB l つ二大建築であった。

けれども乙の時期 K は，明治28年，鉄' 百五. l ¥築の先駆と

な った東京の秀英社印刷工場の出現や，明治35年にでき

た三井銀行本応の床や，小屋組l乙架けられた欽' 円・構造 l り

さらに明治39年， 当時三菱合資会社和田建築所長であっ

た白石I直治が， 東京倉庫のために設計した日本最初の鉄

筋コンクリ ー ト造である倉庫が，神戸和田仰 に で き 上

るなど，ようやく新しい技術と構造方式が登場するので

ある。このような' 情勢のなかに，ハンセ J レは，和田 111111東

京倉庫よりわずかに早く，明治37年から同38年にかけて

居留地 ＱＰＷ 番に鉄筋コンクリ ー ト造三階建洋館を設 ｾ｣ ｬ ーし

たといわれる。乙の建物は戦災をうけたが現存しており

その14: 椛方式，配筋方法lこ稚拙な下il; がみられ，鉄筋コ

ンクリート若手入期の妥を暗示するものである。乙の建物

の ｭｾＶｲ 代は金子 ｉｾ ー翁 ＱＲ Ｉ の記憶に基づくものであり，

推定のJ或をでないが，注目すべき内容を践するものとい

えよう。ハンセルはさきの香港上海銀行においても，そ

のー，二ｼ桁床組 ｋ 鋼鉄ｾを採用しており，新しい技術 ｬ 乙

対しでも怠欲的な心構えがうかがわれるのである。

明治30年代，居留地は行政上の形式としては解消され
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磁風にみられる忍冬僚級風の花飾 りとから前段様

たが，ｾ際上の勢力は存続し，ハン セ ルの活動はむしろ

高揚の! 磁を£していた。しかし，明治末期より大正初j切

にかけてJu留地内のR t 築数は減少し，大正 3 年 l乙勃発し

た世界大l訟によって，在留外国人の勢力は分裂し，日本

商社の進/ 1 11があって，彼らの立場は急述l乙衰退をとげて

いく。乙のととは，同時[ 乙建築i;5!WJ を弱めるものであ

り，乙乙 I(.lyjifi 初年より約50年にわたって持続し，蓄私

されていった彼らの建築的地盤は，そのほとんどを失な

うζ とになるのである。

S  6. 山 手 の 木 造 洋 館

神戸の三の'ι:! 択に列車が入ろうとすると ，北側の山麓

lζ 色とりどりのi平館昨が自に入 るであろう。それらのな

かには i訟が]， ii 災後の新しいものにま ざって，明治の中

j切にまで遡る古い洋館の存在をみとめることができる。

かつてJJf 留地の成立は，必然的 l乙専用住宅地の形成を

促すのであるが，それは横浜の関内といわれる居留地と

山手 (bluff ) と呼ばれる住宅地干ii- との関係と 同 級 で あ

る。

開港当初IJ ，居留地の造成が遅れ，そのために外人雑居

地が附留地周辺 lこ設けられたが，その雑居地は，やがて

いまの同鉄を越えて，山手一帯( ( . 拡大されるにいたっ

た。乙のj也祁のRt 物は! 日j治初期] のものであるが，戦災そ

の他によって失なわれ，詳細は不明である。しかし，幸

い山総l乙伐された数十線の洋館l作は，明治中j切に建てら

れたものが多く，開港切にのみ残された特異な外人住宅

群として注目すべきものである。

乙れらのm物にみられる株式ないし技術はもとより ，

外人建築家の桁導によったものであるが，同時にそれは

その指羽下にあった日本人職方の反応と，努力の在り方

を具体的に示したものである。

今回はただ現存しているもののうち から ， ｾ匠上また

は桃造上代表作j と思われるもをとりあげてみる乙ととす



る。

まず，一般的な特色は次のどとく分類する乙とができ

る。

外観 1.  ヴェランダを必ずもっている。

2. ベイウインド ー，オーリエ ルウインドーな

どを有している。

3  クラシックなモチーフを多く用いている 0

4.  下見板張りでオイルペンキ塗りである。

5  外部窓は上げ下げ窓で，鉛戸を有してい

る。

平市 1. 中廊下式( 箱型) と片廊下式( 不整型) ま

たそれらの組合せがある。

2  母屋と附民家とにわかれ，渡り廊下でつな

がる。

3.  各室 l ζ|凌炉を有している。

4.  ベイウインドーによって，空間的に変化を

与えている。

5.  各室閣の関口部は引込戸によっている。

6 .  玄関ホール lζ 階段をともなっている。

7  二階各室は寝室となっている。

構造 1  木造が主で，まれに木1 ' 1 ' 煉瓦帳壁造があ

る。

2  屋線形式は寄採には和小屋，切妥には洋小

屋が通則( ただし例外もある) 。

3.  蕊礎は煉瓦もしくは延石を使用する。

4.  階高がひじように高い。

設備 1.  便所は水洗式，浄化梢をもっ。

2 .  ｦＢ ｴｩ 気の埋込配記長は鉛敏和ｾを使用する。

3.  採駁はl凌炉による。

ζ れらは，設計・者や建築主のな向 lζ よって多綴である

が ，ｾ基本的な点では共通した而を有している。

東天閣 ( 明治27年竣工) は英人ガ リバーの作と いわれ

平面的には中廊下式箱型プラン である。主道路が東側に

あるため，ヴェランダが東面してファサード になってい

る。屋根は寄紋であるが洋小屋組であり，大昆根がヴェ

ランダの上にのり桜柱で支えられている。基礎は煉瓦化

粧獄みで，延笠石の上 lζ 石迭の柱台がのっている。階高

は高く， ｾ持段室』 ζ は釘 ｬ￮ 窓があって色ガラスが美しく，尖

頭アーチ風の枠組みである。

南slIJ のベイウインドーをもっ主室は，空間が効果的に

生かされて明るい雰囲気をたたえている。| 暖炉はマント

ルピース lζ 様の彫刻を施し，バロック風の額縁をもった

化粧鋭がはめられている。また炉向'Mのタイノレは花模様の

写し焼きで，英国のミントンタイルである。他の洋館に

も乙の部分のタイルI L . ， ミントン製のものが用いられて

いる。さらにm呉金物 !Cも，細やかなうちだしのブロン

ズ製品が使用されている。

エズラ・シュエケ邸 Ｈ明治 ＲＹ ｾ Ｍｦ竣工Ｉは，かつてハン

セJ レが自足11として設計したもので，それだけに特色のあ

る手法がみられる。平面的には片廊下式で，一，二階と

も南側 IL三室をとり ，中央郎 l乙ヴ ェランダがある。北側

は一部改造されているが，玄関，ホ ーJ レ，便所，パスル

ームなどがとられ，附属家は| 格段の踊湯で述絡してい

る。外観は各所l乙ハン セJ レ好みの手法が用いら れている

が，南而して左右ほほ対称の構成をとり， 切妻のハーフ

テンパーのモチーフと，ベイウインドーとのつながりな

どは，洗練された木造技術を必要とするものである。ま

た他のil 飴がi，( : 風のクラシックなモチ ーフ を多用してい

るのに反して，乙の建物は日本的な意匠を巧みにとり入

れている。例えば，玄関屋根に流れ造りの形式を用い，

大屋根の椋にのる鋭やヴ ェランダの手摺にみら れる唐織

・波迎子のあっかいは，外人建築家が日木建築のデ ィテ

ールを鋭く観察して，それを面白くとり入れている乙と

を示すものである。さらにヴ ェランダのパラスタ ー コラ

ム( 手摺状柱) やサラセン風の飾り仮など，他の洋館{ζ

みられないもので，ハンセルが志のおもむくままにあし

らった感がある。構造的には洋小屋組( キング ・ポス

ト) である。

乙れらの洋館の特色IC下見板があるが，エズラ ・シュ

エケ邸などに用いられた下見板は断面が模状で水ぐりを

つけ，とくに，外装下見板として作られたもので材質は

米松である。 ζ の ζ とは ， ギーデオン若 ｲｮｾ 1m ' 空間 ・建築」 のな

か民でてくるロングフエロー邸( 米国) の下見板と同軍司のものであっ

て， そのなかでギーデ1 ンは「アメリカで三世紀にわたって} l j いられて

きた下見板渡りの!¥!J と述べている。乙れは建築材料として， 欧

州へのｩｬｬＺｾな輸出品であったといわれるが，神戸におい

ても，ハンセル l郊のほか，もと北野1 ，t もとストロヴィ

ー邸，山本主主などに使用さ れており， 当時日本へも相当

数の輸出が行なわれていた乙とを意味するものである。

もと 北野寮は，中廊下式の典型的な箱型プランであ

り，南国してヴェランダをもち，室内は隅切りがとられ

てベイウイ ンド ーの変形が感 じられる。乙 の建物の外部

の怒匠IL は，垢ぬけした美しさがあり，とくにヴェラン

ダ廻りに笠宮IC用いられたクラシッ クなデザインは，デ

ィテールもしっかりしていて見事で ある。それは神戸1(，

おいて，乙のような洋館の表現が，もはや稚拙な模倣の

域を脱して，すでに充分消化されていたことを示すとい

えよう。北野奴は，もとストロヴィ一郎などととも IC，

ハンセルの系列にのるものであるが，近く解体される運

命にあり，目下その保存について，各方市の熱心な要請

と対策が秘ぜられている。

議 月 荘 Ｈ明治 ＳＶ 年 ｾ ＳＷ 年峻工Ｉは， い ま残っている洋

館の なかでもっとも規模が大き く，地理的にも高台にあ

って環境にもめぐまれ，神戸における洋館建築が到達し

た一つの頂点あるといえる。平面は片廊下式であり，エ

ズラ ・シュエケ 1111などと同じ形式である。一階の客室や
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日曜H荘玄関。チユ一ドル風のアーテとハンダント。

玄関ホ ールなどは，腰 lζ リネンボー ドを!保め. ブロ ーク

ンペヂメントやア ーキト レープ，天引のアンテミオン風

の蛇腹など豪華な構成 lζ ジョ ー ジアン風の趣きがある。

また，玄関の庇についた弓型のペンダント，切妻のフ

ィニアルなどは，ゴシック風であり ，さらに東側 lζ 隣接

するビリヤードルーム の小屋組に用いられた釣小屋の手

起は，ペンダントを生かす，ゴシック ー リヴァイヴァノレ

の影響が考えられるのである。構造的 Ｇ こは木 ＧｩＧ ｊＭＺ ｾｬ￯ 瓦帳壁

造であり，外壁のスタッコ仕上げや，キングポストの小

屋組など ，元居留i也 子江商ミな どにつながる系列である

といえよう。 13)

また，いささか毛色が変るのであるがー ロパートソン

邸は，和風の構成のなかに洋風の生活隊式をもち乙み .

たとえば，床の間の位置にl凌炉が配されるなど( それは

戦後l駐留unζ 抜 l収さ れて改造された口本家! 手の内郊とは

全く異なった) ，また襖や，障子で仕切られる i f J 誌の室

内空間は，近年アメリカなどで理解されて いる LI 本の伝

統的な空聞に対する認識と共通するものであって，その

当H寺，すでに日本建築の空間をな識した外人建築主や優

れた大工の手法のあった乙とを知るのである。

乙のように，神戸の木造作飴は明治初期開港坊にあら
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われた在荷外同人の生活を中心として，外国人建築家の

存在，さらに LI . t K 人職方の協働があって生まれて おり .

また. 械式主義の全盛期と結びついてーその内等は多彩

であった。

そして，制I} I がおのずからそなえている異国的な広 囲

気は，みなとがある乙ととともに，乙のようなj也につい

たi1 ' 航建築が 数十年の風雪 l乙たえて息づいているから

であるともいえよう。

一 む す び一

神戸の iY' 航の変i益については，さらに教会堂や神戸女

学院，関西学院などミ y シ ョン系の学校々会，倉庫lt' L

また i'i'f tl¥の形成にあずかつて) J のあった下部組織として

の生産機桃 や地方的な影響など，とりあつかうべき範1m

は広いが. 紙数にnill 限があるため，今回はふれない乙と

とする。

なお乙のヌ;を綴るにあたって，ひじように多くの方々

の恕切なご指導と，ど協力をl賜った。それは佳築協会近

代建築調ft 委員会の滝沢民弓委員長，政問基次，林野全

孝件事らをはじめとする各委員，また東京大学稲岡栄三

氏，都立大学桐数以次郎氏や 調査について心よく受け

入れて下さり . また資料を提携していただいた多くの内

外人の方々に対して，深く感謝の: 止を表したいと思う。
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欧 米 木 造 技 法 の 伝 統 と

桐 敷

ｾ＠ 1. は し が き

さきに，明治初期洋風建築の一大特色であるヴェラン

ダ ・モチーフについて，その源流や国際的意義を，いろ

いろと考察した乙とがある 1) 。当時，録者は，戦災後の

事11戸lζ まだ多数の木造洋風住宅が残されている乙とを知

らなかった。 1960年 3 月lζ ，坂本勝比古氏l乙案内してい

ただき，神戸山の下の住宅街をみて，おびただしいヴェ

ランダの出現に驚かされた。坂本氏の敬JJ I i i すべき努力に

もかかわらず，これら洋町( の編作には，まだ残されてい

る問題が少なくなし、。しかし，坂木氏の凋査で Iljl らかに

なったものと照合した結果では，さきのm者の考察と格

別矛盾するものはなく，それぞれのタイプのあるべき年

代に，きれいに収まるようである。ただ，先の考察は，

けっきょく英文原稿の下型きとして担。いた形になったの

で幻，多くの方々からもっと詳細な説明を求められる乙

とが多く，機会をみて，より説明的なものをおくつもり

でいたが，果せずにいた。また，先の考草案は，ヴェラン

ダのある主 ｾ ｾ徒全般についての綜情的な展望であって，特

ｬζ 木造建築については，別 ｬζＪ ｩｉ￬足 ＨｉＯｾ な記述が必ｾで、ある

と考えていた。スペースの関係で，本高11J によって，それ

らの立を完全にふさぐ乙とはできないが，以下の考察

が，初期木造洋館の研究に幾分かでも役立てば. 望外の

幸わせである。

ｾ＠ 2.  19世 紀 建 築の特 質

神戸の居留地は，イギリス人が指導権を担っていたと

いわれる。しかしそれだからといって，神戸の洋館は

すべてイギリス式だとは必ずしもいえない。なるほど，

神戸の木造洋館のグループは，その洋風らしさという点

で，ユニークな存在であり，英人建築家や独人建築家の

活動をあとづけることができるのであるが，それだけで

神 戸 の 木 造 洋 館

真 次 Il s  

は必ずしも建物の性格がイ ギ リス的であり， ドイツ的で

ある乙とを怠味するものではない。同じように，アメリ

カ人やフランス人が指導したからといって，必ずしも建

物がアメリカ様式，フランス洋式になるわけではない。

アメリカ人がイギリスやフランスの中山建築を熱烈に{言

奉してたl時代であったし，イギリス人がイタリアやスイ

スの別荘を大只面白で造ったH寺代なのである。特に独立

住宅については，このような傾向が著しし、。乙れは，各

国の 19 世紀建築，乙とに住宅建築の動向をみるとき ，直

ちに気ずかれる顕許な特色である。その3 m由は，当時の

各国の建築界や建築教育の状態のなかにみいだす乙とが

できる。いわば，ほとんどすべての国の民族的建築スタ

イルと愁築技法の知識が国際的 lζ プーノレされており，場

合I( 応じて誰もが任怠 lζ 採択できる状態にあった。われ

われは，明治初期の洋風建築について，幾人かの先達ーか

ら，そのi餓式的変i廷について問く。 EI く，はじめにア〆

リカ風，次いでイ ギリ ス風，フランス風，そして ドイツ

風が入った，と。しかし，乙のような変選説を実例 l乙照

してみると，それがほとんど何事も説明してくれない

乙とは，設の自にも明らかなはずである。その理由は，

まさに上に記したような事' 防にある。それぞれのスヲイ

ルやモチ ーフの源泉はある。純粋な国民的スタイルとい

うものもあり得る。しかし，それらのいずれも，その建

物の直接の国絡を保証しないのである。

銀者ーが，ヴェランダというモチ ーフとその源泉をとり'

あげ，イギリス風とかアメリカ風とかいう定淡たるスタ

イルl ζf i・及しなかったのは，主として乙のような潔由か

らである。単なるイギリス風ではなく イギリスのリー

ジェンシイ ・スタッコとか，イギリスの70年代のクイー

ン ・アンとか，問! 侍j羽のアメリカのクイ ーン @アンとい

うような. より細かい分類! こよって. はじめて怠味が生

れてくるものもそのためである。まずスタイノレや技術の
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共有という前提があっ て，次K それらの中での特定のタ

イプの流行という微妙で迅速な変化があり ，さ らにそれ

らの実現を許したり制限したりする各地の特殊事情があ

る。たとえで説明しよう。誰もが数十枚のカ ー ドを握っ

ている。そのうち十数枚は高級すぎ，他の十数枚もよく

知らないので使えない。残りの半分は時代おくれであ

り，他の半分だけが好みにかなう。しかし，土地の事情

で実現し得るも の， しやすいものは，ひとつふたつしか

残らない。それも部分的K 修正したり ，省略したり， 他

のものと組合せたりして， 最終の決定がなされる。いく

らか自由が利くのは細部だけである。乙うした 19世紀後

期的プロセスはまた，必ずしも建築の発展という生長の

概念と合致しないわけではない。イギ リスのドメ ステ ィ

ック ・リヴァィヴァ J レや，アメリカのステ ィック ・スタ

イルやクイーン ・アンは，そのような折衷主義的プロ セ

スのなかで，変化する時代の要求と王J l 恕を満足させる平

百iの展開を行なっていったのである。

以上のような 191立紀建築の基本的性格は，わが国の初

期洋館にどのような関係をもっているであろうか。慣れ

ない外国様式を輸入するという乙とそのものから生ずる

歪みは，たとえ建築家が外国人であっても避けられな

い。同じヨ ーロッパ文化圏のなかでも，古来，外国様式

の完全な模倣や移殖κ 成功した国はない。 ゴ シ ッ ク 然

り， ) レネサンス然りで，とくに初期にはなおさらであ

る。 19世期後j切においては，そうした一般的屈折のうえ

に，すでに述べたよう な，知識の共有，特定 タイフ。の流

行，各地の特殊事情という複雑な要素が，いかなる時代

よりも自由に豊富iζ 組合せられている。神戸の洋館も ，

その例外ではあり得ないのである。

も 3. イギリスの木造技法と煉瓦造スタッコ

日本が開国した時，交渉のあった諸外国の多くは，す

でに組都造の伝統を確立していた。アーキテクチャーと

呼ばれる建築は，ほとんどすべて組積迭であり，木造の

ｾ物はまずアーキテクチャ ー の部類 ｋ 入ら な かった。し

かし，乙れらの国々といえども，木造建築が全くなかっ

たわけでもない。欧米諸国のなかにも， 19世紀中期 lζ は

( さらに到代においても) ，日本と同様な窓味での木造

の国がし、くつかあった。スカンジナヴィア，オーストリ

ア，スイス，そしてアメリカである。乙れらの国では，

独立住宅のほとんどが木造であったから，公共建築や都

市住宅における組むi造と平行して，木造住宅の伝統もま

た持続していた。乙れら木造国の木造建築を互いに比較

してみると，風土や時代や国' 陥の相違を越えて，手法に

似通った点が多く，われわれが西湾建築の通史で知っ て

いる組む!i 造の歴史とは全く異なったひとつのまとまりを

形づくっている乙とが判る。まず，木材の笠宮な国では
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ヨーロッパであろうと，アジアであろうと ，たとえ石材

があっても，木造が主流となると いう事実。そして建築

の根本的性格が，まず何よりも，その木材という材料で

決定されてしまうという，当り前の事実を改めて思い知

らされているからである。

しかし，近世ヨーロッパにおいては，木造の建物は木

造として進んだ。木造の建物は，まずア ーキテクチャー

と考えられず，建築家が関係する機会が少なかったか

ら，石造や煉瓦造を克明に模写する必要がなかった。そ

のような必要や要求がある場合は，はじめから組積造に

すればよいのであって，木造』ζ 無理強いをすることはな

い。また火災 lζ 対する顧慮から，木造園であるス カンジ

ナヴィア，オーストリア，スイスでも ，都心部の建物は

組積造にするのが常識であった。つまり近世ヨ ーロッパ

では，たとえ木造園であっても ，木造と組車!i 迭が，場合

』ζ 応じてどちらでも任芯に採りあげられる二部の道具で

あった。建築家が木造を採り 上げる場合は，たとえばピ

クチャレスクの述築のように，何か特別の怠図を持った

場合である。いずれにせよ，木造は木材を素直に生かす

乙とによって，独自の伝統を保っていたのである。

問題は，木造の伝統しか持っていない国，あるいはそ

れに近い状態の国で起 ってくる。日 本やア メリカがそれ

である。乙うした国では，一部の記念的な公共建築を除

いて，組都造が用いられることは稀で，多くの公共建築

物，大半の大邸宅を木造で建てねばならなかった。 17世

紀のアメリカでは，各所の開拓地で，ヨ ーロッパの母国

の木造手法をもとにして素朴な住宅を建てていた。しか

し，開拓地の生活が向上するにつれ，木造K 対して石造

や煉瓦造の表現を強制するようになっていった。乙 れは

主導的立坊にあったイギリス系移民が，英本国の文化と

生活のパタンを至上の純例とした乙とから生じたのであ

る。

イギリスの木造建築の伝統とは，ハーフチ ンパーと下

見板猿 りである。チュ ーダ一期 lζ 完成さ れたノ、一 フチン

ノイーは，太い f1] 材を柄差し込栓打ちで組立てた軸組に，

木舞下地 lζ プラスター，あるいは取h組閣に煉瓦をつめて

帳墜とし，プラスターで仕上げたお援の建物である。同

じハ ーフチ ンパーでも，北西部イギリスでは，壁』ζ 水平

材が幾段 も入り， nm: のパネリが正方形lζ 近く ，おびた

だしし、数の傍1111 した筋違を入れる。東南部や南部や大陸

北片11ζ 下るほど，可F直材が多く，省 lこ立てられ，水平材

や筋迩が少な くなる。中世末期 lζ 完成されたとはいえ，

乙の手法は 19 -1比紀前lV] まで， 300年κ わたっ てイギ リス

北フランス，北ドイツの木造民家の基本形式であった。

乙れに対して下見張りは，イギリスでweat her- boardi ng

と呼ばれているように，南部やイ ーストアングリアの海

岸のような風雨の烈しL、地域に用いられた壁ーであり，決

してイギリス木造建築の一般的特色とはいえない。歴史



的にみても，まずハ ーフチンパーがあっ て， その上l乙風

雨に強い外皮をかぶせるようになったのであって. 比較

的新しい手法なのである。ちなみに， 18世紀 ・19 1仕紀を

通じて，下見板の寸法は，だいたい 7 X ;v. x ) 1 インチの

クサビ) 診断面の巾広いもので，通例ター J レを塗って腐朽

を防いだ。

下見張 りの旅価 と実用性に目をつけたのは初期のエ

ンジ ニア であった。風車小屋，7 . k カ紡*j'( 工場，醸造協の

よう な箆業建築lこうっ てつけの材料と考えられたのであ

る3) 0  1784年ーから 1850年 lζ 至るまで，煉瓦 lこ対する課税

があった乙とも吋，乙の時期 1[. 多い恕由となるだろう。

安建築は木造で ， というのが ， 乙の時期の南部浦日 ｾｕζ お

iける木造復活の基調なのである。

下見板ほど用いられなかったが，下見張よりさらに風

雨 lこ強い木造用の壁仕上げとして，シンクツレとタイル ・

ハン ギングがある。シングルは，長方形の板をウロコの

ように墜に打ちつけるもので，屋4艮立材にもなり得る。

タイ J レ・ハンギ ングはシング J レの板の代りにタイ J レを

;用いるもので，すなわち瓦張りである。乙れにもいろい

ろのタイプがある。おもしろいのは， 18 111紀末から現わ

れる南部諸県のもので，全 く煉瓦壁と見分けがつかない

くら い巧妙に造られているものがある。木造で煉瓦迭を

殺するとすれば，乙れ以上の材料はなし、。しかし， この

よう な タイルが焼けるという乙とは，煉瓦の国だからで

きる乙と なのであって，もし煉瓦税がなければ無用のも

のであったろう。神戸のi-f 飴 K はみられないが，日本の

初期洋風建築で，ナマコ壁が外人にやすやすと是認され

て いるのも， それが一種の タイル ・ハンギンクと みな

されたからに ほかな らない。

もうひとつ重要な木造手法として，プラスターによる

大壁がある。乙れは，やはりイーストアングリアなど

で， 16-1止紀 ・17世紀に行なわれたもので，ハーフチンパ

ーの墜を制l部まで全部プラスターで塗りあげてしまう。

とくに 17 1立紀後期に よく行なわれたらしく，後 lζ ノ- 7

ツ ・ショーのクイ ーン ・アンとして知られた近| 住民家の

一 典型は，この系統の，一郎大壁づくりのノ、 ーフチンパ

ーであった。プ ラス ターの大壁は，木担? を打って下地と

する乙ともあり，煉瓦のインフ ィリ ングの上から iu按塗

り上げているのもある。前者のなかには，石造を模した

白地切りを施したものがみられ，バロック l時代のヨ ーロ

ツノマのプラスタ ーの活用ぷりの- I i ; I ，Jを示しているし，乙

オ1がまた 18世紀末から 19世紀中期までのスタッコの普及

。につながるのである的。

1770年代からのス安 γ コは，もはや単 lζ 石灰 ・砂 ・水

・牛の毛の混合物で' はなく，セメントを用いてと くに外

装用として強化されたプラスターである。乙のセメント

とは各都の天然セメ ントであって， リアルデーのパテン

k ・スタッ コ， ヒギンス のセメント ，ノf ーカー のロー 7

ン ・セメ ント，また 1820年頃 lこは，ヘイムリンの7 スチ

ックとか，デ - 1レの7 スチックとか，いろいろの特詳が

あった。乙れるのスタッコは，もともと煉瓦造の建物を

石迭にみせかけるために工夫されたものであって，はじ

めは白地切りや彩色を施して石に似せる努力がなされた

が 1840 - 5 0年頃になると ，会く今 日リー ジェンシイの

典型的な! i t 仕上げと みなされているフ ラットな面に仕上

げられるようになる。

スタッコの技法は，グリーコ ・リヴァィヴ 7 1レや，そ

の系統をひくリ ージェンシイの建築で広く用いられたの

であって，当時，安建築を上等にみせるもっとも便利で

有益な方法と考えられていた。それに対して 18世紀後

期から 19位紀前期まで，むきだしの煉瓦のm: は，低級な

もの，みすぼらしいものとみるれていたのである。リ ー

ジェンシイ ・スタッコの彩轡は， 19世紀中期後期の北西

ヨーロッパでは決定的である。もともとプラスタ ー塗り

の伝統があった地中海沿岸は別として，オースマンのパ

リも，ストッ クホルムもオスロも，スタッコの街並でi満

たされた。ポ ー トランド ・セメントの発! 日] がスタ γ コの

普及を一般的なもの 1[. した ζ とはもちろんだが，その下

地はナッシュのロンドンで形づくら れていたのである。

む考だしの煉瓦壁が再び好まれるのは，ゴシ y ク ・リヴ

ァィヴァルの思想がゆきわたって，人々のH肢が中世後期

や近位初期 l乙主主きつけられるようになってきてからであ

る。イギリスでは， r宏、い家」がそう した芯味での先駆

であり 60年代 ・70年代のドメスティック ・リヴァィヴ

7 1レがその推進) ] であった。他のヨーロッパ諸国やアメ

リカでも，やや遅れてそのあとを追うのである。

ｾ＠ 4. ア メ リ カ に お け る 木 造 技 法

アメリカは，イギリスを中心とする北西部ヨーロッパ

から，その基礎的な木造技法のすべてを若手入したのであ

るが，その各極技法に与えたウエイトは全く異なってい

た。まず木造民家の基本形式だったノ、ーフチンパーが，

北米のきびしい気候に耐え られず，たちまち微棄されて

しまう乙とである。すでに建てられたハーフチンパーに

は，急いでその上から下見板を打ちつけねば，隙間風を

防げなかった。シング J レも用いられた。イギリスでは補

助的な役割しか持たなかった下見張 りやシングルが，ア

メリカでは主役を演じなければならなかった。

下見張りのシング J レ! こ対する優位は，イギリスにおけ

る状態をそのまま反映した上，さらに石造，ｾ瓦造のジ

ョージアン建築の模写lこ適するという点で，決定的なも

のとなった。下見張りは単 lこ木造の皮膜としての役割lだ

けでな く，: ¥J l ! 瓦造や石造の墜に代るという役割も果さな

ければならなかった。組私迭は，ごく少数の建物 lこしか

行なわれなかったからである。 18 世紀のアメリカにおい
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ては，木造と組私造 ( ; L ヨーロッパにおけるような平行

するこ極の技法ではなく . アメリカは圧倒的に木造の国

であった。乙の点に関しては. アメリカほ ど日本に似た

事情をもっ ていた国はまず見当らな L、。

アメリカの完戒された下見張木造ジョージアン住宅は

このような条件の下で到達した最高の木造技術を示して

おり，その完成度の高さは. イギリスの原裂をはるかに

抜いている。粗いイ ギ 1) ス下見は，ナロ ー ・サィディン

グという巾の極めて狭い下見張りによって， き め 細 か

にー優邪i l乙，均質なものになった。乙の見乍なl順応、は，

ジョ ージアン住宅というものが，日目口部の注意深い比例

l乙主な重点を置くという きわめて抑制されたプリンシ

フ勺レを骨格にしている簡素な平担なスタイルだから可能

だったのである。しかし 18 1世紀の末， ヨーロッパのクラ

シカノレ ・リヴ ァィヴァル，ロ ー7 式とギリシャ式の再興

がアメリカ lζ 波及していったl時，簡素で質実な木造下見

張りとの間にようやく成立しかけたノ《ランスが別れた。

アメリカはモニュメンタ J レな大邸宅をしばしば木造で造

らなければならなくなったからである。 1850年までの邸

宅建築を調べてゆくと，とくに南部において. 木造によ

って石迭を殺す技術が緩めつくされて. しかもついに只

の石造』ζ はみえない. という努力のあとをみる乙とがで

きる。木造壁の表面をいかにいじくっても，石造の一玉虫

感と j享みはでて乙ない。やはり，的べったい偽の1涯にみ

えるのである。ジョ ージアン住宅の人間的規模を離れて

そニュメンタ J レなスケ ーJ レを表現しようとすればするほ

ど，そうした欠点があらわになった。

しかし，日本の開国も近い 1840年代lこは. アメリカの

木造建築l乙大き な変革が起 って，木造建築が木造の本質

を取りもどすにいたる。その原動力となったのは やは

り英本国の変化で，ロマンチシズム，中I D : 主義ー ピクチ

ャレスクの思想である。また 40年代に，アメリカが主

流建築の組獄造において，イギリスの水準にようやく追

いついた乙とも，大きな原動力であった。つまり ，木造

建築は' i l l : すぎる任務を組積造にゆずって，木造の道に帰

る乙とを ｾｦ ｲＭされたからである。さらに，ピクチャレスク

の，思想が，建築家の根を. 木造につなぎとめたのであっ

た。クラシカルの思想、と対照的に，ピクチャレスクの思

想は，中世的なもの. エギソチックなもの，とくに東方

的なもの，民芸凋のものを楽しむ。中国のパゴタゃあず

まや，ゴ ν y クの廃域 2 イスラムのヴェランダ スイス

の閉会家，乙れらすべてがピクチャレスクなのである。

乙の思想は，イギリスでは. すでに 1790勾前後から具体

化されていた。 1840年代にいたって，アメリカは，はじ

めてその洗礼を受ける余裕を生じたのであった。

40年代のアメリカにショックを与えたのは ー30年代の

イギリスで流行した 2 いわゆるスイス ・コテジである。

ハーフチンパーの壁，大きな絞い傾斜の屋根，深く突き
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た粁とそれを支えるブラッケット ，スイス ・ギ ャラリ

ーと呼ばれる山小屋的ウ. ェランタ¥どの要素も 木造 らし

さの極致というべき特色である。そして，中 I l t 的なも

の. エギゾチズム，民芸趣味のいずれの条件も満足させ

ている。ヴィク トリア朝イギリスの郊外住宅の平而と，

乙のスイス ・コテジのデザインを組合せて造られた40年

代 ・50年代のアメ リカ住宅が. プラッケッテ ッド ・モー

ドとか，推進者ダウニング A.J . Downi ng ( 1815- 52) の

名をとっ て，ダウニング ・ハウスとか呼ばれているタイ

プである的。

もちろんアメリ カでは，ハ ーフチンパーは，造型的に

は怒恕であっ て も，実用上は適当でなし、。ダウニングは

下見張りでなく，目板羽目を推奨した。色も従来の内ペ

イントでなく ，グレーかベージュとした。その他，各霊互

に張 IH窓をつけ，十分なヴェランダ ・スペ ースをと り，

すべての細部はチュ ーダー 式とする。すなわちパージボ

ー ド 4 点アーチ( チューター ・アー チ) ，ブラケットー

フィニア 11 / ，ペンタントなどである。{ 主宅におけるゴシ

ック ・リヴァィヴァルが，乙の! 時期か らすでにチュ ーダ

ーを折向している乙とに注治、したい。

下見張りの発生契機について，すでに述べてあるので

ブラケッテッド ・モードの隆盛期に発達し，当時シカゴ

. コンストラクションと l呼ばれたパノレーン ーフレ ーム

( 経構造) については簡単に触れるだけでよいと思う。

結論からいえば，ノミ J レーン ・フレームが発明されたか事

板張り木造が行なわれたのではな く. アメリカでは板張

!)  ｾ笠が絶対に必要だったから Ｎ バル ー ン ・ フレ ーム があ

れほど普及したのである。実際，現在にいたるまで，ア

メリカの木造の '11h組の工法は ， 1) 少数の規格材しか用

いない只のバルーン ・フレ ームと ， 2 ) 伝統的な柄差利l

組を修正した方式で種々の断面を持つ材を組合せるコン

ビネーション ・フレ ーム ，の二穫の伝統が平行して残っ

ている。乙れらのがHC，イギ リス式の重々しし、納差込栓

打の刑l昨ul があって，乙れも 1860- 70年ぐらいまで行なわ

れていた。従 って，アメリカの木造利組といっても. か

なり多様でフレキシブルなものと考えてよいと思う。

次に 1860年代からのスティック ・スタイ J レを見ると

目板羽同 . あるいはヨロイ下見の上 !C，ハ ーフチンパ ー

を模したスティックを張るという点を除いて，ブラッケ

ッテッド ・モードの向然、な発展と考えられ，その特色を

継承し rl 山l乙活用している。ハ ーフチンパーそのもの

がチューダーなのだから，他のチュ ーダ一的特色も失な

われないし，大きなヴ ェランダもそのまま引継がれてゆ

く。コ‘ シックと か，スイスとか，チューダーとか! 歴史的

様式に乙だわらず，他の細かいモ チーフも適宜にI収拾し

て，ただピクチャレスクなものを自由につくる乙とに帰

着する。

結論として 1840年から 70年代までの木造住宅の展開



ｾｩ ， 自由 ｬζ 組立 て ら れ た変化や凹凸の多い骨格の 上 ｉｃ ，

板墜を張ったハリボテ木造建築技術の確立の期間である

という乙とができる。 ブラケッテッド ・モードや初期の

スティック ・スタイルは，いわばその先端的な試みであ

り， 自由 な平面計画の発展をも!i 極的lζ 助けていたのであ

る。

ヨーロッパの木造園の状況については，アメリカほど

画期的な変化が認めら れない。もちろん。イギリス住宅

の影響が大きく ，1790年来イギリスで蓄積されてきたコ

テジ建築が， ゴシック ・リヴァィヴァルという主流建築

・の迩動を機にして， 急速に国際的なものになる。たとえ

ば，デンマ ークでは， 1840年代ICイギリス風のコテジが

ー現われはじめるし7) ，ノルウ ェーでは50年代ICスイス ・

スタイルが現われはじめるのである 8) 。しかし，アメリ

カにみられたような木造建築の可能性のエネルギッシュ

な追求は，すでに述べたよう な理由によって，格別行な

われなかったのだと考えられる。すなわち司19世紀後期

‘ の木造建築の主流は，決定的にアングロ ・アメリカンで

あ り，その知識が国際的lζ プールされていたと考えるの

が至当であろう。

ｾ＠ 5. イ ギ リ ス と ア メ リ カ の ク イ ー ン ・ ア ン

木造の民家やコテジや産業建築が，かなり造られてい

ーたにせよ， イギリ スにおいては，主主E材 料はやはり煉瓦

.造であり，9 ] 築家が純粋な木造を手がける乙とは稀であ

った。 1860年頃からの，ウェッブ，ネスフィー J レド，シ

ョウ などによって柑進された住宅巡到J で-も， tjl{ 瓦造が中

心であって，そ乙』ζ 半ば後期ゴシック，半ば初JDJ iレネサ

ンスという要素を強く盛り込む乙とによって，独特の住

宅形式のいくつかを生みだしたのである。方法として

は，伝統のなかの不朽の魅力を探り，それらを自由に構

成するという折衷主義の一派であるが，下I Wな平面と自

由な構成を用いたために，歴史的株式のなかで比較的自

社!な取扱いの利く，中世から近世への過渡期が選ばれた

ものであろう。

一般』ζ ノーマン ・ショ ーのクイーン ・アンと呼ばれて

いるスタイ J レは，窓のサッシ ュを除けば，本当のクイ ー

ン ・アン時代のi儀式とは，それほど深い関係がなし、。そ

れは，中世後期と近世初期の巧妙な融合 IC長じていたシ

ョーが， 17世紀のモチーフに心を都われていた l時期の作

品というほどの芯味なのである。ショ ーにとっては，い

かなるスタイルも思いのままに乙なせる道具であったの

で，クイ ーン ・アンの前 lこは， ネオ ・チュ ーダー (リ ー

スウッド，グ リムスダイク) で建築界を? をかし，クイ ー

ン ・アンのあとでは，近世民家( クイ ーン ・アン時代前

後の民家) のスタイルで建主たちを喜ばせたのである。

いずれにせよ，乙の期lζ イギリスの一流の建築家が建て

ていた住宅は，一種独特の高度の熟紋と完成感を示して

おり，アメリカにせよ ，日本; にせよ，他国が容易に輸入

したり模倣したりできるようなものではなかった。

従って，アメリカはショーの作品から大きなショック

を受け，熱狂的にショ ーを崇拝したが，アメ リカでク イ

ーン ・アン ・スタイルとして理解されたものは，実際の

クイーン ・アンとは，さらに関係が務くなっている。

1870年代のアメリカにおけるクイ ーン ・アン ・リヴァィ

ヴァルなるものを，同時代のアメリカ人の級からみる

と，エリザベス式，ジェ ームズ二世式，フランソワ一世

式などのごとき 「フリー ・クラシック」と， 同 時 代 の

「コテジ ・アーキテクチャ ー」の影響を混じたものであ

って的，建物の輪郭は， ピクチャレスクでゴシック的な

変化と，自由で大胆な構成を持ち，それに対し: て，細都

はクラシカノレで、ある。コテジ風の特色は，壁面の一部を

ハーフチンパーにし，一部をタイノレ ・ハンギンクにする

といった取扱いや，大きな煙突にみられる。

乙うした特色から理解されることは，アメ リカにおけ

るクイーン ・アンとは，ショ ーの作品のなかでも，もっ

とも中世に近いもの，たとえばリ ー スウッドＨ一階はｾ、

瓦，二階はタイル ・ハングと模造ハ ーフチンパー ・パネ

J レ) Iζ 示されたよう な手法をさしているようである。ま

た1876年のフィラデルフ ィアの時党会に出品されたシ ョ

ー ・スタイルのイギ リス住宅二戸( ハ ーフチンパーのコ

テジ ・スタイル) も，イングリッシ ・ゴシックとかエ リ

ザベサンとか咋ばれたほか，クイ ーン ・アンとも H手ばれ

ている。変ーするに，アメリカのクイーン ・アンとは， コ

テジ，それもチューダーあるいはエ リザベスのハーフチ

ンパーと，フリー ・クラシックaの細部，そしてタイル ・

ハングやシング J レの活用を中心とした独特の混合体であ

る。木造に適した選択と考えられる。

リースウッドの木体は煉瓦造であるが，その衣装は木

造にも適用できるものであり ，とくにシンクツレの使用が

画期的なｾｾＺＮをもたらした。いわゆるシングル ・ スタイ

ルは ，このように，土れのスティ y ク ・スタイノレとショ

ーのクイーン ・アンから山発して，独自のアメリカ様式

となったものであるが， 80年代のはじめに確立されたそ

の特色は，開放的な内部空間，ヴェランダ，シンクツレ監

の三つである。しかし，外壁が完全にシングルで似われ

るという典型的なタイプは， 1880年頃になって，ょうや

く現われるのであって，それより前の70年代の住宅は，

スティックからシングルへの過渡期と考え られる。

S  6. ヴ ェ ラ ン ダ に つ い て の 補 足

ヴェランダについては，先の論文で触れた乙とに若干

の有fi 足をしておきたい。まず，イギリスのピクチャレス

クのE113誌における東方系異国趣味のヴェランダの訴泉は
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インドだという乙とである。しかし，ピクャ レスクでは

コテジ趣味と融合して，細部lが消失してしまうので，源

泉そのものは，あまり問題になら ない。

次に オー ス トラリアの鋳鉄製ヴェランダについては，

さきの考察でも ，英文l坂の注記で触れておいたように ，

ロ木の ヴェランダのm: 要な源流のひと つとして一応考察

すべき特買をもっている川。それは，住宅のファサード

全而に| 柑おしたヴェランダ形式では，オース トラリ アの

ものが. もっ とも 日本のものに椛成やプロポ ーション が

近いという乙と，また，柱l i J jのM:目やカ板( オ ーストラ

リアではフラッ トピースと呼ぶ) について， 日本の木造

例にみられるほとんどすべての形態が，オ ース トラリア

の鋳鉄の例 lこ界易! ( みいだされる乙とである 。第三 f( ，

明治初期において日本とオ ーストラリアの関係が怠外 l乙

街 ｊｾ なこ とである ＱＱ Ｉ 0  

しかし，もっと妥当な解釈は，これらのフ ラッ トピー

スが ，中間の ＱＹ 位綻ｾ造建築のヴェランダを共通の源泉

としている のではないかということである。オーストラ

リアの多級なフラットピースは，インドのヒンズー ・イ

スラ ム系のヴェランダと中岡のそれ らを，ヴィクトリア

ンのタッチで ｾｩｾ ｪＺ ｋ 写したものといえるかも知 れな い。

乙れらの点は，やがて明 らかにできると思う。

南方111M民地のEE港については，最近ホンコンのチャ

ター ・コレクションをはじめとして，かなり多数の資料

を手元に集めること がで きたので， 18 1世紀Aミから 19 1比紀

中JUl のインド，シンガポ ール，マカオ，カントン 19世

紀中WJ ・後JUI のホンコン，シャンハイなどの的況の概1 f

を知り 1r:1た。乙れらの地域では，現花はアーケイ ド・ロ

y ジマした残存していないが， 19 111:紀白iJJUI ・l t J 日lには，

コロネード ・ヴェランタのl盗椛JUI があったのである。ホ

ンニ ンを例にとると . クラシカノレの多J¥'i コロネ ード ・ヴ

ェランダの流行 JUI は， 18401r 代から6011 ' - 代までと推定さ

れ，以後はアーケイド ・ロッジアの全盛となる。ホンコ

ンのヴェランダは . イギリス本|司のゴ: 伊lや. カントンに

おける発泌を) i l ; 磁としているが. カントンにおいても，

多倍ヴェランダによるファサードが完成するのは， 40年

代と考 えら れる。シャンハイのＹｊｬｾも，ほぽホンコン ｦＨ

準じた変化をたどっているが，コロネード ・ヴェラング

の流行はホンコンほどではな か った。

ホンコンの建築は ，1841i ドの開桁開始から 花 I;i ，j岩と煉

瓦を主材料としＡＺＡｴＮは煉 Ｑ 七ｾ主スタッコ仕上げのリージェ

ンシイ ・スタイル，以1溌 ・キ1: ・ドレッシングは花尚岩と

いう組合せである。乙れは 19 1 1 l 紀前期の煉瓦造il 風m築

の普通(1'1形態であるがーヴゴラン夕、の細部の扱い方を見

ると，イギリス系植民地f( 共通のな匠が認められる。 IUI

線を持つフラッ トピース は，乙れらのコロネ ー ド・ヴェ

ランゲと は無縁で，やはり中同m築のみに見出された。
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9  7. 神 戸 の 初 期 居 留 地 の 建 築

神戸( 兵庫) の開港は 1868年の元日であった。長崎の

開港におくれる乙と 9 年である。後f ( は長崎の繁栄をま宇一

うほど隆盛をきわめた神戸も ，その出発はあま りめぐま

れていなかった。第ーに日本飢1I の選定した居留地の敷地

がひどい場所だった ζ と， w; 二 l乙開港早々に明治戊辰の

役が起った乙とである。しかし，外人たちは酒倉や寺や

武家屋敷! こ仮住居しながら，おどろく速度で居留地の土

ｾＦＮ，下水施設，後岸などの 工事を やっ てのけ ，そ の年 の・

芥 lこはすでに競馬を楽しむ段階に達していたのである。

われわれは，神戸女学院図書館所蔵の写真に よって，

明治 12年頃の神戸居留地を詳細に見る乙とができるが，

それは19 1比紀中j切に栄えた南カロライナの開港地チャ-

J レス トンをほう ふつとさ せる ヴェラン ダの町である 。

また明治 Ｔ 年の海［ ｾ ｾ ｾＺ辺りの写 ｲｾ や，明治 Ｑ Ｙ 年の「 日 本 ｌ

絵入間人録」 神戸の部の図版を見ても . かなり 多数のコ

ロネード ・ヴェ ランダのファサ ードが示さ れている。そ

れらのヴェランダを調べてみると ，一 ・二| 精ともコロネ

ー卜のものは数棟で，当時の神戸では， - Iq去を普通の監

あるいはアーケイド( こし，二日寺のみを コロ ネー ド・ヴェ

ランダとしたものが，ひじように多い。坂本氏l己最近見

せていただいたアメ リカ系のウォ ルシュ ・ホーノレ商会の

写nは，おそらく，そのもっともすぐれた実例の一つで

明治 4 - 5 年とい う口附が信じ られないほど見事なヴェ

ランダを示している。乙のよう なヴ ェランダは，その半

地下| 絡のない点，後柱の多い点，抑揚のある点などから

ホンコンにおける 1860年前後のヴェランダの処理に醍i{以

しているが 二階建という規模は，ホンコンでは40年 代

のものである。ただーホンコンでは. すべてが煉瓦造で

あるのに対し1 t ! lT' J，! i 千百地では，煉瓦iiSはごく少数であ

って， 8096以上が木造であった。ヨ ロイ下見張はひとつ

もなかった ら しし廿九乙れは偶然ではなく ，歴史的に ｉｾｉ

|協な建築上の l格好を示すもので ある。

初期の神戸民間地の建築として，坂本勝比古氏の調査

された浪花町 15番( 現在江商神戸支応) がある川。乙れ

は開港後 10年以内 lこ建てられた建物である乙とがほぼ確

実な，ほと んど唯一の現存建物なので，乙れを中心』ζ し

て， 上記写nに現われた当時の居留地の商館を考えてゆ

きたい。まず構造であるが，ほ とんどのものが木什造ス

タッコ仕上げであった。煉瓦造と思われるものも，白色

か淡色のスタッコで仕上げてあり，煉瓦壁があ らわに出

ているものが見当らない。

乙れは，すでに述べたように，ヨーロッパ系の市街地

の代表的な壁仕上げで，地中海沿岸地域では伝統的なも

のであり，北西ヨ ーロッパでも，イギリスのリー ジェン

シイ ・スタッコ以来，急速に普及していたものである。

したがって，東南アジア，オ ーストラリアの植民地で

も，主流をなしているが，いずれも通例下地は煉瓦であ



る。木f]- の上』ζ スタッコの墜をつくる乙とは，ハーフチ

ンパーをそのまま下地にしてもできるし，木摺下地でも

でき，いずれもイギリス南部に実例がある。江商支庖の

場合. 壁の構造の詳細が若干異なると思うが，とにかく

木恒- 煉瓦造というのは，スタ γ コ仕上げの簡便な下地と

して成り立つやり方である。すなわちスタッコ下地とし

ては煉瓦がもっともよいが，妙; 瓦造にする 乙とが困難な

場合，手なれた木造軸組lζ ，補助的lζ 煉瓦を使えば，技

術的には容易になるし. 煉瓦も節約でき. また，さして

上賓の煉瓦でなくてよいという利点がある。スタッコ( c

すでに述べたような 18世紀末から 19世紀前期にかけて現

われた各種のパテント ・セメント( 多く天然セメント か

その加工品) が用い られでも不思議でない。

ヴェランダは，1. 亘風の方向 lζ 向けるというより，通り

に而 しておかれ，見せる而として霊安であったようであ

る。 江商支底の場合，プランか らいうと東側のアーチ形

の入口が玄関であるが，ヴェランダも迎りに面してい

る。も し一面しか通りに面していなかったなら，ヴェラ

ンダの下をアーケ イドか コロネードのポーチにして， そ

乙に玄関を設けるよりほかはない。江商の変ったプラン

は刈地であるが故の ものである。当時の商館の用法lζ 準

じて，一階は事務PJr. 二階は住宅として用いられたので

あろう 。

屋根は，ヴェランダまで合めて! A d けているものもある

が，母屋だけにかけ，ヴェランダの郎分はJfEf[ している

ものもかなり多いし，公共的なｾ物や上級建築ほど後の

形式が多い。つまり 木格的なものほど，ヴ ェランダの屋

根を母屋と別 Ict f . いている。ヨーロヅパ系の組積造の母

屋に，木造や鋳鉄製のヴェラン夕、を取附ける場合にはー

乙のよう な手法が通例である。つまり，ポーチコとかー

屋根っきバルコニーの軽い屋根が拡大した型式で，乙の

タイプだと，ファサ ードのスカイラ インが水平にきれい

に切れるから，窓匠的にはひじような相違がある。そ乙

まで考慮した建物には，母屋が木造であっても，乙のT

法がとられたであろう。

ヴェランダまで合めた日本瓦葺の大j毛狼は，上に述べ

たような意味で，木造から自然に出てくる形ではある

が，それ故1[ ，臼木の居間地i'(' 官。; の日本らしさ( 逆 lζ い

えば，洋風らしくない，垢抜けしない乙と〉の第一の特

色となるのである。また，勾配を 5 寸前後にほぼ一定し

平田の性質や屋根のｾＨこかまわず，ただ機械的 ｬζ 寄棟Ａこ

している乙とも，またＮ大事ｾ ・ 隅事 ｫ の太い線や鬼瓦 ・ す

はま瓦などの存在が，洋風らしさをいちじるしく損じて

いる乙とも否めない。屋根壁材と立き方を変えねば，t! 

のiヰ風らしさは達成できないということを日本人が餌る

のは，明治20年頃からであろう。しかし，外人の方は

むしろ乙れらの臼木的特色をエギゾチックなものとし

て，のちのちまで楽しんでいたように思われる。

壁面の細部は圧倒的 lζ クラシカノレである。それにリー

ジェンシ イ ・ス亨ッコにつきものの，グリーク ・リヴァ

ィヴア ノレの手が所今 lζ 窺われる。まず，建物の本体がず

んぐりした箱形であるうえ，壁商はひずょう IL平担性が

強く， ピラス空ーやモーノレディングは薄い。屋板の関係

で，軒廻りだけが厚いのである。窓廻りのアーキトレイ

ゥーやノイラストレイドにも， リージェンシィの特色が見ら

れる。江商支庖の現状は，外壁の改変がいちじるしいが

写J 'J; IL見られる原状 lζ は，同じような特色が現われてい

る。江商支庖の玄関ホールと階段室の境 lζ は，パラディ

アン ・ウインドウ lζ 類似した構成のスクリーンがある

が，かなり立派なギリシアのイオニア ・オーダーを用い

ている。内部も改装されているであろうが，二階東側の

二室の聞に引戸のダプ J レ・ドアがあって，壁の中! [ 収ま

るようになっている。乙の種の引戸は，イギリス本国で

は1830年前後から用いられたのであるが，アメリカほど

は普及しなかったようである。しかし，植民地では大い

に歓迎されていたであろう。

ヴェランダ側の軒廻りはよく判らないが，両袖を突出

させる ウ' ェランダはイギリス好みである。対称型を強調

した上，ペジメントを使いたかったためと思われる。ぺ

ジメントは， リージェンシイのものとしては傾斜がやや

強すぎるが，乙れは屋i恨葺材との関係があるための結果

であろう。街路 l乙而して，母屋と附属家をつなぐ通用口

つきの塀があるが，乙れも 19世紀初期のタイプを示して

いる。

すでに述べたように，一階をア ーケイドあるいは笠，

二併をコロネードとするヴェランダの型式は特異なもの

であるが，立函の構成としては，ジョ ージアンの基本型

の一つであるから，発生的 lζ はごく自然に採択されるだ

ろうと思う。ホンコンのヴェランダは， 40年代から乙の

型式をとっているものがかなり見られる。 50年代以降の

ｾｾは Ｓ Ｑ 桁建以 上が ［￬ｬｩ ｻｦｬ｝で ーｼ併は アーケイド， 二階以

上をコロネードにする定型を持ち，乙の型式は60年代半

ばまで行われた。乙の終末期が明治初年ーにあたる ζ とが

わが同の初期 ｾｴ 風を複雑 なもの にする要因とみられる。

以上を総括してみると，初期の居留地の建築の多く

は. 1.ごいTこい コロネード ・ヴェランダ附リージェンシィ

・スタッコを， 木造lこ線訳したもののようである。細部5

は1811t 紀後期から 19世紀前期 lζ かけての ものが用いられ

まだ19 11 J 紀中期のゴシック的傾向は入っていはい。ざっ

とこういったと乙ろが，明治 10年代半ばまでの神戸の欧

風R' Iji! I'iの't i' i況ではなかろうか。

ｾ＠ 8. 神 戸 山の手の木造 洋 館

神戸の山手，生田区iζ 見られる数十椋の木造洋館につ

いては，まだその編年ができていないし，関係者につい
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ての文献も乏しいので，やはり どく概略の傾向を推定す

るに止めるほかはない。

まず木造狩館は，大別 して三つの顕著なヲイプlζ 分け

られるようである。まず，初期居留地 lζ 多く 見られたよ

うな，ずんぐりした箱型の母体の一面に二賠コロネード

・ヴェラン ダを附けた タイプと，非対称の平面をもち ，

突出部分や目陥部分が多く，その凹陥部分』ζ 比較的小規

模なヴェランダを設けたタイプ，第三κ 前二者の特色を

混合したタイプである。一般にヴェランダ部分の改造が

いちじるしく ，ほと んどが後 !C建具を入れてしまっ てい

るが，以上のような特色はかなり f!J:目立 !C見てと れる。

第一の タイプは ，居留地の初期商館かム来たタイ プで

あろうが，専用住宅であるから商館よりずっと縫い型式

になっている。壁は下見張で，ヴェランダの柱も 1まj 柱が

かなり多い。しかし，比較的細い柱を用いているにもか

かわ らず，ブf 杖やフラットピースは用いず， ml 紫なアノミ

クスの上 lζ 直接コ ーニスを支えている。つまり，略式で

はあるがクラシカノレなデザインの J レールを守っているの

である。柱は多くドーリックをffii 略化したような形をし

ているが，アストラガノレの位置がいちじるしく低い。乙

れは大阪造幣祭の泉布観の円柱にも見ら れる特色であ

る。はじめ，乙れをすべてのオーダーを代表する略形式

で，長さとコーニスでオーダーを示すのかとも考えたが

必ずしも 対応しないようである。

第二のタイ プは，ストロヴィー邸などに代表されるゴ

シックの手の入った不整形フe ランで，ヴィクト リア朝の

郊外住宅や，すでに述べたアメリカのステ ィッ ク ・スタ

イノレやク イーン ・アンなどに対応するタイプである。閉

じく下見張りであっても，張出窓などを各室!ζ つけ，そ

れが外形ICベイ ・ウインドウ やオリエノレ ・ウィンドウに

なって現われ る。切妻監を平気であ らわし，そ乙 l乙ハ ー

フチンパーのスティックを張る。つ まり，チューターや

エリザベサンのモチーフが好んでとり入れ られて いるわ

けだが，他方窓廻りやヴェランダ廻りの取扱し、はクラシ

カノレなのである。建物全体のまとまりはかなり追って

も，使われている 抄術やプ リンシプ J レは ，完全にス ティ

ック・スタイルのそれであり，乙の抄法の興味あるヴァ

リエー ションのーっとして，当時の傾向を理解する 乙と

がで きょう。

第三のタ イプは，前二者の混合で，大ヴ ェランダもあ

るが， ゴシックの下もあるといった亨 イプである 。北野

祭はその好例で，母体 もヴェ ランダも張出し部分があっ

て不整形でが，正面の対称形は守 っているし，関 口部の

扱いも，ヴェランダもクラシカ J レだが，一階には ゴシ ッ

ク的なペンダント附きのフラ ット ピースが入っている。

乙のフ ラット ピースのデザインは，また鋳鉄製ヴ ェラ ン

ダの同型式のものと全 く同じな乙とも興味深い。ハ ンセ

J レ邸は，もっと向由な楽しい建物であるが，やはり ゴシ

ック的モチーフ とヴ ェランダ飢IJ の対称形をともに満足さ

せた混合型である。乙乙では ヴェランダ廻りもピクチャ

レスクの気まぐれで，フラットピースはイスラムであ

る。乙ういう亨イプの柱は，ろくろ挽きのものが，世紀

末か ら20世紀初j切にかけて，ア メリカで流行していたよ

うである。

乙れらの木造洋館のペイントは，幾度も塗りかえられ

ているであろうが，欧米の例から ，E; 11立当時の色を想像

してみよう。だいたい 19世紀中期までは白ペンキが多い

が，その後は，灰色かラクダ色のような，やや鈍い色が

中世的であるが故 l乙好まれる。世紀末には ，育や緑色や

黄褐色やインデアン ・レッド lζ 白色のトリムといった強

い色彩が用いられた。乙れはアメリカのコロ ニア ノレ ・リ

ヴァィヴァルの影響であって 20世紀初頭，さらに現在

に至るまでのアメリカ木造住宅の多彩さは，乙のあたり

を起点としている。神戸でも 古いペイントにはー緑，

黄褐，赤さぴ色などが多く見られるようである。

神戸の fY: j治主i 築について，現在のと乙ろ，乙の程度の

乙としかいえなし、。平而や内装については調査はこれか

ら という段階であり，正 ｴ 立 ￫ ｪｔＭＧｴｩＧｊについても，ｾ外なほど

資料が乏しい。神戸) ，I;-m地そのものの資料も少ないよう

である。乙れはj月初j也の治外法権がなくなった明治33年

7 t¥orv '7 0} Jわk 塗 料 /

• c: ' - I L. ・セメント・ぺイシト

ＢＧｾＮｏ ・匂勺今 ＴｦＢ｟

イ;スゴり J?七1 2 ; 処沙水谷ペイント
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lζ ，兵庫ニュースの社屋が焼けて，そ乙』ζ m革!i して出版

準備中であった居留地史の資料 ・原稿 ・校正刷が全部焼

失してしまったためらしい。個人のコレクションも ，多

くは戦時中失なわれ，恢復される見込はほとんどないよ

うである。建物は数十棟あ っても，最後の決め手である

文献の乏しさが，研究の大きな陣容になっている。しか

し今となっては刻々失なわれてゆく建物を保存し，でき

るだけの記録をとってゆくよりほかはない。坂本氏の研

究が期待されるのは，ただに建築史上の興味のためばか

りではない。明治の口木が，西欧的な商業 ・工業 ・貿易

・学芸 ・行政 ・生活の方法を学んだのは，ほとんど居留

地の外人を通してであったにもかかわらず，その歴史的

意義が正しく評価されていない。その伝統の遺産も正し

く継承されたとはいえなかったからである。明治32年，

神戸居留地が日; 本の手 lζ 返還された時，街路を美しく彩

っていた樹木が手入もされず，急速に見棄られていた

乙とを決して忘れない外人が今もそ乙乙乙 lζ いるのであ

る。

S  9. 結 語

上述のような考察の結果について，あ る様式の名が，

その源泉の建物の形態の全体を示しているかのように受

けとられる方が多い。モニュメンタノレな建物ならともか

く，一般建築ではそうした J レールはしばしば通用しな く

なる。たとえば神戸居留地においても，メイソニック

・ホールは，ロンドンのマンション ・ハウスを紋してい

る乙とがすぐに判るが，他の一般商館は，イギリスには

まず見られない。ただそれらを貫いているプリンシプノレ

や技法が，リージェンシイの建築を基本にしているとい

う乙となのである。同様に後期の山手洋館鮮に，アメリ

カのスティックの技法が探り入れられていて，細部の特

色まで共通していても，スティック ・スタイルの建物の

全体の形態がそっくりそのまま絞写されているという意

味ではない。やはりプ リンシプノレと技法とモチーフが中

心である。スタイルは，ｾ主と建築家の窓匠 ｛ζ よって，

建築材料の選ひ' 方使い方の専門誌

建 築 技 術 者 と 材 料 業 者 の 必 読
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総 誌 材 料 と 設 計
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金国管庖で発売

本 社 東京都文京区小石川町 1 ー 1 電 話 ( 921) 2739

支社 大阪市西区西長堀 1- 5 四ツ慣ピル電話@ 9200

国際的になるものであって，建物がモニュメンタルであ

ればあるほど，その形態は相互に接近してゆく。一般建

築の場合，モチーフや技法やプリンシフ勺レが国際的にプ

ールされ，それが，はじめに述べたようなプロセスでさ

まざまに発現されてゆく ，それが19世紀後期の世界なの

である。また，そうした多様で微妙で複雑な， いわば有

機的なプロセスの存在乙そ，生なき建物のｾから ，生あ

る歴史を読みとる作業を可能にする iiiJ 提条件であろう。
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神 戸 の 洋 館 と 「 外 国 造 」

稲 垣

明治時代の洋風建築が数少な くな ったこんにち，神戸

の山手lζ むらがる洋館は， 当時を努採させる: n 重な遺産

となった。明治時代を知ら ないわれわれにとってもこの

あたりの町長から，ただの異国情緒というもの以上l乙，

当時の感動や活気を感じとるのはそれほど困難な乙とで

はない。明治が遠く なったという感慨は，もちろん明治

の空気を吸った人々のものであるが，そのよう な感じ方

がわれわれにも共感されるのは，明治の造物そのものの

なかに，そのよう なセンチメンタルな幻惑に誘いこむひ

とつの雰囲気が備わっ ているからだろう。実際，城の天

守ゃあるいは雲院などの，いまではすっかり過去のもの

となった建築が，歴史的にすっかり枯れきった安定した

盗でわれわれの記憶のなかにあるのにくらべると，明治

のものは， I時間的にそれほど遠くないなまなましさがあ

る一方で，そのわずかの時間の開きのために，すでに生

活感仙の上で容易にとけ乙めなくなってしまった速い別

のIlk界が開けていて，まったく独特な怖感を呼び起すム

ードがそ乙 lζ はあるようである。明治が速いという実感

が生れるゆえんのひとつは，案外明治という l時代そのも

ののなかにある木来の性格によるのかもしれない。

少なくとも明治の作風建築が，その後の時代の建築と

は怠外 lこ浅い結びつきしかもたない乙とは事実のようで

ある。明治の人々ですら，それほどつねに洋風火IYjのな

かにあったわけアはなL、。多 くの官庁 ・学校 ・事務所な

どの公共iill ?l1iが西i平文明のさきがけとな って造 られ，ま

た一部の大邸宅もそれを追った。しかし，ひとつの1l l J ，

ひとつの街並が洋風をもって埋められたと乙ろは，例外

的にしかない。 I羊風がひとつのムードとしてでな く，日

本人の生活のなかにとけ乙むには，明治時代はあまりに

も短かかったというほかはない。戦後にいたって，われ

われが明治建築に接する機会はますます之しくなった。

失われた建物は公共建築lζ 多く，かろうじて残っている

住宅 ・クラブ等も一般の眼の届かないと乙ろにある。神

戸のi下合'p; はそうしたもののひとつである。

rYj 7 f i の作風建築は，歴史的に孤なしてい るようにみえ

なが ら Ｎその反面，明治時代を代表でき るｾ築とし ては

周囲か ら孤立したその洋風正E築のなかからまずえらばな
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栄

くてはならな l 、。なぜそれが孤立しているかという乙と

も，なぜそれが明治を代表できるかという乙とも，すべ

て建築の背後にかくされている。神戸の洋館はそのへん

の事慨をよく物語る例といえるとおもう。

2  

神戸における居間地の建設の歴史は，明治元年ーよりは

じまる。坂木勝比古氏によると，イギリス人土木技師ハ

ー トが測量し地割をして 4 固にわたってこれを競売し

たのであるが. 乙乙( ( . 建築が建ちはじめ，市街を形成し

て行くのは 3 年ごろからであるというい) 。乙の草創期に

すでに神戸には建築家が二三いたこともまた指摘されて

いる。彼等の活動がどの範囲にわたったのかは不明であ

るが. 明治初期においては，おそらく居留地の建築が大

郎分を占めたであろうという乙と，また彼等の職能は，

その広告が示すように広汎であって∞，創生i切のあら

ゆる需要l乙応じたであろう乙となどはおよそ推測できる

乙とである。初期の居南地を写した写真は，事実多くの

府側地内の正II 物が，在来のこの地方の問I家の風貌を全く

止どめないものであることを示している。明治 5 年の地

図によると ，その構造が多種類lζ 分れていて，煉瓦 ・石

・鉄板等がすでに使われている乙とが明らかであるが，

同H寺にその外形も，住病lζ 用いられた家屋の吻合はほと

んど簡潔なスタイルに統一されている。あとでも触れる

ように，洋風のテ・ィテー J レを正しく使いながら . 全体を

素朴なバランスをもって構成するところに，コロニア J レ

住宅を扱う建築家の本僚があり ，そしてまたそれが明治

初期の口本人技術者にとっては困難な仕事だったのだか

ら. 神戸の場合，府街地の多くの建物は，外人が多かれ

少なかれ，たずさわったとみてよいとおもう。現江商神

戸支庖が. そのようなもののひとつである乙とはいうま

でもない。

神戸の病問地の建築についてみる場合. 忘れる乙との

できないのは，明治初 ｊｾｪ から大正時代にかけてほとんど

J' ! U続的に外人見II 築家が滞在していたということである。

居間地は明i ' f i 20年代には山手の方にも拡張されるがー下

町 ・山手をiill じて. つねに外人が活動し多くの建物を手

がけた乙とは. や11f 1 の洋館のスタイルを高いレベルで統

ーする乙とに役立った。



神戸のjzf 留地が比較的順調に主. l l 設されていったのにく

らべると，たとえばHla兵の場合はかならずしもそのよう

には迩んでいない。横浜の開港 ・ ｽ，Ｇ［Ｎ問地のｾ設ははやく

も安政 5 年lこ開始されているが，乙の交通不便な地域 IC

強引に ｪ､ 留地を建設し商人を滋致しようとするＮｦ［ｾｊｦＮｊの政

策は，つねに外人側の抵抗をよんで，維新をむかえるま

でに 3 度も約占を交換しなければならなかった。乙の聞

に治水省;Jl)J その他の大工事u梁の活動する余地があったわ

けであるが，当時の状況は，たとえは ) j 延ごろと伝えて

いる大絵図が示しているように，外人用の住宅そのもの

の大部分がまだ和} i J i ¥の家屋であった ( 3) 。州浜の居留地が

ようやく] 診を獲えるのは盛応 2 11' 10凡20 11 の火災直後，

ｾ ｮ 回地所規則交換して後の乙とであった。乙の規則 ｬ こ

したがって， 山手を合む横浜居留地の拡大と整備は，事

実上明治政府によって行なわれることになったわけであ

る( 4)。

脇浜の場合，どのような外人総築家が活動したかにつ

いてはいまのと乙ろ，ほとんとj つかっていなし、。郷越三

郎氏によるとプ リジンスが-11、? 活動したであろうという

とと，また工部省が招科したグイアッタもことで仕事を

つづけたらしいという乙とが知られる程度である。しか

し，明治 19年発行の絵入尚人録 lζ 怖かれた居留地の商館

や住居をみると，乙の乙ろの横浜の家屋は神戸と同じレ

ベノレに迷していて，少な くも乙乙にいたる過程には外人

建築家の何らかの参加があったとみなすべきであろう。

掘越氏の紹介している明治20年前後の横浜の状況 lζ よっ

ても，乙の乙ろの海岸辺の居留地は， ZtI 末の状況とは面

白を一新している乙とは明らかである。

と乙ろで，初期の洋風建築の建設は外人建築家だけに

よって造られたのではなかった。多くの日本人技術者が

設計lこも施工にも活躍していた。とくに明治初年から 20

年乙ろにかけては，大工棟梁厨の活動がi羊風建築の普及

lζ 大いに貢献している。正式な教育をうけた日本人の建

築家が設計活動を開始するのがちょうど明治20年乙ろだ

から，その直前K ，かれら棟梁庖が施工のみならず設計

計画にも進出して，その空白を埋めたj切聞があったわけ

である。現在多くの地方郡市で再発見されている木造の

洋風家屋は，おおむね明治 6 ・7 年ごろから 20年ごろに

建てられたものが多L、。乙れらの多くは，乙れまでもし

ばしば指摘されてきたように，地方 lζ 思もれていた大工

島R梁が， Ni 身の創: むを注いで西洋風に近づ乙うとした，

そのぷ味では記念的な力作である。

どのように して洋風に技:近するかについては，彼等:が

どの程度洋風建築について詳しくみ，知っていたかによ

って，いろいろな しかたがあった。関東地方やその周辺

に建ついくつかの例は，技術者がその桜純を横浜に求め

たと伝えているが，たしかに居留地に述つ家屋はそのよ

うな洋風建築のモデルとしてl唯一のものであった。 山形

写真 1 内f 6i白( 林忠怨設計，明治 7 年綾r . ，JU京大手町，

制錨 三 郎氏 ｦｬｖｉ 治初期の ｊ 下瓜ｩＮｬｬ ｾｊ ［ｲｲ収Ｉ

写真 2 陵沢小学校 ( 松木間殴般計，明治 B年竣工， 山烈

敷島町)

- 山梨 ・静岡その他の各県にある庁舎や学校建築が示し

ているように，東京 ・横浜から速い地域では，洋風の表

現は，そのとろ 「洋風」として把えられた外観の特徴を

どのように強調するかにあったし， しかもそれすら職人

たちの親しんでいた伝統的な工法によって仕上げなけれ

ばならなかった( 吋。

その点，東京 ・横浜など居留地をもっ郎市では多少事

仙ーがちがう。東京 ・横浜とも居留地の本格的な整備は明

治維新後の乙とであるが ， 幕末 ｬζ 棟梁たちがｾてたいく

つかの例は，その洋風が山梨県や的問wζ 現在みられる

ものよりも，さらに稚拙な細工であった乙とを物語って

いる ＨＶＩ 。しかし，外人が積極的 ｉｃｾ 設活動をはじめ，当

地の棟梁たちがその施工にたずさわるようになった乙ろ

から，彼等の洋風への理解は，急:iili皮 lこ深まるのであ

る。幕末』ζ 神奈川役所の定式請負人と なった清水忍 助 も

明治初年から営絡寮で官庁の新設にたずさわった林忠恕

も，直接外人に接触しながら洋風を設計する機会があっ

た。しかし林の設計( 写真 1) がよく示しているように

新来の技術や工法の理解がそのまま，オーソドックスな

コロニアノレ形式を再現できたわけではなかった。山梨に

おける松木腕l股 ( 写真 2 ) の碓柑1さがなく，個々のil 風
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写真 3 第一同立銀行( 消水喜助役計，明治 5 if・峻工. J;I!京

11本焔)

写真 4 神戸地東迎上所 ( 明治 5年鍛工 . r神戸の』かみ/r!i

制70周年記念」昭和34年刊 ・所収)

の特徴が一応把えられながら，しかもそれが全体の様式

的把握には到達しないのである。清水喜朗j の場合，その

ような日本人技術者の当然直面しなくてはならぬ限界

を，むしろ別のしかたで乗越えようとした。

彼は最初の洋風である築地ホテノレ館( 明治元年竣工)

で，洋風のプランやデ ィテーl レに，日本人としてはおそ

らく最初の理解を示した。たとえコロニアノレであっても

それの設計は洋風の細部や工法の寄せ集めのみによって

可能なものではなく，全体の統一的な掌握がその様式を

左右するわけだから，彼の行き方は築地ホテ J レ館[ 乙関す

るかぎりはただしい方向を示したといえる。だから，彼

が続く第一国立銀行( 明治 5 年竣工) (写真 3) で奇怪

なモニュメントを志した時，それはおそらく外人の示し

たモデル lζ 迫随しないという むしろそれに和風をもっ

て対抗しようという一野心があったとみなくてはなら な

し、。

東京 ・横浜rr . は，地方者s市にあるようなレベルの洋風

家屋がまったくなかったという乙とはできないとしても

少なくも消水喜助のようなタイプは，つねに外人と接し

外人の述設した建物を目 sijlζ みる乙とのできた開港郡市
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にのみ育った乙とは明らかである。

さて，事h戸はどうか。

3  

明治元"r. ，乙当 11与の宇治野村に神戸病院が設立された。

外国掛が病院建設の必裂を感じて神戸 ・兵Jil Iそのほか広

く拘志に呼びかけて義指金を徴収し，利l戸訟にそれを建

設してあまねく民を数治しようとしたのであった。元年

間 4 月lこは仮病院が，翌 2 年 3 月本病院が竣工した。乙

の病院は洋医をi r . 1 l 聴し西洋治術を施そうとするものであ

ったから，その建物もまた洋風でなければならなかっ

た。 r然るに此地を営業区域となせる当時の大工棟梁は

洋館建築の図取方式を解せず， 此κ 於ておu梁二三を集め

て議し， A茎に1守lζ 横浜』ζ 赴きて矧t形を実験し来らんと

すれ ) 0 J ところがそ乙にたまたま 1 人の大工ですでに横

浜で洋風家屋築造に従事したものが現われたので，無事

に設計を終り工 ' j J K若手できたという。それが元年の仮

病院であった。しかし一夜の暴風で，それは倒域したの

で翌年建てなおさなければならなかった。

I!}j 治元年間 4 月といえば，居留地での建築活動がはじ

まる直前の乙とである。そのころは神戸においてさえ，

洋風習得のためには横浜 lζ おもむく必wーがあったわけで

ある。

その後数年のうち K ，兵庫県庁の手によって，ふたつ

の建築が建てられている。ひとつは明治 5 年に唆工 した

東運上所，ひとつは 6 年 5 月K 唆工した兵庫県庁舎であ

る。

神戸港の東西の迩上所は，両者とも最初は商家や会所

をもってそれにあてていたが，明治 4 年にいたって両者

ともに新築の要望が起った。 4 年10月に完成した西逮上

所は煉瓦造平家で48士平の小さなものであったが，東巡上

所は 2 階建( おそらく 木造) 階上120坪， I格 f 136坪の大

きさをもつものであった。 5 年 5 月この両者は県庁から

租税寮に所ti' ーが替り 7 年 1 月には東巡上所を石造 2 階

建上下各々 160 坪に改築し，そして乙の年連上所の呼称

を神戸税関とかえたのである ( 8) 。写以にある建物は石造

に改築した直後のものとみなされよう( 写真 4) 。

一方，兵庫県庁の場合は，元年 9 月lι 完成した庁舎が

まもなく腐朽し，かつ居留地から隔絶していたため， ζ

れの再築がとりあげられた。かくて和蘭領事の住居lこl認

築してとれを新庁舎とし，和風をもって建てられた旧庁

舎は裁判所にあてられる乙とになった。増築工事は 6 年

1 月に着工し 5 月 lζ 竣工している川( 写真 5)。

乙の両者の建築工事にたずさわった人としては後者の

3背負人の相生町古谷喜平次の名が挙げられるだけで，そ

の他については，いまのと乙ろわからない。迩上所の場

合も訪負工事であろうが，当時の乙のような工事の過程

については，たとえば次の国産改所の例が示すようなも

のだろう。



事11戸港西運上所の落成( 明治 4 年 10月〉後，県庁は国

産改所を洋風に改築したいという要望を大蔵省に申訂i し

ている。その文lζ

( 前略) 就ては同所( 西運上所) 統御国産改所の儀

も御国屋造にては不吉fS合且つは非常の為め不可然候

lζ 付別紙絵図而仕様帳のi湿「外国造」校総替の私り

入札申付候処八百九十四両三分にて本域新助へ落札

相成( 後略) ( 10 )  

とある。すなわち県庁が絵図面 ・仕機帳を作成し，乙れ

にもとずいて入札をお乙ない，本城某が落札したのであ

る。

しかし民間工事においては，棟梁自身の設計への関与

はより深かっただろう。明治 16年 8 月に着工し，翌17年

3 月lC . 竣工した神戸小学校の場合， 乙れの工事請負人と

して記されている吉本甚八郎が，事実上形を決定し，か

つ工事を行なったとみてよいとおもう ( 11 ) (写真 6) 。

乙れらの建物の設計が，官庁側によるのか，あるいは

請負人かという疑問は残るとしても，少なくとも外人建

築家 ・技術者が介入しているとは考えられない。設計過

程については不明の点が多すぎるが，それについてはむ

しろ建物の写ぷの方が正直κ物語るだろう。兵庫県庁の

場合，増築であるとともに写真も不鮮明で検討するにふ

さわしく ないが，他の 2 棟は，明治初j切に日本人技術者

が到達したひとつのタイプを示しているとおもう。両者

ともほぼ同形のプランをもち，正面の両翼を前方に張り

だして，それぞれにペデ ィメン トをのせるという構成

は，神戸居留地によくみるタイプである。外壁は小学校

の方は下見板貼であるが，迩上所はおそらく改築後であ

って石貼をもって仕上げとしている。

総じて神戸の居留地で一般に行なわれていた手法がー

プランやグ ェランダをはじめ細部にいたるまでーよく受

けつがれているようにみうけら れるばかりでな く，個 々

の部分をと りだしてみても，そのプロポーションに級端

な不均衡がない。 iill 上所が明治 5 年に完成 している乙と

を考えると ，当時の技術者はわずか数年で乙うした洋風

の技法を一応体得したかにみえる。

これらの建物を外人の作ではなく日本人のものだろう

と推測するゆえんは，個々の部分や細部において滑稽な

破綻がみられない反面で，全体的な構成 fC. ，当時の共通

した日本人臭を感ぜずには L、られないからである。それ

は主として中央部の強調のしかたに関連している。当時

洋風で公共建築を造 る場合，日本の技術者たちは左右対

称をひとつの前援にするとともに，中央の部分( 多くは

それが主入口でもあるが) をできるだけ大きくみせると

いう欲望には抗し難かったようである。当時の居留地に

は住宅のみならず商館あるいは公館もあっ て，乙うした

公共の建物のモデルを求めるの付 困難ではなかったはず

であるが，それにもかかわらず，一般に住宅の織成! と従

写真 5 兵胤県庁( 明治 5 年峻工)

写真 6 神戸小学校1JY: ! rl : (明治17年鍛工) ー滝沢真弓氏再rr誠一

いながら，そ乙に巨大さと威厳とを附加しようとして，

かえって不均衡を招くのを避ける乙とができなかった。

彼等の技術は多くの住宅を建てる過程で育成されたで

あろうが，職人的な技術はきわめて短時日に会得されな

がらも，全体の構成を動かす才覚は，そうした過程のな

かでは育つ理由がなかったという乙とであろう。しかし

神戸の乙れらの建物の示しているいちじるしい特徴は，

居留地で外人建築家によって先織のっけら れた方法を，

ほとんど抵抗なく受け入れているという点にある。洋風

の特徴を貧弱な知識と経験で，どのように処理し誇示す

るかという地方の技術者の「創意工夫」も，外人の方法

とは別の行き方を示そうとする東京の技術者の対抗意識

も，乙乙では( 少なくともとれらの建物では) 必要がな

かった。かえって神戸の技術者のように経験のみを拠り

ど乙ろとする行き方が，乙の土地の洋風建築を高いレベ

ルで支えたひとつのカとなっているようである。

4  

明治初期，大体20年代までに建てられた木造コロ ニア

ノレ ・スタイルの小建築は，現在残るものでもおおむね全

国的 IC . 分布しており，しかも，現在ただ一葉の写真のみ

を残し，まったく誰の記憶にもないもの， あ る い は，

名称だけで写真すら伝わらないものも数多い乙とを考え

ると，当時の乙の砲の建物は想像以上 lζ 多かった乙とが
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うかがわれる。それは外人建築家 ・技術者の設計ないし

は指導rc よるもののほかは，大工技術者たちの創怠と工

夫とによって完成したのである。乙の時期 lζ 活動したそ

の技術者の多くは，政府 ・民聞をとわず，町方 ・在方の

棟梁たちであり，幕末の職市IHζ おける大工棟梁rc相当す

る人たちであった。

乙れらの建物は，外人の設計lζ 酷似したものから ，ほ

とんど和風に近く，たんに一部のディテール lζ のみ辛う

じて洋風を止めるものにいたるまで，あらゆるレベルの

ものを含んでいた。もっとも特異な例として，たとえば

尾山神社神門( 金沢) のように，洋風を階段の手摺や最

上階の窓 lι 利用しながら，全体の結構においては，むし

ろまった く独自なスタイルをうち立てたものまである。

このような場合，洋風の細部はあっても西洋建築への追

随という意識が伴なわないから. かえって全体の怠匠は

統ーした芯図のもとに完成しえたのである。それに反し

て，多くの洋風建築は，外人の示した粉本への接近のし

かたに深浅はあるとしても，本来の意図が外国風にした

がう乙とであった。伎術的 l ζj 下風を把慢していない例は

もちろん，多くの点で洋風技術を手中に収めた技術者で

さえ，泌物の建築的なZE味での掌握においては，結局の

と乙ろ外人建築家に一歩譲らざるをえなかった。

本来，練梁 ・職人胞の技術的伝統が，そのような建築

の全体におよぶものではなかったのである。個々の細部

や仕上げの技術的処理については，乙うした技術者たち

が当時きわめて高度のレベルにあった乙とは，幕末から

明治初期のわずか数年間における外人との接触で，おお

むね吸収すべきものは吸収してしまった事実によっても

うかがえると乙ろである。しかしその反面，彼らの自主

性において一個の洋風建築がいとなまれる場合，かなら

ず建物の建築的な把握IC破綻が生じた。彼らの技術は，

設計において全体を統轄できる建築家のもとで活動した

頃合 lζ ，もっとも高度に発揮できたのである。

江商布11戸支庖の二階ヴェランダの柱 lζ 残るキャピタ J レ

と，旧事11戸女子短大北野授のそれとを比較した場合ーー

それがおなじ図面から造られたものでも，またおなじ職

人が造ったものでもないとしても一一彼らの洋風への習

熟が乙うしたところで着実に展開していた乙とが知られ

るのである。

前lζ もふれたように，日本人のま! 築家が活動を開始す

るのは明治20年乙ろからである。! 守本の各地』ζ 乙れら建

築家が分散するには幾年かの時 1] を要したであろうが，

その進展にfl'. ってそれ以前の; ' ( 0 風を推進した立役者，大

工線終たちは乙乙 lζ 存在現由を失なうわけである。それ

はたんに設計という職能の上で強敵が現われたという乙

とではなく，本来事長梁 ・職入居による洋風建築が発展性

を望みえない性格のものだったからである。彼らの活動

がllt 代的 lζ も一代で終り，継承されるととがないのも，
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そのような理由によるのであろう。

こうして明治時代を代表できる建築は，外人 . 1:: 1  本人

を間わず建築家が担当しなければならなかった。明治時

代の日本人建築家の活動は，外人のレベルに早く到達し

ようとする血のでるよう な努力の述統である。明治末年

には多くのしl本人主tt 築家が，ょうやくヨーロッパと} 汀を

ならべるにいたったと自任するほど，その習得の. i i l i 皮は

早かった。始築家によって造られた栓物は数は少ないと

しても乙の時代のあらゆるカが乙乙 lζ 結集されている。

神戸の場合，外人建築家たちの仕

lにζ はそれlほまど及んでいないようである。明治205刊ζ 来日

したハンセ ｊ レにしても，大正時代まで ｾｕｅ しながら，現

在判明している彼の主作品は， ドイ y 領・J;: 飴( 明治33

ij::) ，香港上海銀行( 明治 35 年) などである ( 12) 。神戸

における日本人建築家は彼らのもとから育ったのではな

く，東京から 山口半六や河合浩蔵がおもむいたときにお

そらく始まったのであろう。そのht l沫でも神戸居留地の

建築は，閉された世界として終始したようである。

しかし，直接の接触は少なかったとしても，神戸にお

ける建築家の活動は全国的な視野のもとに与 ! ，i ¥: (し評価す

べきである。明治30年代以降の建築家は内外人をとわず

それぞれ地域社会において貢献したのであったから，そ

うした狐立性や閉鎖性はかならずしも神戸にかぎった ζ

とではない。それぞれの地域社会における建築家の活動

が，やがて大正時代には多くの面で接触し合い，近代建

築への芽生えが，そうした過程から生まれてくる。神戸

の洋館も，そのような地域rc おける役割lという観点から

あらためて評価すべきであろう。
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「神戸」といえば，普から何かしらハイカラで，モダ

ンな，アカヌケした，明るい国際都市のふんいきを身に

つけ，関西の中でも感覚の迷う，毛色の変った存在とし

て現在まできている。乙れは明治初期から外人との接触

が多く，港をもち，新しい文化 lζ 早く触れ，進取の気象

lζ 宮んでいたことなどによるのであろうが，ひいては歴

史的に，神戸の発展における居留地の果した役割lの大き

さにもつながってくるのではないかと恩われる。

神戸の地は，神功皇后の時代から歴史 lζ 名をとどめ，

ζ の地において， 清盛 ・義経 ・正成などが活躍し，また

古くから大陸貿易や内海運航の港 Ill J として栄え，奈良時

代から「大輪悶の泊」として，また足利|時代以来「兵庫

の津」と呼ばれて活躍していたと乙ろであったことは，

乙乙でいまさらあらためてど紹介するまでもあるまい。

しかし，現在の神戸の形成は，そういう古い歴史的背景

の上に立っているというより，むしろそれとは逆κ 明治

以降の近代の開花とともに歩んできたものであり ，居留

地の形成の上 ( C築かれて行った，ともいい得るのであ

る。乙の神戸の居留地についての詳細は，木号の別稿で

述べられるはずであるから，本和iでは，神 戸 と 居 留 地

一一神戸における居留地の位置といった函を探ってみた

いと思う。

1 居 留 地 の 成 立

神戸の大きな発展のいとぐちは，幕末の兵庫開港であ

り，それにともなう居留地の成立が，その発端をなして

いる。

1853年ペ リーが浦賀 lこ入浴したのを直接のきっかけと

して，わが国は長い徳川幕府の鎖同の冬眠から目覚めよ

うとしていた。開港問題は起り，翌年には下回 ・商館の

二港が，そして 1858年には下回 ・商館 ・神奈川 ・新潟 ・

長崎 ・兵庫の六港開港協定が成立した。しかし幕末の物

的騒然とした中 lこ激しい般夷論が起り . 各地で混乱や殺

傷が惹起したのである。とくに兵庫は京都l乙近いという

と ネ申 戸

勝 次

関係もあって，いろいろ問題も大きかったが，これらの

反対や妨害を押し切って，慶応 3 年 12月 7 日，すなわち

1868年 1 月 1 日に兵庫港は開港された( 開港直後，三宮

神社前で外人を刺{ あした「神戸事件」が起ったが) 。神

戸の夜明けは，日本近代史の第一頁が開かれるのと全く

時を同 じくしたのである。

とζ でいう「兵庫」とは，いまの「兵庫県」を指すの

ではなく ，神戸の淡川以西のいまの神戸駅より西の方一

帯をいったのであって，慶応、年聞には人口 2 余万，戸数

約 5 干の当時としては大きな都市であり，徳川幕府の直

轄として，大阪町奉行の所管であった。乙れからも当時

の兵陀の重要性がうかがえる。

とれに対して，現在の神戸の中心地をなしている元町

・三宮など，兵庫のずっと東の方は，当時一は西国街道に

沿って，走水村( 戸数約 200 戸) ，二つ茶屋村( 約 300

戸) ，神戸村( 約 600 戸) などがあり，乙れらは明治に

入っ て 「神戸町」と称するよう κ なるが，乙れらを合わ

せても人口は 4 千人を越えず，寒村 lζ 過ぎなかった。そ

れが今円では位置が逆転して，都心は東 lζ 移ってしまっ

た。居間j也が当時は 田畑だったが，現在の市役所 ・大丸

・アメリカ総領事館 ・オリエンタノレホテノレ ・屯報局 ・朝

日会館 ・屯々公社 ・各粍船会社 ・日銀 ・東銀などの多く

の銀行 ・商社などのある位置につくられた乙とが，神戸

を東方f Cイrt 展させる大きな索地となったのである。

兵庫関港によってきた外国人には，人家の多い既成の

兵庫に割り込ませてトラフツレの起る乙とを避けさせて，

東の縦れた神戸の地IC，敬遠して送り込む乙とにしたの

である。

そして‘ 旧生田川 ( 現在の市庁舎前の三宮から税関ま

での電車通りの地〕の西川尻に，その居留地の建設が進

められて行くのであるが，工事が開港までに聞に合わ

ず，外人達は東の旧生四川 と西の宇治川の聞に居住の枠

を定め，神戸 ・二つ茶屋 ・走水 ・生田 ・中宮 ・宇治野 ・

城ケ口 ・花熊 ・北野の九ケ村で内外人雑居し，外人達は

山手にも好んで土地を求めて行った。

77 



明治 5 年にいたる頃までには道路も人道と車道の区別

がつき( 横浜より遅れるが，東京レンガ街道路より早か

ったようである) ，明治 7 年にはガス灯がつき，明治10

年頃には積極的な都市計画にもよっ て，立派な近代的者f ，

市として育 ったようである。

乙うして成立した神戸居留地は，以来明治32年の条約

改正による秘借解消まで「犬と円木人立ち入るべから

ず」のjr. 札にも現われているように，楠民地的な，治外

法権地帯であった。

租借解消後は， n*人もどんどん入って行き ，屑留地

の犠相は変貌をとげて行くが，外人の所有地には昭和 12

年まで永代借地権が認められ，その後も 5 年間猶予期間

をとられ，ずっと国際的場担を保ち，そのふんいきは，

神戸の発展とともに，また神戸港の繁栄とともに，街の

中に浸涜して行くのである。

神戸居留地iζ 関する各国公使とのとりきめは 1867年

5 月に成立し，土工の完成を待たずに，居留地を外人に

譲渡競売を始めた。明治元年より 6 年まで四回にわたっ

て行なわれ，計 126 区，約 4 万坪が完全に外人 Iζ 使用さ

れる乙と になった。

乙の地の敷地造成や区蘭などは，乙の居留地検地司だ

った英人土木技師 J . W. Ha r t 逮の手で行なわれたようで

あり，話は迷うが，レンガの製造指導なども行なって.

明治初年か ら神戸でもレ ンガが焼かれていたらしい。乙

の居留地の競売約定古ーによ ると，将来開設すべ き道路ヰ

下水等は借示布告する乙と ，道路は40尺以上，地面一灰

の面積は200- 6 00坪，地代の一部を道路 ・下水 ・常夜灯

・その他の居留地の用途に充てる乙と，などを決めてい

る。乙の地のアフターケヤにもいろいろ窓を注いでいた

乙とがわかる。

居 留 地 の 周 辺

明治のはじめ，国政は多端，政府や地方の支出は限り

があり，土木工事が全国一般 lζ 閑却されていたなかにあ

って，神戸は当局者の積極性と貿易商などの援助によっ

て，居留地市街や周辺の道路開設 ・舗装，河川の改修 ・

附替，海岸石垣の築造などの方面に大きな力を注いだ乙

とは注目すべき乙とであった。乙の傾向は居留地の隣接

地域にも及んで，神戸近辺では盛んに道路の新設や改修

・拡張などが行なわれた。乙の近郊の新設道路として

は，現在の淡川神社の周辺や，明治 3 年から始まった鉄

道敷設の沿線，山手道路，そして明治 6 年 lζ 竣工した，

現在証券 ・銀行街となっている栄町通りなど，数多くあ

るが，道路の造成によって家が次第 lζ 立ち並び，街並が

拡がり，事11戸と兵庫が一つのものとなって行った。

居留地の成立当時，港町として繁栄していた歴史の重

みをもっ保守的な兵庫に対して，事11戸は兵庫に従属した

ｾｬ ｲＮ力ｬＡ であったが ，発 展の条件を兼ね備えたＭＯＱ Ｑ Ｑ 戸は ，は じ

めは他動的に開発されたのではあるが，居留地が発足

し，整備して くるとと もに異常な発展をとげ， i兵庫の

神戸」から ，旧態依然たる兵庫を「神戸の兵庫」として

なお，当初計画 ・新設された道路としては，東西 5 木

( 海岸通 ・前町 ・中町 ・北町 ・裏町) ，南北 8 本( 東町

・伊藤町 ・江戸町 ・京町 ・浪花町 ・播磨町 ・明石町 ・西

町) があるが，現在でもほとんど変更な く使用されてき

ており，下水道もずっと生 きているのをみても，最初か

ら欧米諸都市IL準 じて行なわれ，本格的な計画性を盛り

込んでいた乙とが推察され， 何年たった今日でも，乙乙

だけは雑然とした街の姿から救ってくれている。

当初居留地に建った建物としては，外人商社や居館 ・

各国領事館 ・銀行 ・教会 ・ホテル ・クラブ ・倉庫などが

ある。乙れらのうち，まず最初に皮応 3 年，海岸辺 1 丁

目に香港上海銀行が建てられ，当時の人々の評判になっ

たといわれ，明治元年末にはドイツ商館 4 戸，続いてイ

ギリス商館が建設された。明治元年限川尻lζ メリケン波

止場がつ くられ，乙乙 から東lζ 外人の建物が続々と軒を

並べ始めた。そのどれもが木造二階建 ・前面吹きさらし

のベランダ付 ・ヨロイド付の窓などの，独特のコロニア

ノレスタイルでつくられている。

乙乙 ｬ ζ 入 っ て きた 外人は，英 ・ ｾｾｴ ・ 仏 ・ 和 ￭｢ Ｑ￯ ・ 米など

各国にわたるし， ドイツ人は比較的早か ったが，主流は

やはりイギリスだったようである。
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しまった。明治 12年には郡区町村編成法によって 神戸

と兵庫およびその中聞の坂本村とが合併して 「神戸区J

が誕生する。兵庫が神戸 lζ 併合されたともいえるのであ

る。 ζ れは発展して，明治22年市制実胞に伴ない「神戸

市」ができあカ場。

神戸における居留地外の初期洋風建築としては， ｽｾＺ留

地の近 く布11戸税関の前身たる迎上所と ，元11汀の北，需主訪

山のふもとに神戸女学院の前身たる神戸ホームの建物が

相ついで建設されている。

巡上所は，和洋折衷で，ガラ ス窓|偉ヲ l乙多く使用しー

明治 5 年- 6 年 12月lζ 新築された。乙んな建物に見馴れ

ない人々は 「ビードロの家」といって，日夜遠方から見

学にきたようである。 新築後港湾のれ酒!は 乙乙で行なわ

れる ようになった。石造 2 階建， 1 1桝 136 坪， 2 1終 120

坪 7年上下階各 160五f. 増築，林忠如氏の設計ーであると

いう。

神戸女学院旧校舎は，デビス，アッキンソン両氏の設

計で， 1 字形の平面，前面全部ベランダ付 ，Ai まは普通の

壁土を塗 っている。 木造 2 階建，寄名! i ， 延 152 坪余. こ

れ につづい て南 舎が ＿ 年 ＭＱＰ ｾ ｦＮＧ乙必 て られた。簡単なベ

ランダ1- J " ，木造 2 階建，延約 140 坪。写μ によると， 簡

紫だが絡調のある洋風建築で‘ あったようである。

その他，明治 5年の学ilil J発布後，続々と小学校は開設

され，は じめは大都分町会所 ・寺院 ・民家 ・許席などを

利用 していたが，神戸や兵庫では明治 7 年以降 ICぽつぽ

つ校舎の新築が始ま った。 上田小学校 ・兵庫小学校( 明

治l Mj ミ) ，神戸 小学校 Ｈ明治 ＱＷ ｾ 下Ｉ な どが洋風で新築己

れ， ｉ 比人 ｋｩ 下風建築 が 注目をあびていた時 ｊｾｊ であるだけ

に，一回興味をもたれた。

兵庫県庁舎は，はじめ切戸町奉行所内 l乙設けられてい

たが，事務が多いのに狭く， } 尚朽し，構造も 執務に不便

その位置も居留地等と離れて不-1分なので，明治元年末

坂木村の貌裁判所の地lζ 建築された。だが土地の関係な

どから 明治 6 年現在地 lζ 庁合をつくって再移転した。ま

た明治15年lζ は乙 の近 く現県商工労働部の地 lζ ，あの八

角の兵庫県会議事堂が建つ。 乙れらはいずれもJ i iH辺地の

五ｬＡｾと同じく，初期の未消 化 さをもっていようが，西 欧

建築の片鱗をみせ，次代への発展を期待させる。

神戸の人々は，衣食の方面では身近かに直ぐ外人の影

平時をうけ入れ. 文明開化の気分を素直に味わっていた。

明治 2 年には元|叩乙神戸牛肉すき焼! 苫ができるし，洋服

を着込むものもかなりでる始末だ った。ただ建築では洋

風 ｭｾ は 官公庁や学校などの公共の建物に限られ，商

!占や住宅まではなかなか浸透しない。外国文明摂取の政

策の性急さについてゆけない乙とにもよるのだろう。だ

がもちろん，洋風建築にタ y チした大工や職人は，あち

らの技術を身につけて行 色 本絡的な新 しL、建築の芽生

えを蓄積して行く。

3  神 戸 の 発 展

と乙ろで，乙ういう 明治初期以来の神戸の成長は，鹿

々の契機をもって，一段 と飛躍をとげて行 く。

明治 10 年の凶南の役，明治27 ・8年の日 清戦争， 明治

37 ・8 年の日係戦争. そして第一次世界大戦は，神戸に

大好呆気をもたらした。乙 れはあながち神戸にl授られな

いだろうが. 港湾の整備 ・拡充と 町工業都市 としての発

足に伴なった乙とは大きかった。

とにかく ，神戸の発展の大きな基礎は神戸港にある。

明治 5 1，下に兵庫港から神戸港 K 改称されたが，当時は生

悶川尻から担任川尻にし、たる所を港j或として，たんに船舶

の伴 ｩｬｾ ができたに過ぎなかった。港内の設備としては，

メリケン波止場と 私設の桟橋がいまの第一突堤付近に

あっただけの食弱さだった。乙の神戸港の築港問題のM

ｾ，は Ｎ明 治 Ｖ 年から始まっ て いるＨ当時の神戸港長であ

った美人ジョン ・7 ーシャ J レが築港計画を立てて知事 lζ

進言しているＩ。以来ずっと築港巡 ｾＩｊ が行なわれるが，

小 さな埋立て，拡張や修理lζ 終っ ていた。現在の神戸港

の資の出発は，明治39年「神戸港築港工事計画 j が国会

を通過して. 明治40年から近代港湾施設のエヰ1が若手さ

れてか らである。 第一期は大正15年，第二期はI l H和 12年

に完成し n  本ーの貿易港として栄えて行 く。戦後は第

七 ・第八矢淀を建設し，摩耶埠頭も起工され，神戸の発

@  

合 成 樹 脂 調 合 ベ イ ン ト
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反と同じく東へ東へと伸びて行く。

初期の神戸港は輸入港として繁盛し，大震災による横

浜港の機能麻煉によっ て， 輸出入を一手に引き受ける乙

とになる。乙の神戸 lζ おける輸入の伝統は，あらゆる面

{ζ 現われているようにみえる。映画が臼本最初に上映 Eさ

れたとか，マッチの製造も日本で始めてだとか p 居留地

に立った教会も最初だとか，六甲山につくられたゴルフ

場も長初とかz とにかく神戸は新しいものをそのままス

ムーズlこ抵抗なくうけ入れる素地をもっていたように思

われる。

建築についていえば，鉄筋コンクリート造で U本政初

といわれる東京倉庫が，明治39年 l乙生まれているし( 現

在新三菱重工の倉庫として，戦災で二階部分は消失し，

下部はそのままで， 上部だけは木造で復旧され. 往時の

函影を残している) ，また最初の鉄筋コン ク リ ー ト 造

の小学校として，大正 9 年雲中小学校ができている( 現

存，一部増築された) 。

と乙ろで，その後の居留地の建物は，明治2 0年代以降

になると，応急的なものの建て替えや， レンカ' 造 ・石造

な どの本絡的な建物の建設時期 !C入 り，租{ 品解消lこ{、1'. な

うLI 広の商社や銀行などが入り込み，オフィス街 ・業務

センターとしての性絡を打ちだして行く。

ゆJr台中 ・後期から大正にかけて， J対留地の建築ととも

に，その他の市街でも恒久的な建築が相ついで建設され

る。とくに目立. つのは栄町通りの鋭行建築と，各官庁建

築である。そして乙れらの建築には，当時の日本の代表

的な建築家であった，辰野 ・片岡 ・曽弥 ・中条 ・長野 ・

野口 ・河合 ・山口 ・武田などがタッチしている。その数

多くが改造されなが らも現存していて，下近かに日本建

築の足跡をみる乙とができる。施工の上では. 明治32年

に名古屋かる神戸 lζ 進出した竹中が. 多くのものを手が

けた。

また居留地建設当時から，神戸は外人から多 くのもの

を学んだ。海と山にはさまれた土地 lζ ，外人が山手や六

甲山，そして昭和初期 lζ は塩屋のジェームス山などに居

住の地を求めて開発し，自然を新しくっくりだすことを

教えて くれた。いまでは神戸の背山は，市民の哀庭とし

て親しまれているが，外人 lこ負うと乙ろが大きい。昭和

期に入ると建築の上でのヴォーリスの所践を忘れること

はできな( 、。

こうしてー神戸という土地柄が，外来のものを15直に

うけ入れ，優秀なものを，因製 lζ とらわれずに伸ばして

ゆけたのは幸いだった。乙ういうと何か神戸 lζ 向主性が

ないともと るれよ うが，絶えず新し く向上しようという

な欲を買ってもよいのじゃなし、か と一応弁挫 してお乙

つ。
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お わ り に

戦後の神戸は，戦前ほどの活発さはな くなり，貿易額

はふえているが， [ " " 斜陽神戸J とさえ呼ばれている。神

百かる東京へ本社を移す会社もで，中央化の傾向が激し

い。神戸 lζ ヒンターランドがないためι 大阪との交通

路の悪さが，それを一段と深刻化している。現在，阪神

郡市闘の構11¥だとか，港湾の整備拡大，名神高速道路や

第二阪神国道の工事，淡路や四国 ・九州のヒンターラン

ド開発の窓味をもっ「夢のかけ橋」の計画などをもっ て

それに対処してゆ乙うとしている。

居留地? ] 設時代以来の新興神戸』ζ は，いままで地方と

しての悩みやかげ りはみられなかった。狭く地方性を考

える必ｾもなく，進取の気象 をも っ て どんどん進んで行

くことができたのである。

現在でも，街の 'IJ を外人が行き通い，異人世' f { が点在し

それが異国情緒という薄っベらい感じとは巡って，神戸

ではそれが当りが]の 乙ととして，売りものにもせず，そ

のままうけ入れて，広量な国際性を示し，政治的 ・経済

日"J 問題を除いて，あまり地方性を固執していない。乙う

いうからっとして明るいと ζ ろは今後もそのままに仲ば

してゆきたい特色であろう。

rJ，J;' 街地と神戸」と題しなが ら，変な方向へm: が走っ

てしまった。とにかく現在，明治の洋風建築が近代への

母胎として新しくみなおされつつありながら ，一般的に

は綴式的 iι も断絶意識をもたれ，歴史評価がまだ難しい

そのなかで神戸は居留地を踏台として順調に発展を続け

ていき 現在の神戸を築き上げていった。乙ういうとこ

ろは珍しいだろうが， しかし他の都市でも多かれ少なか

れ. IljJ 7 f i の洋風建築がたんなる断絶や突発事項としてで

な く みえざる述結や影響が多くその後につながってい

ることであろう。乙のあたりが十分追跡できれば， IJ 木

の近代史は IljJtkl 乙/ 1 ' ，発点を浮き彫りできるのだが・一。

< : ) I 者神戸大学講師 ・近代ill 築史)

111 11111111 11111111111111 11 11111 111 11111111111111111 111 11111111111111 11111 1111111111111 1111111111・1111111111111 1/ .

12 月 号 記 事 訂 正

つ児豆沼祉施設のm築計画

誤 戸
↑

』

P  .45 h 段 14行 l i l l 築計画は己のようは ill 築計画It どのよう t.;.

P .46  l'i段 3行 I  1 : . れらの指導 le とれらの指導は

P  . 40 Ai 段 17行 ' 脳紋としては 脳投と肢体不自由児勉

殺を見て来 f二。その他

の児市伺針施設と して

i は

。児並福祉施設訪問記

P. 70 '1>段 20行 UH色II 以来 UH回以来
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デ ザ イ ン の 乙 と

一一一新 年 の ジ ャ ー ナ ル を み て一 一

新年に流れて くる 7 スコミの調子

には. 去年の始めの景気づいた論調

にかわっ て， 反省と 忍耐をとく乙と

はが. 多く な っている。それらをよ

みながる，しぜん，建築K つながる

私たちのｾ勢を想、いくらべ て みた。

1.  とくべつに変 ったものはない ?

昨年から建築界を風擁しているか

にみえるものに . 「都市デザイン」

の問題がある。

F 朝日ジ ャーナルJ ( 1 月 8 U 号)

も，この乙とをとりあげて， ミ，61  

年は 新しい者f¥市デザイン実現えの

具体的な一歩をふみだす公算が大き

仁、・・・ ... 、
4 、

ミ郡市計画を市民の手で，という

巡到j にまで発展すれば，ま乙とに結

七時だ ・ミ

ご品産住宅と都市計画 とを結びつ

けることが，できたら，生活革命と

いうにふさわ しもいのに なろうミ

などといっているくらいである。

まこと! ( . ，さうかもしれないし，

そのように推進しなければならない

だろうが，ヴイジョンがすばらしく

大きくて，そのプロシデュア( 下続)

を組むのは容易でない乙とも ，乙の

さい，よく知っておきたい思うので

ある。

田中央公論」新年号で，東京の建

築家が，

... 建築家は現実的な力がない

ので. 市民の閲』ζ 都市えの夢を盛り

あげるために，言!J- をヴ ィジュアライ

ズできる技術をもった彼等がやっ て

いる のだ。 ..… ・いまそういう巡ill iJの

時期だ・・・・・・ミ

という発言をしているのも，そ乙

るのむづかしさを哀返して，見通し

ザいるのだととれそうである。

つまり，乙うした，診を揃き 2 理

想.t 像を訴えるという仕方は，ただそ

れだけなる， いまに始まった乙とで

はな く，私たちの先曜が何年・も まえ

にも，いつも . とってきたポーズ引

はなかったかと思う。

建築家が，同 じよう なことを同じ

よう なコトパで発表して，それだけ

に終っ てきている経験を，ひとは思

いかえすことができるにちがい な

し、。

ミ・…・・ぼんやり一年をふりかえっ

てみたと乙ろでは. なにも特別 な乙

とは なかったように思われて くる。

いろいろなさわぎはあったが，その

やり方も ，根本の考え方も，すでに

類似のばあいに z くりかえされてき

たもので，とくべつの新しさがある

ものとも恩、えない .. ..

京大の宥学教授田中美知太郎 さん

のアサヒ ( 12月31日付) でのととば

が，象徴的 lζ 思いださ れてしかたが

なし、。

つまり，ヴイジョンの売りきりだ

けでは，もう弱いので，むしろ提案

したいのは ，実行するためのミ隙境

づくりミをもっと考え，拡げるべき

だろうとし、うことだ。

在、は，都市のメカニズムを解きほ

ぐして，市民の自にみせるととのほ

うが，より大切だと患っている。そ

ういう観点で. プロセスにあわせた

「像 J ，実行の手続，体fl iIJ ，効果も

くわしくあらわし浬念を訴え，と

り入れた批判は修正してゆく過程を

分らせるという つみ秘ねがいるの

だろう。

極言すれば，ヴイジョンはいらな

い。私はそうおもう。 市民はヴイジ

ョンを怖く力があるのだということ

も忘れないでいたい。

建築家のしごとは. それよりも，

実はもっと，構造的な解説役にうつ

ってゆくだろうと思いたいのであ

る。

2  ミデザイン ミということばのも

つ言者1導性に気をつけよう。

「コJ レピュジェ」の展らん会にわ

れわれは強い感銘をうけたが，まキ

逆』ζ ，はっきりと思い知らされた気

にも な った。われわれのまわりにあ

る建築デザインの源流のひとつを，

まのあたりにしたからである。こち

らはミやはりイミテ ーションだった

かミという気が私には強くした。

「朝日ジ ャーナル J ( 1 月 1 日号)

は，ちょうどそういう乙とを美術ら

んで，乙う書いている。

、…・・後進国ht 識そのものは，あ

まり変ら なかったといえるミ

ミ様式や傾向よりも，われわれの

造形的なイ 7 ージネー ションそのも

のをどう 回復するかが，ようやく切

実な問題に なっている ・・ ・ミ

ミただジャンノレの ワクをひろげ，

異質のメ ディ アを結合するだけでな

く，観客をつかむどんな新しいノレ ー

トを開拓 し， 11寺聞と空間のどんなイ

メージを展開するかがもっと明確に

されな ければなるまい・・… ・ミ

荘、たちの意識に ，いつも「外」が

あっ て，案外，自 分の「内」を忘れ

て しまいがちだと い う，いままでの

傾向1(. ，思わずまき乙ま れてしまっ

てはい なかったかと，乙の機会に反

省させられ るものがあった。

だから，デザイン '6 1 の課題は，

そういう 「主体イ メージ」を，日 本の

社会，風土の なかでどううちた てる

かという乙とだというわけである。

それには，私たちが，もっともの

をみる自を養わな くてはな るまい と

いう乙 とになるのだが， そ のこ と

を， 小林秀雄は別の ζ とばで， (朝

日ジャ ーナJ レ， 1 月 8 日号対談) 乙

ういっ ている。

ミ現実の材質をみ ない。現実のハ

ダや土をみない。 一・いものをみる自
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を失なってしまっているといった方

がいいのではないかな。作家はもう

… ウワのソラで書いている ・・ し

っかりと，ものをみなければ何もは

じまらぬわけではないか。それが，

じつに衰弱してしまった。 ・・… ・現代

はおしゃべりの世紀なんだ ・・ー ミ

概念という形でやりとりするので

なければ，傾向的に行動してしまう

のが，最近の傾向だけれども， ミも

のを創るミ 姿勢はそうあっ てはな ら

ないという乙とを，その対談会で ｾ

告していた。

おなじように， I二十世紀日本の

理想像」のなかでも ，亀井勝一郎 さ

んが，

と当るか当らないか，という賭博

性，空想性は 「傑作意識」とむすび

ついていて，乙れ らの観念の先行

が，われわれを誤るのだ ・ ・ミ

という言いかたをしておられるの ないか考えてもらいたい気がする。

もおな じ乙と なのだろう。 下村理論だって，中小企業や限付

「推般の持続J ， r無限鍛練J ， を切捨てどめんだとは公言していな

そういう精神位をもったひとを，ま いのだから，私たちは，最終の理怨

さしく I建築家」といいうると 像だけを描くのでなくて，成長策φ

し，そ乙に「デザインの倫理学」が 実証的跡づけと，途中段階における

あるのだと . こうい う人たちは説 く それぞれの具体像や実現の プロシデ

ょうである。 ュアについて， いくつもの正しい

3  開発の年 「構造図」が描けなければならない

サンヨーデンキは，元 旦 の 新 聞 だろうと思う。

ンに一面の広告をして， そ乙 1( ， 過程像を目的l乙し，過程像こそ大

ミ引 に開発の年ミといみじくも打 切にするという立場にいたい。

った。 そして，そうなるためには. やは

哲学者からはミ何か忘れ られてい り，傑作意識にとらわれる作家主義

ないかミ (前文，回中美知郎) と聞 をしばらく眠らせておいても， ｾｾ＠

われるほどに，今年は主体性をたて 家の 「体制」や「環境づくり」を. ' i f ，

る年だとするならば独占巨大資本 えるのが奮 いちばん早道のような気

の要請で，都市計画にいま リアリ テ がしてならない ( 36 . 1. 10) • 

ィがでてきたといって受けにいるま ( 日本住宅公聞大阪支所 金 沢 弘 真)

えに. もういちど忘れられたものは
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1  9  6  1 年 第 2 回 “ 建 築 業 協 会 賞" 募 集 に つ い て

財団法人建築業協会では，昨年lζ 引続き，下記のごと

くJ ‘ 建築業協会日" 募集をいたしてい ますので，乙乙に

お知らせします。

1.  募集期間 昭和36年 1月10 日より同 3 月31 日まで

1  申 込 申込書に所要事項ご記入の上= 別記関

係資料を添えてご提出下 さl 、。( 中込

書は建築業協会へお申込下さい)

1. 選考委員氏名( 五十音順)

尾 崎 久助氏 谷 口 吉 郎 氏 松 田 軍 平 氏

大江 宏氏 土浦i D . 城氏 松 下 清 夫 氏

久 良 知 丑 二 郎 氏 東 畑 謙 三 氏 村野 藤吾氏

清水 一氏 中 間 亮 吉 氏

申 込 先 財団法人建築業協会( 東京都中央区西

1. 表彰規定抜務

( 目 的 )

八丁娼 2 ー 16 東京建設会館内

屯 ( 551) 9571- 3)  

財団法人建築業協会は= 毎年園内における優良建築物

を表彰し，設計・，施工，その他建築技術の進歩向上を図

り，文化の進展に寄与する乙とを目的とする。

( 選考の範囲)

近年中κ 国内κ 竣工 した耐火建築物のうち， そ の 種

類，規模にかかわらず，優良建築作品 10点内外を選び

毎年乙れを表彰する 。

82 

ただし昭和35f f 4 月30 口までに竣工したものとする。

( 選考の候補)

応募作品は， ｾ主築主 ， 設計者 ， 施工者 ー その一般の推

薦によるものとする。

( 選考の要領)

選考の資料は，申込書記載事項の他，作品の説明書

図面( 平面，立面，断面とし縮尺は適宜) とし， 写ょ'1

Ｈ カビネ ｬ 仮 Ｉを添 付す る。 ほ お本会は乙れらの Ｑｾ 則を ｦ Ｍｬ

t旦しない。

また竣工時の記念パンフレツト等は参考 l乙添付 C れた

し、。

以上の資料は応募者の希望により審査後返還する。

なお選考』ζ 当つては，施工技術に重点をおき ，現地税

察の上決定するものとする。

(表彰の要領)

当選作品はその建築主，設計者，施工者 K j 湿気| すると

ともに，これを発表する。表彰は作品を対象とし，受11

者は建築主，設計・者，施工者ーとして，それぞれに表彰状

を贈る他迎築主には当該建物に取付け15るブロンズ製の

パネノレ，設計者 ・施工者 lζ は: D・牌を贈るものとする。

当選作品はさらに必要な資料を整え， 毎年当選作品朱

を刊行し，我国の代表的建物として内外に紹介する。こ

のため建築主，設計者，施工者は無償で作品に関する資

料の使用を認めるものとする。 以上
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本社工場 大阪市西淀川区御幣島東 2 ノ 5 電話大阪 ⑪ 1494- 4  

第二工場 大阪市西淀川区御幣島西 3 ノ99

ガスロ

汁 ｉｊｉ ンヲｽｾ克ヲル製造株式会経
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日本ド予ーテ ｉＮｾ ｉＩ製油株式会・ ｴ.... - : ' ' ' ' ' M: a f J 不良冨仙

本 社 エ 場

" エ 渇

東 京 支 底

福 岡 出 張 所

名 古 屋 出 張 所

取締役社長 出 向 '井 啓 蔵

布 施 市 愉 沼 町 3 丁 目 悶l J 番 地 電 芝 大 駆 け2 ) 代 表 面 白-J

永 え に 美 し
"ミq j齢司

( 法定不燃材料)

由苛ーベｾｾ，Ｎｾ
米国J . M社按術提携製品 彩色石綿 セメント板

特許公告番号

登録商標番号

@ 欠保田建材工業撒式会員I

昭33- 9293:9692

ｾ＠ 498 .790 号

カ 7 ログ進呈

B Cf系へ
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nゆる周防: から永久に漏水の心配を根絶する

系く久に気容を保持する

F標値で、耐 久11生のある ゴーキン欠脅!

1  8 リ ッ タ 一 躍

1  c m x  1  c m x  1  m 

コ ー キ ン グ ガ ン

材料費

8， 5  0  0 円

4  8 円

3， 0  0  0 円

( 現場渡)

( 現場渡)

美しく，磨耗せず，滑 らず，かっ耐水性 l乙富んだ床材

床，廊下，階段，ロビー，パノレコニー，ガ ソリン スタンド等美しい色彩と耐磨耗性を必要とす

る場所や，防水力があるので戸外にも使用出来る。

トリクフ力

価 格 42kg袋入 ( 6坪分)

之 ふ 忍 ふ と 工

コシクリート床 の金属性硬化材で，

果をあげる。

価 格 49kg袋入 ( 7坪分)

現場渡{ 緑

l その他

7，080円

5，880円

( 坪当り￥ 1，180)  

(  1/ ￥ 980)  

場 ， 倉 庫 用 コ ン ク リ ー ト 床 仕 上 材

ブエロコ ンの施工に よって床は恰も鋼板を張ったよう な効

現場渡{ 色 物

i ナチュラル

6，200円

5，400円

ZJ L31M二上 近 代 人 の 部 屋 川 疲 れ を い や し ，いらいらを 抑 制

合成ゴム とコノレクから製造されたコ ノレク ν ートで落着いた上品な感覚で，老化せず水洗出来る

価 格 坪当り 東 京 渡 2，200円 寸法 3尺 x 6尺 x o. 7 mm 

ロ ビ ン ス コ ン ダ ク テ ィ ブ

麻 酔 ガ ス の 爆 発 を 防 止 す る 手 術 室

・ 常 に 一 定 の 電 導 性 を 保 証 出 来 る

タ イ ル

用 電 導 ピ ニ ー ノレ タ イ ノレ

・ 施 工 翌 日 か ら 使 用 出 来 る ・ 掃 除 、 補 修 が 容 易 で あ る

K.K. ABC商会

東 京 都 千 代 田 区 永 田 町 2 -- 7  7  

T E L  (581) 1  4  1  1  ( 代表) - 7  

大 阪 出 張 所

大阪市西区京 町堀通 1- 18 ( 京町会館 ヒソレ)

T E L  (44)  39  1  5 ・0 5 0 0 ・9 3 0 3



名 誉 正 会 員 伊 藤 幸 太 郎 氏 逝 去 さ る

f ，役J . I二会員 伊藤幸太郎氏はかねて病・気ご療主主中のところ. 昨年 11月18 日に逝

去されました。氏は明治38年関西商工学校を卒業とともに辰野片岡建築事務所に

入所され，その後同事務所解散によって伊藤幸太郎建築設計事務所を自営され，

主として宮崎市，大分市，高級市な どにおける諸銀行の設計に当られました。本

会にはその創立当時から関係されて評議員を勤められるなど2 本会発展のため尽

されると乙ろ多大なものがありました。こ乙 Iこど遺影と追悼記を掲げてそのご京

揺をお祈り申し上げます。

伊 藤 孝 太 郎 氏 を 偲 び て 古 賀 郷 実

故伊総氏とのおつきあいは， 40数年にわたるす乙ぶる長いものであったが. 親

しく氏の型車咳tこ接し何くれと教えを受けた期間は前後 10年ぐらいのもので， した

がって同氏を偲ぶお話をするのに， 荘、は決して適任者ーではないが，同氏が一生

の半生を捧げられた元片岡建築事筋所の所員会，三寸里会のお llt 話役をしている

私として，若かりＮし口に受けた問氏の印象を少しく述べて，その立をｾぎたいと

思う。故人は ｾｩｾ 端麗 Ｎ 俳優を思わす風宇に て 資生並立厚. かつ て他人の過ちに

ついて，大声叱砲された乙とを知らず，未熟のわれわれ後輩の傾倒をよくみて下

さった乙とをいまむらのように思いださ れるのである。優秀な氏の技術は無駄な

く，その設計にあるわされていた。しかも温厚の組にひらめく堅い信念は，やか

ましい片岡時士との対談の時にもよく発障されて，さすがの博士も三叉を避ける

の慨があったように恩われる。氏はまたひじように謹厳な反面，なかなかユーモ

アにおみ，寸鋭、人を出11す皮肉と愛すべき諮絡は聞く人をうましめず. すがすがし

い印象を与えたものであった。

以上述べたように結論的にいって. 同氏¥; 1 : 俗を献い，むしろ孤高を楽しむの風

があったので，公私とも派手を好まず ー 後半生のｾ Ｉ 静は私として，日干ーしく乙れを

知らず司お伝えすることのできぬのはまことに残念である。

li 決後建築界にも師表とするに足る高潔なる人材を求むるおり ，氏を失うことは

いつまでも惜しまれてならぬのである。

つつしんでご矢福を祈る。

価 . m -&. 日本石官ボ ード協会

品名議Ef 規 約 寸 法 単 位 設計価格
石膏ボード・石膏ラスボード規格

A  6901 I  Ｗｾ 品厚 Ｓ 尺 Ｏ Ｖ 尺 1 枚 225円

A  6901 1  7弘 厚 1米バ2米 1 枚 3∞円

A  6901 白 9弘 厚 3尺〆6尺 1 枚 325円

7 'f A  6906 I 市 厚 1 . 5尺 け 尺 蹴 ( 坪 ) 制 円

スド A 6 9 0 6 1 9私 厚 1. 5尺ヌ 3尺 8欽( 坪) 650円

石
山

昭和35年12月1 日よち， 石苛ボード m 1観的の改正と，石白ラ 7. ホー

ボ

ー

ド
ド規絡の制定が実施され， 1草きが段低 7 弘 1' 1へと改良される己とに三つ

K 日本石fi ボード協会の価. m- &. をかかげる。

た。したがって. 6私品: 土漸巡的111-1，:1中 11: とf よる見込。怠巧までに，お



日 本 建 築協 曾 好 評 の 新 刊 図 書 案 内

目 次

改訂版担当者
第 1 : ¥ 1 清 掃 器 材

大 井 弘 治 虫11
第 2 章 室 内 仕上材の手入法

(実チ主義品ゐm
第 3 章 建 具 の 保 全

第 4 主 主 屋 根 の 保 全

第 5 章 外 装 の 保 全

第 Ｖ ｾ 木造建物の保全

第 7 章 便 所 衛 生 施 設 の 保 全

第 8 章 電 気 器 具 お よ び 電 気系統

の保全

第 9 章 消 火 装 置 の 管 理

第 Ｑ Ｐ ｾ 給水給湯設備の保全

第 11主主 厨房設備の保全

第 12章 ガ ス 設 備 の 保 全

第 13章 l凌 冷 房 の 管 理

第 14i 主 エレベータの'百ー理

. 最近増 々必要度を加えて

きたピルの保全・管理につ

いての恰好な手引 き書とし

ての内容を備え て お り ま

す。

定 価 150門

会員特価 130円

送料 25円

A  5版 90頁
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目 次

第 1 部 洋 壁

第 1 : ¥1 左 官 材 料

第 2 : ¥1 塗 下 地

第 3 :¥1 石膏 プラス ター塗

タ ＿［ Ｔ ｾ ドロマイト プラスタ ー塗

第 S i ; i しっ く い 塗

第 6 主主 モ ル タ ノ レ 塗

第 7 :¥1 施工上の一般問題点

第 8 章 塗 壁 の 故 障 と 対 策

第 2部 日 本 壁

第 1翠 下 地 の 種 類 と 性 質

第 2 立 下塗から中塗までの材料

と施工

第 3 主主 上 塗

第 4 章 日 ［ 本星 ｾｋ おこり やすい欠

陥とその防止方法

第 5 主主 左官工事の見積につい て

の一試案

第 3部 資 料

左 官 工 事 材 料

規格 と標準仕用書

. 左官工事は建物の最終的

な仕上げの一要素 として重

要であり . それに関する建

築技術者に この図書は重要

な指針の役目を果 します。

執 筆 者

洋 壁 谷 口 尚 武

( 大林組工務部次長)

日 本 壁 山 田 幸 一

( 大阪市大諮問)

本 文 101頁

規格と標準仕様書 5 3頁

定 価 180円

会員特価 150円

送 料 30門



会 報 ( 12 月 分 〉

| 理 事 会 |

14日 3 時半- 4 1時半 於会館会議室

出席者 尾 崎 会 長外 4 理事井手京都，栗林和

歌山支部長，田辺監事

議 事 ( 1  ) 新年交礼会共催の件

( 2 ) J I S の制定を希望する事項申出での件

(  3  ) 講演会協貸の件

( イ) 現代建築シンポジウム

( ロ) 新建築家集団講演会

( 4 ) 事務局職員下期: D : 与支給の件

( 5 ) 入退会者承認の件

( 6 ) 報告事項

小委員会 (忘年惣親会)

2 日 12時一 1 時半於会館集会室

出席者政岡主査外 9 委 員 会 場 側 3 人

忘年懇親会実施について具体的打合

小委員会 (新建材資料作成)

7 日 5 時半- 8 時 於 会 館 会 議 室

出席者矢野主査外 7 委員

22日 S 時半- 8 時 半 於会館会議室

出席者 矢野主査外 8 委員

本文のレイア ウト並lζ 前文について検討

委 員 会

14日 5 1時- 5 時半於阪神百貨応食堂

出 席 者 岩崎委員長外19委員

議 事 ( 1 )  1 月一 3 月の事業について

( 2 ) 欧米視察団の座談会企画について

幹 事 会

10日 2 時一 3 時 半 於会館会議室

出席者森委員長外 5 氏

「長谷部鋭吉」特集号企画について審議

委 員 会

10日 4 時- 6 時 於会館会議室

出 席 者 泉 委 員外 3 委員

議 事 ( 1  ) 経過報告

( イ) 正月「アイデイア特集」号

( ロ) 2 月「居留地建築特集」号

( 2 )  3 月「長谷部鋭吉特集」号の企画審議

( 3 )  4 月「構造特集」号について

( 4 ) 昭和36年正月号よりの表紙について

幹 事 会

25日 1 時半- 4 時 於会館会議室

出席者 上林副委員長外 3 委員

馬場幹事外 3 幹事

4 月「構造特集」を「土の特集J 号として企画審議

| 教 育 委 員 会 |

衛生訟備図書出版準備会

9 日 3 時- 6 時 於会館会議室

出席者 問中主査外 9 委員

編集項目の審議を終り ，準備会を解散して編集委員

会を編成

〈亘糾イ3砂 量孟昌ｾＮＮＮ，Ｎス
5 0 0 0 級 ス ー パ ー

ビニール墜塗料 外 部 用 ・ 内 部 用

a; :ι . ，今見 5 0 0 0

大 阪 ・ 東 京 ・ 名古屋

福 岡 ・ 広 島 ・ 金 沢

新 潟 ・ 仙 台 ・ 札 幌

83 



出 版 委 員 会

鉄骨 コンクリート 計算実例集幹事会

27日 5 半時一 7 時 於 会 館 会 議 室

出 席 者 笹川幹事外 2 幹事

レイアウト並K 今後の工程について審議

! テ レ ビ委 員 会 1

1 日 5 時半- 8 1時 於 会 館 会 議 室

出席者 佐野委員長外 4 委 員 東 リノ 安田氏

今回プロデューサ ー外電通関係者

12月放送企画の内容検討

15日 6 時- 9 時 於会館集会室

出席者 佐野委員長外 5 委員

今 回プロデ ューサー

1960年の建築を語る察組の出演者並に対談内容の審

議決定

l近 代建 築 調査 委 員 会

8 日 31時半- 5 11寺 於 会 館 集 会 室

出 席 者 滝 沢 委 員 長 外 8 委員

議 事 ( 1  ) 報告事項

( 2 )  r居留地建築J 特集号の件

( 3  ) ボーリス氏に話を聞 く企画の件

| 忘 年 懇 親 会 |

14日 6 時 B 時 於阪神百貨広大食堂

和歌山，京都，兵庫の各支部からも多数会員の出席

があり，例年のとおり余興，会員有志寄贈品の福引な

どに興趣を盛 り上げて盛況を極む。出席者 370名

!7 戸 石|

毎日曜日午前 11時より 20分 間 毎 日 放 送

提供者大阪窯業セメント K K，東洋リノリュー

ム K K .13本板前子 K K

特総防災シヤーνター全般

Ｍｈｮｾｊ ＧｩＧ・

12月 4 日 今年の! l t 笑その 1 新しい病院

11 日 同 その 2 新しい工場

18日 間 その 3 日本工芸館 その !τ

25日 1960- 61年の建築

見 み ｾ

桂離宮見学会

5 日 3 時 4 :?" 6 臼 3 時 4 4ち

8 日 111時 4 1可 9 日 111時 4 名

修学院離宮見学会

7 日 11時 15名 8 日 ｉｉ ｾｦ＠ 15 ク:

ih したそ|

現代建築シン ポジウム

1  主 催 朝 日 新 聞 社

1  と き 12月 1 rI - 3  rI 10時半- 4 時半

1  と乙ろ 新朝日ビル 朝日文化 ホーノレ

1  講 師l 棚橋京大教授外 9 氏

1  後 援 建 設 省 ， 近 役 六 府 県 建 築 士 会 協 議会

1. 協 賛 本 会 外 4 関係団体

新建築家集団講演会

1  主 催 新 建 築 家 柴 田

1. と き 12月16日 6 時- 9 時

1  .  と 乙 ろ 大 阪 建 設 会 館

1. 講 師 京 都 大 学 助 教 授 西山911三氏

「新 中国の建築事情を聞 く」

1  協 賛 本 会 ， 大阪府建築士会

" '1111 111 1111 11111 1111 11111 11 1111111 111 111111 111111111111 111 1111 111 11111 1" 11 111 11 111 111 1111 111 111111 111111 11/111 

編 集 後 記

本号の企画は， 近代恕築絢査委員会の 方でまとめら れた志 のである 。

と承知のように， 近代建築調査餐民会報告として，毎号 1点づっ，発表

を行4よってきた。今回は， その 14回目に当るわけであるが，とくに，居

留地建策について， ひとつの特集としてまとめられたものである。資れ

・原稿をまとめられた花沢委員長伝ら ぴに， 林野幹司J ， 坂本震貝そ の他

の 方々 Ｑｾ ｊＵＨくお礼申します。

電 動ー式 ~ 箱 型 ・ ウ オ ー ム ・ス パ 一

手 動 式 ~ 自 動 ・鎖 ・ オ ー ト マ チ ノ ク

ス テ ン レ ス ・ ア ル ミ ニ ウ ム ・ シ ャ y ター

25j111実製作所大阪支庖

大 阪 市 北 区 若 松 町J 3 0 電 話 ( 34) 9 0 0 4 ・9 0 16 ・4 8 2 5

本 社 及 工 場 ・ 精 玉 県 与 野 町

東京事務所及工場 ・東京都北区田端町
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52tt 大島化学のひふくτっばんを

ｅｼ 市路弘ｾ ｾＺＺ｡＿ ＢＭＧＳ ＺＱレ ｾｊｾ
カ ラ ー ス タ ン ダ ー ド メ タ ノ レ

縄騒樽》

大 島 応 用 化 学 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 4 の104 @3679 ・“ 81 ・8471

支 r. 5 新 居 浜 ・名 古 屋 ・四 日 市・ 広 ぬ

田中式
ヌカイライト・ベンチレーター

スチールサ・ν シュ・ドアー

スチールシャ'Yター・オペレーター

何回中工業様式会事t大阪出張所

本 社 東 京 第 一 工 場 東 京郷 ・ 田 区 綿 糸 町 1 - 25 

東 京 筋 二 工場 東 京飾 畠 田 区 吾 楠 町 東 4 - 122 

小 歯 工 場 福岡 県 小 倉 市 赤 坂 上 の 宿37

川 崎 工 場 神 奈川 県 川 崎 市 東 波 田 3 - 43 

唱し脱 出 張 所 北 海 道 札 幌 市 北 上 過 東 4 丁 目 4

盛 岡 代 理 窟 岩 手 県 盛 岡 市 木 伏柑 ・東司E建 設 { 繰 )

名古屋代狸1 ! 1 l t 知 県 名 古 鹿 市 西 区 西 菊 井 町2- 12 ・阿国温材 K K

米 子 代 理 底 鳥 取 県 米 子 市 毎 回 町 2 - 93 ・吉 田 工 務 底

民 崎 代 理 底 長 崎 県 長 崎 市 要 町11 ・関 西 工 業 ( 有 }

ｔｅｌ 大 阪例 ｾＳＴＱ ( 代表) ・胸骨6342

T E L 東宣言 (623) 代 表01 師 - 0108 ・(622 ) 07町、

T E L  東 京 (611 ) 2118 - 9

T E L  小 宮0653 ・2833

T E L 川 崎 ② 4540

T E L キL・1昆 @6762 ・05 15

T E L 盛 岡 7642

T E L 名 古 屋 恒3 ) 0121 ・2057

T E L 米 子 4683 

T E L 長 崎 ② 6046

続 式

会 i l 商 庖

大阪市北区、真砂町 5 番 地 電 話 大 阪 (34)207--8・4.836"'-'7



一 一 特 命 又 は 指 名 の 場 合 は 本 欄 を ど 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す 一 一 ー

空気調和装置、各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・施 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

暖 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

工施計設

大阪市北区堂島船大工町五三番地( 毎日 大阪会館内)

電 話 大 阪 @ 局 8 3 5 6  ( 代表)

東京都中央区日本橋兜町三丁目二四番地

東 京 ・名古屋 出 張 所 九 州

東 京 都 足 立 区 下 沼 田 町 3 6 0 番 地

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

社

居

場

本

支

工

大阪市北区中ノ島 3 丁目 3 番地( 朝日 ピノレ 8 階)

電 話 大 阪 @ 7 6 4 1 (大 代 )

社東京都千代田区神田重量河台 4 丁 目 2 番地本

設 計 施工

去を 大 阪 城 口 研 究 所

生

気重:ま
排

冷

給

暖

取 締 役 社 長 菅 谷 三 郎

大阪市西区江戸坦南通一丁目三七番地

電 話 大 阪 @ 大 代 表 8 2 3 1 i耳

東 京 ・名 古 屋

京都 ・神戸 ・岡山 ・高松 ・広島 ・福岡

熊本 ・札幌 ・仙 台 ・新 潟 ・金沢 ・福 井

庖本

支

出

平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電話大阪@7575(代表)

京都市東山区大和穴路大仏前・ 電話京都⑥4似 5(代表)

神戸市生田区下山手通六ノー ・電話神 戸④5892

庸口城代表取締役

広

所強

暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 空 気 調 和

病院諸機械・給排水・衛生

斎 藤 省 三 商 庖

東 京 駅 前 丸 ピ ノ レ 6 階 6 7 6 区

電 話 東 京 ( 201) 3761 ・3762・3763・3764

大 阪 市 西 区 土 佐 沼 通 大 同 ピル714号

電 話 大 阪 @1 5 6 8 ・1 5 6 9 ・2594

札 幌 ・北 四 ・西 四 ( 札 幌 駅 前 )

電 話 札 幌 ② 0 0 1 0 ・0 9 5 6 ③ 4 6 6 1

名 古 屋 市 中 区 南 大 津 通 一 丁 目 千 代

田 ピ ル ＵＲＲ 号電話中局ｾ 1  7  6 6  

創 業

大正二年

水道 ・衛生・暖冷房 ・其他管工事

設 計 並 施 工

特許Y M式 J レーフドレイ Y 製造販売

( 旧斎藤久孝事務所)

広

庖

庖

練式

会社

東 京

幌

阪大

キL

斎久工業株式会社大阪支庖

大阪市南区j順慶町通ー丁目四四番地

I 電話大阪⑧代表4496""' :8 ・4993- 4番

庖 東 京都 千 代 田区 丸ノ内 2 ノ 8 仲12号館 5 号

ー電器、C281) 周 回05- 8番

金沢営業所金沢守 官「 高岡 町 三五電話金沢 ｾ ｀ ＲＰＷＴ
福 井出 張 所 福 井 市 城 之 橋 下 町一O 電 話 福 井 2436

高松出 張 所 高 松 市 二 番 丁 九 電 話 高 松 ②5195

本

名 古 屋 后

暖 房 ・冷 房 ・水道 ・衛 生 設 備i

霞 針 施 工

暖冷房 ・環袋衛生 ・水 道 ・電気 ・厨房 ・築炉

鋼 桜 建 具 ・軽 量 間 仕 切 ・工 事 設 計 施 工

鋼 管 ・荷 役 機 械 ・製 造 販 売

機 工 業 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 山 田 熊 男

取締役支庄長 池 田 英 太 郎

大 阪 市 東 区 高 麗 橋 三 丁 目 壱 番 地 電 話 代表 2喝局 2951 3079  

本 社 東 京 都 千 代 田 区 有 者 巨 町 壱 丁 目 十 番 地

支 庖 ・出 張 所 名 古 厩 ・福岡 ・札 幌 ・広島

工 場 川 崎 ・鶴 見 ・中 涼 ・六 郷

賀 工 業 株 式 会

大阪市西区土佐掘通 1 丁目 14番 地

電 話 @ 代 表 5 1 7 1 番

東京都港区芝田村町 6 丁 目 電 蔀(30 代表 7121

名古屋市中区材木町 1 丁目 電 話 @ 代 表 7856

京都市下京区烏丸通松原下ノレ電話⑤ 1989・2255

神戸市生田区北長狭通2丁 目 電 話 ③ 代 表 5101

福 岡 市 千 代 栄 町 電 話 ⑧ 代 表 4731

社須

東 京 支 庖

名古屋支庖

京 都 支 庖

神 戸 支 庖

福 岡 支 庖

空 気 調 和 装 置 ・ 塗 装 乾 燥 装 置

世 計 施

給水 ・排水 ・衛生設備 ・暖房設備

汚水浄化装置 ・都市廃物処理装置 エ

株式

会 社
社

支 底

材

大

大 阪 市 北区中ノ島 二丁目( 新朝日ピノレ 5 階)

電 話 大 阪 @舶41 ( 代)

東京都中央区八重洲三丁目七

名古屋市中区西万町二丁回 一

阪

建
西原衛生工業所大阪庖

大阪市大淀区中津南通 2 丁目51 電話大阪@3415

東京司E務所 東京都港区西芝浦3の1電話東京(451) 5281

広島出強所 広 島 市 空 鞘 町 99の1 電話広島③7弘 4

循岡出強所 福岡市下呉服町2の9 電話福岡②5389

祐 徳ピノレ

株式

会社

本社及東京支庖

. .  . 所

2  



一 一 特 命 文 は 指 名 の 場 合 は 本 欄 を ど 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す 一 一

本 社

出張所

株式会社

暖 冷 房 ・ 温 湿 度 調 整

水 道 ・ 衛 生 ・ 環 境 衛 生 装 置

設 計 施 工

山 田 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 西 区 京 町 堀 上 通 1 丁 目 7

m @  ( 代表) 2  6  1  3 ・( 代 表) 9 4 3  1  

神 戸 市 生 田 区 北 長 狭 通 7 丁 目 1 の 1

m @  1  7  7  8 ・4 3 8 6  

名古屋市中村区牧野町 1 - 6 電 話 @ ω6 6

東 京 都 北 区 上 十 条 1 の10 電 (911) 2346 

広 島 市 西 魚 屋 町 3 1 電 ② 1 3 7 5

営業所

出張所

生

置

暖

温

暖 冷 房 ・水 道 衛 生 工 事

設 計 施 工

栄 興

社株式会社

. A.  

ｾ＠

取 締 役 社 長 中 山 敏 正

広 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 二 丁目一番地

電 話 大 阪 ⑬ 3 3 9 1 - 5 番

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 ー 九 番 地

電 話 (351) '2  1  7  7  - 8 番

神戸市生悶区下山手通八丁目 三三 電話元町@3035番

京 都 市 中 京 区 高 倉 通 三 条 下 ル 電 話 上 ③ お69番

背 灘 保 三 沢 市 上 久 保 三 一 地 訴 大 三 沢話番

商株式会社

庖

神戸出強所

京都出張所

三沢出強所

本

支

温湿度調盤・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

温 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 富 田 町 初 電話大阪@jjSEnL。

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 2 - 10 

話 (281) 2  6  3  1 ー 5

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

電 話 7 3  3  2  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6

電 話 ③ 2 8  9  3  

⑨ 日 本 管 工 業 株 式 会 社

市 川 進 男代表取締役

京 都 市 中 京 区 両替町通リ街t小路上J レ

電 話 @( 代表) 7975 ・〈夜間専用 ) 5532

大阪市北区天満橋筋1-37( 天満繍北詰)

電 話 @8  8  2  9  

四日市市浜田西末広町電話7503・36白

津 市 栄 町 2 - 111 電 話 3 6 1 0

社

大 阪 営 * 所

本

仙 台 支 庖

四日市営幾所

2事 官f t雄 所

名古屋出張所

社

蝿 房 ・ 冷 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 衛 生 股 備

設 計 施 工

大 嘉 熱 工 業 株 式 会

取締役社長 高 橋 政 四 郎

阪 大 阪 市 北 区 万 才 町 四 三 浪 速 ピノレ六階

話 大 阪 @ 直 通 2 0 8 5 ・5 7 2 5  

( 代) 98.51 - 9 ・伺5 1 - 9

東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 町 一 ノ 八

電 話 東 京 (291) 8  ，0  0  2  - 3  

愛 媛 県 川 之 江 市 ・ 九 州 福 岡 市

気 ・ 空 気 調 和

生・電 気

施 工

暖 冷 房 ・ 換

給 排 水 ・ 衛

設 計

京

大

• 

本 熱 学 工 業 株 式 会 社

取締役社長 牛 田 正 郎

社 大 阪 市 東 区 唐 物 町 5 丁 目 1 0  

電 話 大 阪 ⑧ ( 代) 5 1 7 1 - 3 ・3 6 4 3

東 京 都 千 代 田 区 神 田 和 泉 町 l

電 話 東 京 (866) 7683 ・7 7 1 6 ・2 5 9 4

下 関 市 大 和 町 33 大和ピノレ 23号室

電 話 ② 7 3  0  6  

日

本

東 京 支 腐

西部営* 所

出張所

ι

Z

)
番

3

番

)

番

岡

ι

S

L

F

U

レ

置

一

一

•. 

U

]

の

]

υ

6

喜

一

一

ラ
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会

伏

山
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畑

山
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ノ

シ

工

C
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子

宮
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c
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4
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H
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屋

芯
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列

鋼

阪

京
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古
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レ

設

4

且

大

東

東

名

房

こ

サ

暖

ァ

ヂ

冷

フ

ス

冷房・暖房・温湿度調整装置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

暖 房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 段 備

設 計 施 工

三 晃 商 会

大 阪 市 北 区 富 田 町 一 六 @7031⑧6793

東京都中火区宝町二 ・六(村キピル2階 )(561}5441

名古屋市中区新栄町二丁目ー ①1820 

稲 井 市 宝 永 上 町 一 O 五 1596 

松江市東本町四丁目 一四九 5098 

広 島 市 紙 屋 町 八 ②1938

福 岡 市 養 巴 町 二 二 @ 1158

房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛

湿 度 調 整 装

設 計 施 工

朝 日 工 業

大阪市北区中之島 4 - 39 電@6671- 5

東 京 支 庖 東京都港区芝浜松町 2ー 7 !K (431)  7  3  4  1  - 5  

北海道出強所 札 幌 市 北 四 条 西 15丁 目 電 ⑤ o  1  0  6  

仙 台 出 張 所 仙台市元寺小路( 五域ピ J レ ) 電 ② 806 1・③ 9261

名古屋出張所 名古屋市中区東陽町 6- 5 電 @1270 ・1484

広 島 出 張 所 広島市大手町 Ｘ Ｍ ＱＵＵ 電③ ＷＹＴＷ ・ ｾ ＶＴＳＸ

福 岡 出 張 所 福 間 市 灘 研 町 3 電 @0788・@ O296

理 研

大阪営業所

本社・工掲

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 西 区 江 戸 姻 北 通 3 丁目 4 6 番 地

話 大 阪 ⑬ ( 代 表 ) 3  8  1  8  

東 京 都 文 京 区 元 町 2 丁 目 1 7 番 地

電 話 (921) ( 代表) 6  2  9  4  

支庖出彊所 名古屋 ・福岡 ・札幌 ・仙台 ・高松 ・広島

社本

本社・分室

所

3  

割民'I!f 
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社

各 種 電 気 工 事 股 計 施 工

気

取締役社長 浅 海 正 雄

社 大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

- 電 話 大 阪 @ 5 2 7 3 - 5 ・5 4 5 1 - 2

東 京 支 社 東 京 都 港 区 赤 坂 溜 池 町 1

電 話 (481) 1316・2536 ・4715 ・3573

名 古 屋 ・札 幌 ・沖 縄 ・福 岡

. d.  

' : 2x 株 式浅 海 電

電 気 工 事 設 計 施 工

本

社

大 阪 市 北 区 野 崎 町 八 O

話 ・大 阪 ⑧ 2 8 9 1- 5 審

東 京 支 庖 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 掘 二 丁 目十二

話 (551) 8 3  3  0 ・8 3  0  3  

名 古 屋 ・神 戸 ・岡 山 ・広 島 ・福 岡

. .6.  

ｾ＠式株気電藤エ

営 業 所所業営

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

社
. .6.  

コヨE

電 気 工 事 位 計 施 工

式株業エ原栗

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

騰

本 社 大 阪 市 北 区 梅 ケ 校 町二五番地

電話大阪ｾ 8131代表 - 4 ⑧7263

営 業 所 東 京 ・名古屋 ・新 宮 ・御 坊

村
ム
「
，取締役社長

英

大阪市北区永楽町 8 番地( 日産生命館)

電 話 大 阪 @ 代 表 1 2 3 4 - 9

支 社 東京都港区芝浜松町( 大門ピノレ)

出強所 名古屋 ・舞 鶴 ・広 島 ・八 幡

福 岡 ・富 山

原粟取締役社長
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. .6.  

ｾ＠

各 種 電 気 工 事 段 計 施 工

商気ト 電マヤ株式会社

太

大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 例 代 3 0 5 6  

東 京 都 中 央 区 銀 座 東 8 丁 目 4 番 地

全国燃料会館607号室 電話東京(5 4m464

大阪南 ・北海道 ・名古屋 ・四日市・福 山 相 岡

龍本山取締役社長

社

東京営業所

本

所張出

事

工

エ気

計 ・

電

設

電 気 工 事 設 計 施 工

気 株 式 会

山 本 博 三

本 社 大 限 市 北 区 中 之 島 三 丁 目 三 朝 日 ピ ル 7 階

電 鋸 大 阪 局 @ 9 5 3 1 (大 代 表 〉

曽怠所 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 リ 四 丁 目 十 一 番 地

電 話 大 阪 局 @ 5  2  0  1 番( 代 表) - 3  

出現所 京 都 市 右 京 区 西 院 今 回 町 六 番 地

電 話 京 都 局 ⑧ 3 4  8  1 番

社

施

電陽朝

社

. .6.  

ｾ＠式株機電宝一ー
一

取 締 役 社 長

鵬 帝役 社 長 嘉 納 伝 三

社 大 阪 市 北 区 絹 笠 町50( 堂ピル 3 階)

電 話 。12 ) 1 4 7 1 ({そ) - 5  

大 阪 市 大 淀 区 浦 江 北 2 丁 目 51

電 話 附 5 1  4  8 ・6 6 4 6  

東 京 都 中 央 区 西 八 丁 掘 4 丁目 10番地

: 後関ピル 3 階) 電話( 55 1) 5590- 2  

名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 町 2 ノ l

ｾＳ＠ (55) 7 1 4 6  

庫

Qi 

本

倉

支

営業所

電気設備工事 ・設計・施工電 気 工 事 設 計 施 工

社

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 三 丁 目 一 五

電 話 @5143 ・5373 ・9594 ・21 34 

大 阪 市 城 東 区 野 江 西 之 町 三 丁 目 ァ 一 三

電 話 @ 2  1  9  3  

.o除

ｾ＠

明

式

正

株

本

. f : = 

ヌL

中

電

取締役社長

本

社

中

本

社
. .6.  

ｾ＠

取締役社長 猪 飼 孝 次 郎

社 大 阪 市 生 野 区 勝 山 通 9 丁 目 72

電 話 (716) 4  0  3  5  ( 代) - 8  

東 京 都 新 宿 区 淀 橋 5 3 3

話 東 京 (371) 6  2  0  3  

沢・名古屋 ・高 知 ・広 島

式株

It: := 

ヌL電東

社

本

支

j工

機智工渇

資材 倉庫

金

ー4

出張所



負

装 庖
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塗

事工

PAI NTI NG 

装

林

塗

株式

会社

電 気 工 事 設 計 施 工

並 架 線 金 異 製 作 販 売

( 日本工業規格表示工場)

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 梶 本 秀 尾

大 阪 市 東 区 森 之 宮 東 之 町

電 話 大 阪 (94) 6531 ( 代) - 5  

支 唐 名 古 。屋

出彊所 東 京 ・岡
TEL. 大 阪 @1756- 7・東京@ J 13符

司山 ・門

簡普・綾五 .t :J. -&iを

ペンキレチ・?減-Jt

曾

τ

れ

商

ル

引

い

幸

一一

三

2

⑩.  だ い わ

大 和 洋 瓦

雨風I C . 強く緩勾配 iζ 最適

超軽量荷重( 坪当 37貫)

和型より安い

組 大仏瓦，各種和洋瓦

工 事 情 負 一 式

京都市東山区今熊野池閲覧I 九 ⑥ お55

大 阪 市東区内淡路町一丁目 @  975  

:]  
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沼
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川

一

刈

.
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制

一

剣

』
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金号

4 ・、 商 月 報 無 料 送 呈

令 井 田 商 事 株 式 会 批

大阪市浪速区西円手町ー0 一七暑地湊町駅貨拘入き門前

電 話 (53) 4  8  9 0  (54) 0808- 9 

Stdndard 

メ タ ル フ ォ ー ム 用 特 号

関 西 代 理 屈 株 式 会 社 金 剛 商 会

大阪市西淀川区野里町1231 阪神国道 里子里電停前

製 造 元 東 京サシヒッ ト商 会 電 大 阪@0417・4091
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|  鈴 木 式 防 火 シ ャ ム ア I

ゆ

会商アタヤン木鈴株 式 会 社

電 話 @∞98 ・5837 ・8729

φ
日

ト

ロ
回
一

器

内

随
一

守

A

一

輔

H

A

W

一

申
一

回

伊

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 33

大 阪 ガ ス 会 社 指 定

田 中 風 呂 銭 信 京

大阪市浪速区元町1丁 目742 但 ν 賑 矯 電 停 前 電 話 ⑧5313 ・8128

シ判。-

置空当 ｾｈｾ ミヨ主晶［ミｾＧＱｾ 瞳僧量密量・ーーーーーーーーーー

社
A .  

ｾ＠式株業エ和
官

「
J

 

大 阪 市 浪 速 区 河 原 町 2 丁 目 電 (64) .5750 ・8444

東 京 都 太 回 区 椛 谷 町 4 丁 目 電(741)0160 ・'1. 733

大阪工場

東京工渇

鋼

製

具

売

建

販

製

作

ゐ

宮式株

⑩ 
社

電 話 城 東 @ 8261-3番

営業所・広 島 ・長 崎

業

犬阪市減東区野江西之町2- 2

支 庖 ・ 福 岡

鋼進栄

工業用及建築用各種石灰製造販売

セ メ ン ト

小野田 レ ミ コ ン 特 約 販 売庖

プ ロ ッ ク

セ シ ト ラ ノ レ 硝 子 特 約 販 売 広

樫 野 石 友 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

リグノイド床・床材料

製造 ・販売 ・施工

大 阪 市 北 区 曽 根 崎 新 地 三 丁 目 十 四 番 地

( 桜橋m停曽根崎新地西入) 電話大阪@1274- 6

支 后 ・ 東 京 ・神 戸 ・ 姫 路 ・ 徳 島 ・ 高 松

福 屋 工 業 株 式 会 社

大阪市西区南郷江上通一丁目 三一

匂 話 大 阪 ⑧ 3 4 2 6 - 7

后本

6  



吸

音

テ

ッ

ク

ス

! 耐火ボード l

本 社 神 戸 市 生 田 区 長 狭 通 四 ノ 一地産ピル

T E L 神戸 ③ 0 8 8  1  - 3  

支 庖 大 阪 市北区絹笠町五O 堂ピル 5 階

T E L 大阪白 12)  2 0 3 1 - 4  

/  

決然えない

一
一

脳邑￥"!'':JJ

タイガー悶

<$> 

総紛の壁目占材料

オー吻クロース

リづ符.

糞誕1¥ネル

。度盲多1 L 合板

ベニヤトーン

立体塗草書合ｾ

t 1- べライト

厄iEヲヌ粛~ド

努ｾｾ芳一トＭ Ｎ ＺＮ［
結対に亀裂を生じない重IJ 期的下塗壁材

幅

拡

澗

山

一
A

M

V
細

川

誠

宮

町

6

5

詔

@  

剛院副隊ｾ
キーンヌセメント

各種焼石膏

告野厄蒼太阪支庖

工場文阪市住舌区西加賀屋町4T1381

苦言語 往舌 (67) 5109 

社本

大阪市東住吉区桑津町 3 T日59

電 話 大 阪 ⑬ 1 2 9 6 - 7

和 歌 山 市 新 堀 6 丁 目 13

電 話 和 歌 山 ②位98 ・9435，.

福 岡 蛍 集 所

東邦商会 出彊月時

工

諸 官 庁 御 指 定

吹付及び掻落ソリジットスタイン

床材 ( 合同リグノイド) マ.グネシート

外壁シリコン防水

製 遥 。 販 売 。 責 任 施 工

合 同 特 許 建 材 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 山 下 謙 治

大阪市東住吉区困辺東之町 3- 1ω 官官大阪@ 9  0  8  6  

大 阪 市 東 住 吉 区 駒 川 町 3- 54 電 大 阪 @'4370 ・f j / 印

広 島 市 比 治 山 本 町 1 1 8 0 電広島 o 4  9  6  7  

東 京 都 新 宿 区 花 園 町 4 6 電東京(351)5298 ・5264

本 社

営業所

出張所

出張所

軽 量 鉄

設 計 ・ 施

新 鋼 建 設 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 吉 田 信 武

大 阪 市 西 区 新 町 通 2 丁 目 2 5

電 話 ⑧ 7 4 1 8 ・6 0 9 ・6 5 7 5

神 戸 市 東 灘 区 本 庄 町 青 木 古 堂 町 53

電 話 神 戸 ③ 6 1 6

広 島 県 御 調 郡 向 島 町 立 花 3 0 1 0

電 話 尾 道 2 8 6 8 向 島 西 1 9  

骨

工

社

渇

本

7  
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ア ル ミ ニ ウ ム の 総 合 メ ー カ ー

町 … 押 出 型 材

党け液製煤ラス

療室重賞品

ポリエステ J レ樹脂

硝 子 繊 維 強 化 板

製造元大日本硝子工業雲霊

大阪市北区玉江町2- 4 (三菱倉庫 ピノレ) 電話 大阪 @3389 ・1389

東 京 都 中 央 区 京 橋 3- 6 11 話 ( 281) 6 9  2  6  - .8  

S 冷 蔵 庫 防 熱 工 事 ーー アスファノレ ト防 水工 事 堅

選 ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスフアル トタイノレ工事 S

議耐酸モノレタノレ工事 ミ ・ 各 種 床 工 事 選

大 阪 耐 自 発 Z 業 A

大阪市北区浮田町82番地 電話大阪@1333番

I I . G. C試

. イ ン シ ュ ラ イ ト 工 事 責 任 施 工

メ タ リ ヤ ン メ ッ シ ュ D. M3 8 番 責 任 施 工

米 国 パ ブ コ . コ ン パ ウ ン ド ア ス フ ア ル ト 販 売

内外Z 業株式会社

脇 山 静 夫

N.  G. イン シュ ライト断熱材製造量発 売 元

8  



最 夏 の コ ン ク リ ー ト を 保 証 す る ・ ・ ・

日曹マスヲー巴" ル9':. ・: : x 株式会社

酔

設 立 御 挨 拶

セメント介散剤「ポゾリスJ に闘し毎 々格別の御引立を賜わり 有襲撃く

御礼申上げます

今般皆様の御支援により目曹マスターピルグーズ株式全社は、お蔭様

にて無事設立いたしました。 当社は

従来日本曹達株式会社、日曹商事株式会社の「ポゾリス」関係業務を引

継ぐと共に、ポリゾリスを始め輸入諾建材の国産化を図るべく 12月 1 日

より業務を開始いたしました

当 社 は ( 1  ) 輸 入 各 種 建 材 の 国 産 化

( 2)  各 工 事 に 適 応 し た 高 度 の 製 品

( 3 )  テ ク ニ 力 ル サ ー ビ ス の 徹 底

をモットーとして、日頃のご愛顧にお報い致したし、と存じます

何卒弊社に対し倍旧の御指導御支援を賜わりますよう御願い申上げます

セメント分散期j

ボ ゾ リ ス

ネ オ ・ ポ ゾ リ ス

モルタル

無 i収書官、注 入 剤

エ ム ペ コ

コンクリ ート安. 面

耐 磨 耗 剤

マ ス タ ー プ レ ー ト

コンク y ート表面

カ ラ ー 耐 磨 粍 剤j

カ ラ ク ロ ン

コンク D ート・モルタル

防 水 郷 氷 河l

ス テ ア ロ リ ス

コンク y ートゼロスランプ

ワオカピリチイ増進剤j

} J . ， . プ リ リ ス

: ) t 他緒製品

臨 鱒 贈

盟峰雄輔離慰霊自
臨鞘轟

自由マスヲーピル，ース株式会員

本 社 東 京 都 千 代 凶 大 手 町 2 の 4 ( 新大手町ピル〉

大 阪 出 強 所 大 阪 市 東 区 北 浜 2 の 90 ( 日産生命館)

名古屋出ｾ所 名古屋市中区新栄町 Ｑ の Ｖ ( 朝日 生命館内)

福 岡 出 強 所 徳 岡 市 天 神 町 8 (西日本ピル内}

仙台出ｾ所仙 台市一番丁 ｬｬＨ 東 一ピル内ｽ

札 幌 出 強 所 札 眺 市 北 三 条 西 2 丁目( 桑沢商庖内)

二本木出強所 新潟県中頭波郡中郷村( 日曹二本木工場内)

高岡出ｾ所 富山県高岡市向野本町ｻ日曹高岡工嶋内 ｽ

9  



M-
a  肉厚が極めて薄い

b  強度が高い

c  管の長さが自由に製作

出来る

d  管の接続が簡便

e  最も経済的な価格

丸 和 の

軽 量 螺 旋 鍋

製 造 ・ 販 売 冗

e  丸 手口 エ 業株 式

oO. .  

ヨ玄 社

( カタ ロ グ進呈) 大 阪 市 東 淀川 区 三樟 屋 南 通 5 ノ l 篭 話 大 阪 ( 30 1) 5  3  6  9 番

ク ス 床 材 の 決 定 版 /

ｔｌ 軍ザイグ ｾＷｄ ・，Ｉグ ｉ

WTL宅ザ11'1・7

R

D‘ 1'1'1

* フ ロ ー リ ン グ は ラ ン バ ー コ ア 合 板 式 で 狂 い が な く

簡 単 に 張 る 事 が 出 来 ま す 寸 法 が一 定 し て い ま す か ら

取扱が便利ですその上値段は寄木のJ 1 位の格安です

* ブ ロ ッ ク は タ イ ル 式 で コ ン ク リ ー ト や 板 の 上 に 接

着 剤 で 簡 単 に 安 価 に 豪 華 な 寄 木 張 の 床 が 出 来 ま す o

. ( 各々樹種はなら、さくらがございます )

製 造 元 天 塩川 木 材 工 業 株 式 会 社

関西総代理底 太 洋 木 材 工 業 株 式 会 社

大 阪市 東 区 繊 細 6 丁目 2 1  電 話 大 阪 ⑧ 1 0 2 5 ・5 1  2 7  

10 



置 韻 語 扇 面 遍 面 器 韻 扇 面 画 壇 堕 面 車 型 建

. 防 水 工 事 施 工 に 望 む .

防 水 工 事 は 建 築 工 事 の 最 も 枢 要 な 部 門 の 一 つ で あ り そ の 良 否 は 建

築物の死命を制すると言っても過言ではない。

外 部 に 見 え な い と 言 う 理 由 で 或 は 文 そ の 効 果 が 年 月 を 経 て は じ め

て表われると 言 う 理 由 で 不 当 な 競 争 の 結 果 組 雑 な 工 事 に 趨 り 或 は 一

部 に 防 水 工 事 は い く ら で も 安 く 出 来 る と 云 う 概 念 す ら あ る こ と は 極

めて危険であり建築技術の向上を阻害すること甚しいものである。

アスフ アル ト 防 水 工 事 は 今 更 こ と 新 し く 言 う ま で も な く 適 切 な 材

料 の 選 択 は 勿 論 そ の 施 工 が 最 も 大 切 で あ り 、 し か も そ れ は 明 確 な 責

任を伴うものでなければならない。

斯 界 激 讃 の 冊 子

一 一 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 事 一一

・年 限 仕 様 の 理 論 と 実 際 ・￥4 0 0 干6 0

建築家に限り 2 割 引

何 よ り も 安 心 で き る 年 限 仕 様

ω  

言西日本アスフアルト事業協同組合

大 阪 市 西 区 京 町 堀 上 通 l ノ I 4  T E L ⑭ 代 表5951 夜 間 管 理 人 室 用 ⑬ 9910

東京連絡所 東京都足立区小台町 6 3 3 (田島応用内) T E L  @ I 代 表 I 1 8 1  

f  

11 



( カ タ ロ グ 進 呈 )

角 形 鋼 管

「 鋼 管 を 素 管 と し た

継 目 角 形 鋼 管 」

形鋼を組合わせて溶接した角形鋼管と比べると

均質で、経量で、 経済的 な( 高級) 継目角形鋼管

。
住友金属工業株式会社

本 壮 大 阪 市 東 区 瓦 町 4 丁 目 3 1電話( 大代表} 大阪( 27) 2201  

支 社軍事郷千代岡区丸ノ内 1丁目 8ノ6( 新住友ピル} 電話{ 大代表) 東京 ( 21U2211

橿 陶 骨 量 所 福 岡 市 天 神 町 5 8 番 ( 荒神ピル 8 陪) 電信緬剛5国1剖 3582

広 島 肯 富 所 広 島 市 量 屋 町 8 番 地 { 広 電 ピ ル 内} 電館広 .l( 2n47卜 7596

名古置官車所 名古腫市東区丸島町5・9 (住宜薗穆名古量ピ叫 電E 名古園開14曲 .6222

仙 台 骨 量 所 仙 古 市 車 l 書 町 1 1 東 l 番 丁 ピ ル 内 電欝仙岳(3) 3501・(5)2臼3

札 幌 骨 量 所 札幌市北大通西4丁目 6( 住友生命札幌ピル内) 電 話 札 鴨 川 0 3 7 8

超硬骨材に顔料、薬品等を配合した粉末剤でその僅水練り、金銭仕上げの為特に技術を要せず、

色ムラ、ノ口汚れ等の鉄点がない耐磨粍性特に強大、表面滑らかで美しく清潔、耐水性に富み

価格低廉であります。( 坪当り材事I { t ￥ 950) 仕上り厚き約2 '%. 程度

学校、工場、病院、事務所、商底、ガレーヂ、ガソリンスタ ン ド、住宅の玄関、流し、浴室等

に 最 適 で あ り ま す 。 ( 求 代 理 腐)

議 詰 工 業 株 式 会 社

青 写 真 と マ イ ク ロ フ ィ ル ム

大 阪 市 此 花 区 四 貫 島 旭 町 1 - 3  

T E L  大阪 ( 46) 3 5  9 4  

電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社 内 外 写 真 阪 急 電 気 工 事 株 式 会 社

製 図 ・トレース・ 複 写 写 真

大阪市北区堂島北 町16 T  E  L  @9055C代表) T E L 大阪 (301) 1151 (代) 名 古 屋 @5980 

12 
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吸 音 断 熱 耐 火 材

8卒7スべストa新Jl4;え

B寺イt のf!;ftは

- 脅かな f

軽い耐火板建 築 基 準 法 定 不 燃 材 料

・125京L く冬嘆す12f

Ｎ、Ｊｾ長う ｌ ない ｦ
7ァイ7i"'_P

一/ 日 本 ア ス ベ ス ト 株 式 会 社

忌寄様逗き 本 社 東 京 都 中 央 区 銀 臨 西 6 丁目 3 番地

N. A. J C 仮事務所東京都港区芝公幽 Ｕ 号地 Ｑ Ｒ ｾ 地 Ｙ 号

厚 さ ( m m) ' 4.  6 .  8.  10.  12 

大 さ ( m m) 9  1  0  x  1  8  2  0  

1 2 1 0 x 2 4 2 0  

吸音板 3 0 3 x 3 0 3  

大さ ( m m) 9  1  0  x  1  8  2  0  

釘 打 ・鋸 引 ・取 付 … … 施 工 容 易

重 量・・・・・・ … ・・・・ . .. . . . . . . . . 木 材 以 下
電 話 ・銀 感 (571) 5 7 0 1  ( 代表)

大 阪 支 底 (25) 5 4 9 1 ・九 州 支 庖 (4) 1 7 4 7

名古屋支庖 (32)  6 5 9  1 ・札幌出張所 (3) 5  2  0  
本誌名記入お申越次第資料を送呈致します。

小野田バーライトの特性を活かした軽量 ・断熱 ・耐火 ・吸音

防湿の総点が特に卓れた強化気泡コンク リー卜板

塗装によって人造大理石が簡易 にできる特殊着色セメ ント

炉開FF!?そ撃の

御 問 合 せ は 最 寄 り 工 場 へ

東 京 工 湖 東京都江東区i奈川 豊州 l の !

神 戸 工 場 神 戸 市 灘 区 灘 浜 町 3

名古屋ヱ湯 名 古 屋 市 港 区 丸 池 町 l の l

13 



|  ア ス フ ア ル ト 防 水 の 材 料 と 工 事 は l  

( アイクエ オ』頃)

(301)  6437 ・6438

( 66)  8861- 2 

(97)  4460 ・8288

(44) 代 5951

( 47)  3131- 2 

八尾 (029) 2308 ・3039

(39)  0924- 5 ・2045

( 53)  5281- 3 

大 阪 市 東 淀 川 区 田川 通 5 丁目 9 1

大 阪 市 西 成 区 橋 通 9 丁 目 2 4  

大 阪 甫 城 東 区 西 嶋 野 6 了 目 4 3

大 阪 市 西 区 京 町 掘 上 通 1 丁目 1 4

大 阪 市 西 淀 川 区 姫 島 田IJ l 6 9 0

八 尾 市 字 太 子 堂 6 2  9  

大 阪 市 東 淀 川 区 痢 上 通 3 丁 目 3 9

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 丁 目 4 0

k.k.  

社

社

大阪出彊所

禦 k.k.

着陸 k. k.  

k. k.  大阪営議所

大 寂 営 黛 所

，韓

常

世

盛

k

工

k

材

工

工

工

工 禦

k.k.  

4 製 造 業 社

協 和 建

k.k. 工

k.k. エ

田 島 応 用 化

大 恵

東 亜

日 遷 化 学

日 新 工 業

( 23)  1731代 ・2931代

(44) 代8581- 5

( 45)  7601- 5 

( 312)  0871- 8 

( 39)  2 ω0 ・2207 ・0238

( 36) 回58- 9 ・回50

(53)  4520 ・8401

( 79)  4427 

(36)  0774 

(34)  4305 

(44)  5195- 6 

(23)  2771- 2 

(44)  5224 

( 73)  2514 

(44)  0255代 ・5392代

大 阪 市 東 区 瓦 町 2 ( 三 和 ピ ル)

大 阪 市 西 区 京 岡J 姻 上 通 2 丁 目4

大阪市福島区鷺州本通 1 丁 目 48 ノ 3

大 阪 市 北 区 万 才 町 4 7  

大 阪 市東 淀 川 区 新 商 南 通 1 丁目 28

大 阪 市 北 区 道 本 町 4 1  

大 阪 市 西 区 南 郷 江 一 番 町 1 4

大 阪 市 東 住 吉 区 矢 田 住 道 町 9 1 3

大 阪 市 北 区絹笠町5O (堂 ピノレ二階)

大 阪 市 北 区 送 松 田IJ 2 丁 目 7

大 阪 市 西 区 京 町 場 上 通 3 丁目 4 0

大 阪 市 東 区 北 浜 4 丁 目 1 9  

大 阪 市 西 区 江 戸 期 北 通 5 丁 目 3 6

大 阪 市 生 聖子区 生 里 子 田 島 町 94

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁 目 1 3

4 販 売 業 社

浅 野 物 産 k.k. 大 阪 支 腐

井 上 工 材 k.k.

池 田 商 事 k.k.

内 田 商 会

梅 本 石 油 k.k.

筏 松 商 会

大 阪 朝 日 遅 育 k.k.

三 友 ア ス フ ア ル ト k. k.

川 崎 物 産 k.k. 大 阪 営 難 所

中 西 遷 膏 産 業 k.k. 大陣営* 所

k.k. 長 野 商 庖

日 本 建 殴 興 業 k.k.

前 回 商 庖

村 井 工 業 所

山 女 商 事 k. k.

(37)  6555- 7 

(44)  3520 ・4564 ・1005

(37)  3340 ・3505

(37)  1333 

(33)  3679 ・似81 ・8471

( 35) お45

(35)  2922 

(94)  5561- 2 

(44)  5 ω8 ・5486

(34)  0207- 8 ・必36- 7

(34)  1105 ・お40

(37)  0251- 3 

( 26)  719財t

高 槻 ( 5) 1646- 7 

(63)  6221- 4 

京都 ( 5 ) 9954

(35)  4779 ・ω9 7

( 64)  3434- 6 

(54)  3785- 6 

(34)  1804 

(45) ω8 9  

(37)  3375 

(35)  9231 

(45)  23ω ・2030

( 94)  8125- 8 

(75)  7271 ・0871

神戸 ( 5 ) 2697 

神戸 Ｈ Ｕ Ｉ ｾＶＳＰ

神戸 ( 4) 6930 

神戸 ( 4) 5鎚 4

神戸 ( 6 ) 0505

岡山 ( 2 ) 4272 

尾道 27ω

広島 ( 2 ) 2881- 2 

高松 ( 3) 5034 

松山 0525 ・1159 ・2159

松山 2717

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 8  

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 下 通 1 丁 目 7

大阪市東淀川区元今里 北 通 1 丁目 31

大 阪 市 北 区 浮 田 町 8 2  

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 4 丁目 104

大 阪 市 北 区 間 心 町 1 丁 目 3 3

大 阪 市 北 区 空 心 町 1丁 目 3 0  

大 阪 市 東 区 船 越 町 2 丁 目 3 4  

大 阪 市 西 区 江 戸 婦 南 通 5 了目 3 5

大 阪 市 北 区 n 砂 町 5

大 阪 市 北 区 木 幡 町 18

大 阪 市 北 区 館 野 町 3 4

大 阪 市 南 区 温 町 2 丁 目 1 3  

高 槻 市 大 字 高 槻 1 4 6

大 阪 市 南 区 高 湾 四 番 丁 7 3  

京 都 市 下 京 区 西 七 条 比 輪 田 町28

大 阪 市 都 島 区 都 烏 中 通 6 丁 目 4 1

大 阪 市 阿 倍 野 区 旭 町 1 丁 目 5 1

大 阪市 西 区 新 町 北 通 1 丁 目 5 2

大 阪 市 北 区 富 田 町 4 0

大 阪 市 福 島 区 上 福 烏 北4 丁目 2 4

大阪市東淀川区木 川 西 ノ町 2 丁 目 6

大 阪 市 北 区 伊 勢 町 40

大 阪 市福 島 区 上 福 島 南 通 1 丁目 152

大 阪 市 .東 区 高 麗 橋 詰 町 2 1  

大 阪 市 天 王 寺 区 南 玉 造 町 4 3

神 戸 市 兵 !宿 区 荒 田 町 1 丁 目

神 戸 市 兵 庫 区 上 沢 通 6 丁 目 9

神 戸 市 兵 庫 区 神 田 町 4 3 9

神戸市生田区北長狭通 6 神繊共栄 ヒソレ

神 戸 市 兵 船 区 水 木 町 8 丁 目 5

岡 山 市 内 山 下 3 0 ノ 1 0  

尾 道 市 若 宮 町

広 島 市 鉄 砲 町 1 0 8

高 松 市 宮 脇 町 9 6 0

松 山 市 一 番 町

松 山 市 萱 町 2 丁 目 9 5  

4 工 事 業 社

旭 化 建 工 業 k . k.

k.k. 井 上 浄 夫 商 庖

k. k. 石 田 建 材 庖

大 阪 耐 . 工 * 所

大 島 応 用 化 学 工 事 . k. k.  

大 野 産 . k. k.  

k. k. カ ナ ヱ 商 会

共 栄 湿 膏 工 . k. k.  

k. k. 木 下 値 三 商 后

k. k. 久 保 商 庖

坂 口 興 黛 k.k.

清 水 興 . k. k.  

k. k. 新 光 商 膚

関 本 建 材 k. k.

k.k. 大 和 商 会

谷 中 建 材 工 事 院 k. k.

友 図 工 繁 練 式 会 社

内 外 I • k. k.  

日 新 工 材 孟.k.

日本遷膏工黛 ｫＮｫＮ 大阪支ｾ

フ タ パ 興 * 所

k.k. 双 葉 商 会

松 本 渥 膏 工 禦 k. k. 大 阪 支 唐

マ ル ヱ ス エ . k. k.  

k，k. 明 正 社

米 国 工 . 所

石 井 建 材 有 限 会 社

k.k. 中 出 商 会

三 備 工 事 量 所

中 村 湿 膏 工 * 株 式 会 社

日 建 涯 膏 工 事 韓 k占 .

有 限 会 社 小 野 谷 両 信

k. k. 浜 原 隻 商 庖

青 盛 建 材 k. k.

古 市 断 熱 工 事 . k. k.  

正 和 商 事 k.k.

k.k. 山 本 商 会

砂 費 助 会 員

丸 善 (27)  1251 ( 代)

|  社 固 ま 人 ア ス フ ア ル ト 同 業 会 関 西 支 部 く i 川 口 - 州 8湖 |  

大 阪 市 南 区 長 編 橋 筋 3 丁 目k. k.  泊石

14 



広 告 白

ア アスフアルト ……・・…・・・・・・… .14

浅海電気kk ・H ・H ・.... .・ H ・- ・… … 4

kk 朝日工業社…・ ・-…. . .・ H ・... 3  

伊奈製陶kk ・H ・H ・. .. ..・ H ・. . …中挟

井出商事kk … … ... ・H ・. . ……… 5

kk 岩住鉄工 lfr ・...・ H ・...・ H ・. ..前 付

岩元工業kk .……・・…. . . ・ H ・... . .16

kk 栄興商会… …・… ... ・H ・...… 13

栄進鋼業kk …...・ H ・，........・ H ・. 6

A B C商会. . . ・ H ・H ・H ・. . ……中扶

荏原製作所・ H ・H ・... ・H ・H ・. .. 表4

オリエ ンタルメタル製造K K … … 中挟

大阪建材工業kk …...・ H ・...…・・22

kk 大阪城ロ研究所・H ・H ・H ・H ・. . 2  

kk 大阪電気暖房商会...・ H ・.. .. . 2  

大阪耐酸工業所 ・H ・H ・.. …・…・・ 8

大島応用化工業kk …...・ H ・..... 1  

kk 奥村重兵衛商庖・・ H ・H ・. .. . 本文

奥山化工業kk ・H ・H ・-… H ・H ・....21

織本建築事務所 ・H ・H ・. .. ・H ・-… 19

小野田プロック kk ・H ・H ・- … … 13

小俣製作所. ...・ H ・.. .… … …・本文

カ 獲野石灰工業kk … … …...・ H ・.. 6  

kk 川岸窯業. . . ・H ・.....・ H ・. .. …・・ 5

川口ゴム工業kk …. ..・ H ・.. … 前付

関西暖房工業kk ・H ・H ・.....・ H ・.. 17

関西三星タイル会・ H ・H ・..… 前付

関西ペイシト… … … - … … 前付

柏原漉育… … … … … … … ・中挟

ヱ磁電気kk ・H ・H ・.....・ H ・. . .. ・H ・4

kk 久保商底・・ H ・H ・.....・ H ・..…・・ 1

久保田建材工業kk … … … ・・・中挟

kk 工英社. ... ・H ・....・ H ・- … ・・表2

栗原工業kk ...... ・H ・.....・ H ・.....4

kk 建材社・… ....・ H ・...・ H ・H ・H ・.. 2  

主主精工業kk …. .. ・H ・.. ..・ H ・...… 12

江東電気kk ・H ・H ・.....・ H ・H ・H ・. . 4

合同特許建材工業kk ・H ・H ・... .. 7  

恒和化学工業・ ・H ・H ・....・ H ・. . 本文

kk 金剛商会. . . ・ H ・.....・ H ・H ・H ・.. 5  

サ 斎久工業kk ・・ H ・H ・.. …...・ H ・.... 2  

ナシエス石膏kk … ...・ H ・. . …… 18

kk 斎藤省三商居…. . . ・H ・.. ...… 2

特 別 広 告 ( 順不同)

清水建設kk …. ...・ H ・. .…. . ..・ H ・3

日本板硝子kk … ……. . . . .. ・H ・.. . 4  

kk 小俣製作所・ H ・H ・..… … …・・ 5  

日本エヤープ ν ーキkk … … ・・ 8  

kk 矢橋大理石商庖・・ H ・H ・- … … 8

日本ハ ードボード工業kk … … 6

次 ( 50音l頃) 建 築 と 社 会 昭 和3昨 VoJ. 42 No. 2 

「材料 と設計J .…-・・・ H ・H ・本文

三機工業kk ………. . . . . ・H ・. .... 2  

kk 三幸商会…...・ H ・- …・. .，.. ・・ 5

kk 三晃商会… … ・… ...・ H ・... ・H ・3

三宝電機kk …・・ H ・H ・-… H ・H ・.. 4

kk 三和ν ヤッタ ー製作所… 布j 付

敷島金物kk ...・ H ・...・ H ・.. .・ ... 前付

昭和アノレミニクムkk … … … ... 8  

! I f r鋼建設工業kk … . ..・ H ・- …… 7

kk 新興建材工業所・・ H ・H ・-… … 21

須賀工業kk … … . ..・ H ・.. . .. ・H ・. 2

鈴木ν ヤタア商会 … ... ・H ・. .… 6

住友金属工業kk ・... .. ... . … … 12

タ 回島応用化工kk. … .. .・ H ・- …表4

回中工業kk ……. ..・ H ・..... ・H ・.. 1  

kk 問中風呂製作所…. . . ・ H ・..… 6

国辺工業kk … ... ・H ・-… H ・H ・- 本文

田村商会建材部・・H ・H ・...・ H ・.. .16

kk 谷山製作所. . . ・H ・H ・H ・. . . 一本文

第一企業kk .... ・H ・...・ H ・H ・H ・... 3  

第一工業kk …- … .... .・ H ・... ..… 3

大嘉熱工業kk ・・ H ・H ・.......・ H ・.. 3  

大日本硝子ヱ業kk ….....・ H ・. .. 8  

太洋木材工業kk .. .・ H ・一… … 10

大 仏 組 ... .・ H ・.... ・H ・-… H ・M ・. 5

高砂熱学工業kk …・・…. . . . ・H ・. 2  

kk 武智工務所. . . ・ H ・-… H ・H ・本文

淡陶kk …. . . ・H ・-…. . ..・ H ・. . . . 挟込

中央電気工業kk ……・・ H ・H ・. . . 4

朝陽電気kk ・H ・H ・.. …・… -…・・ 4

東京鋼板工業kk ・・H ・H ・.. .・H ・..17

東洋キャリア工業kk …...・ H ・.. 2  

東洋陶器kk ・H ・H ・-・・… ・.. .・ H ・前付

東洋リ ノ 3 ュームkk … … … 前付

東洋 ν ーヨ γ kk ・・H ・H ・- …・前付

ナ ナ ニ ワ 瓦 kk ……. .. ・H ・- ……… . 5

内外工業kk ・H ・H ・-……. . . ・ H ・... 8

内外建材kk. . . ・H ・.... .・ H ・... ・H ・.18

内外写真. . . . ・H ・. .. ...・ H ・...・ H ・..12

中本電 気kk ・H ・H ・. . . . …… H ・H ・. 4

浪速合板・・H ・H ・....・ H ・-… H ・H ・. 7  

浪速建材工業kk ・・H ・H ・....・ H ・.20

東洋 リノリ ュームkk ・H ・H ・. .… 7

kk 石渡康三郎塗装庖・… ...・ H ・. 7  

ヤマト電気商会 ・・…・・…… .. 8  

東光亀気工事kk 大阪支庖・…・・ 9

日本金具製作所 ・… ... .・H ・-… ・・ 9

浅海m気kk. . ..... .… ・…・ ・…・… 10

日共冷熱機材kk ・・ H ・H ・H ・H ・- 前付

日型f マスターピノレダーズkk … 9

日本アスベス トkk …・ H ・H ・. .… 13

日本管工業kk ・…… J … ....・ H ・.. 3  

kk 日本金具製作所. . . .・H ・- …前付

日本ナ ッν協会関西支部 … 前付

kk 日本ν ヤッタ 』製 作 所 … 表3

日本セメ γ ト防水剤製造所… 表3

日本ドアーチェアク製造K K … … 中挟

kk日本ドアーチ ェック製作所…・・・・・ ・17

日本熱学工業kk ・H ・H ・... ・H ・・. 3

日源化学工業kk …. . . ・ H ・....前付

酋日本アスフ アルト 事業協同組合…… 11

kk 西原術生工業所....・ H ・...・ H ・2

ハ kk 林塗装庖・・ H ・H ・- ……， ..... ... 5  

阪急電気工事 ...・ H ・-…. . . ・ H ・.12

kk 日立製作所・・H ・H ・. ...・ H ・. . 表2

kk 平川鉄工所…. . .・ H ・-… .. .. . 前付

平田 タイル・ H ・H ・H ・H ・... ..・ H ・..18

フタパ黒板 ...・ H ・... ..・ H ・.. …… 5

福屋工業kk ….....・ H ・... ... .・ H ・. 6

藤森建材kk ・・H ・H ・... ・H ・.. … 前付

平和工業kk ・・H ・H ・.... ・H ・...・ H ・. 6

北陸軽金属工業 …・………・・20

マ 前回白蟻. . . ・ H ・. .，・ H ・..... .・ H ・挟込

丸和工業kk … … ・… ・… … … 10

水谷ペイジ トkk ... .:. …本文 ・17

kk 三高製作所・H ・H ・......・ H ・-… 19

美紫工業所・・ H ・H ・- … ・… … 前付

kk 室谷商庖' " ・ H ・.. .. .・ H ・" …. . 7  

森井電業kk ・・ H ・H ・... ...・ H ・...… 4

ヤ 山 田工業kk ・H ・H ・.. ...・ H ・.. …… 3

八幡エコ ジスチール. . . ・ H ・.. 前付

八機製鉄 ・……・・ H ・H ・....・ H ・前付

kk ヤマト電気商会… . ..・H ・..… 4

八千代電設工業kk …. . . .・ H ・-… 5

kk 山本建材社...・ H ・... ・H ・... ....22

kk 油脂化工社. . .・H ・......・ H ・- 表3

kk 吉田芳雄商后…. . . ・ H ・. . …… 5

吉野石膏kk … ...・H ・...・ H ・... ・H ・7

kk 寄木商庖・. .. ・H ・.....・ H ・....... 16

ラ 理研鋼機kk ・H ・H ・H ・H ・.. …… … 3

三機工業kk ・H ・H ・. . … … H ・H ・.. 10

kk 片山鉄工所…. . . ・ H ・. . … …・11

東洋 キ ャリア工業kk … .... ・H ・.11

大阪機工kk-… … H ・H ・- … ...・ H ・12

kk 諏訪商庖・…. . . ・H ・. ..・ H ・- … 12
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q l ，&亨最高の晶 - 新 ι ι1建 築 資 材

創 業 明 治 24年

貿易・木材・建材 ③ 

田村式〆タルシーリンノプ

田 村 式 金 属 タ イ ル

田 村 式 ジ ョ イ ナ

モリソン式mードサッシュ

ノンスリーップ・白地棒

コーナーピード.J  ¥0ンチンゲ

由利商奮連羽部

岩 元 式

|スカイライト並開ベンチレーター|

寄 木 貼 床 板

フ ロ ー リ ン グ 施
工 請

プ ロ ツ ク

ベニヤブラ ッν ュドアー
造 作 取

グ ラ イ ン ダ ー 床 削

6夢幻 寄 木 商

営 業 所 大 阪 市 東 区 横 姻 6ー49

電 話 @3  7 3 1 ・3 9 6 0

工 場 大 阪 市 浪 速 区 勘 助 町 1

16 

サ ッ シ ュ 、 ド ア ー 、 シ ャ ッ タ ー，

伸縮扉、オペレーター、門廓鉄柵

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

カタログ進呈

岩 冗 工 業 株 式 会 社

本社 大阪市東成区東今里町 4 の40

電 話 ⑧ 0 6 1 Ｖ ・ ＰＶＱＷｾＢＢＢＢＢＢ グ

負

付

4322-E  

、、(l'
/ " ' - ，1  

震観



東京鋼板工業株式会社

東 京 都 荒 川 区 尾 久 町 5 ノ 1 0 0 0  

m 諾 (891) 8  1  3  1  ;..._ 7  

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 18 番地( 衆曜 ピ ノレ 3 階〉

電話⑧ ＹＱＵＴｾＷ

名古屋支底 名古屋市中区大池町24 ( 丸菱ピノレ) 133048 ・4593

福岡出張所福岡市橋口町15番地の1 ( サシピノレ 3 階) 0 8825 

本社及工場

大 阪 支 庖

ァu
r
 

‘ン
ツサ

ム

ス

ウ

レ

ロ

ン

ル

テ

ア

ス

タツヤル シチ ース

K AN，DAN 媛冷房温湿度調整 i  

設 計 施 工 t  

各 種 送 排 風 機 R  

産毛 U及若する新型必料

/  防ノ童
料

ε金

ヨ信ら

- コシクリート 等の床面lζ 塗装すると鹿が飛散 しない

・耐磨耗性 ・耐薬品性である

・弱電機工場 ・粉密機械工場 ・病院 ・事務所等 fC適当

・塗装した床面の清掃が容易である

・好みの色』ζ 塗装で きる

・m. 用はヒ・ニーノレタイノレの約%で経済的である

水谷ペイント③〉

本 社 ・ 工 渇 大阪市東淀川区西三国町5- 185 T  E  L  @0821  ｾＴ ・ ＰＸＳＲ

東京支社・工場 東 京 都 大 田 区 西 六 郷 3 - 60 T  E  L  (731) 5038 ・5868

支 広・ 名 古 屋 ・福 岡 出張所・ 広 島 ・高 松 ・札 幌

御照会は企画標へ

17 



.圃.

* 田タイル

. 量産基調慎法にフリーパスのガラス星稜

i 内 外 式 パユ f i l' 内 外 式 ス カ イ ラ イ

工 場 ・プラ ッ トホーム ・

体 育 館 ・ア ー ケ ー ド に 愚 適

ト

18 

電 気 扇 付 屋 上 強 制 捜 気 装 置

内 外 式

内 外 建 材 株 式 会 社

旧 名 ( 株 ) 内 外 土 木 建 材 社

コンチ= アスベンチレーター

筒 型 各 種 ベ ン チ レ ー タ ー

大 阪市西 区 土 佐姻 船 町23 ( 大阪商工 ピJ レ) T E L

工 場 大 阪 市城 東 区 天 王 田 町 1 の 141 T  E  L  

( 44)  3983  

( 98)  1149 

般

l 之克郎一一一-后 膏 の 色 壁

計 施

5 S 拘ヲーーヌヲ叉勿ー

エ

ハーーヲイトロ le生

告t' ち仰ない表-@L争い ヤイントパ節減.

ＵＵＵＢ ・Ｍヲ Ｔ 併用ｾヲ叉勿ー
軽量夫井 吸音 A:l 温 断 熱 i 之



サッシ，ＺＱＮ ｾＱＭＮ シヤ Ｇｾｦﾭ
民謡 鴎忌主主唱臼副司

本 社 工 場 大 阪 市 東 淀 川 区 西 中 島 町 7 - 6 9

電 話 大 阪 37- 1 7  5  4  ( 代 表 )

ｾ可
綜合建築設計への道

設計節 1. 各種鉄骨 ・鉄 筋 コンク リート 造建築

の設計監理

株式会社

2. ダイヤモ ン ドトラス・ ジグザグ トラ

ス・ 平行ト ラス等

各種大張間鉄骨造の設計監理

耐震耐風木材接合金具の製造販売

PAT . Q式 ( 織本式) ヂベル及クランプ 《

、、 広明4

地質郁 ボーリ ング ・建築物基礎工 v1'  " "  

事 の為の土質調査

織 本 建 築 事 務 所 所 長 織 本 道 三 郎

( 旧織本建築設計々算事務所 ・絵本特殊構造研究所 ・合体)

東京都中央区日本橋かきがら町 3 の 2 匂話 (671) 6443 ・7∞7 ・7062

鍾銀位岡市，ｾＢＮＮ

営

ニ どー ス 印

。

。

タ

業 品 目

ド ア ー チ ェ ッ ク

フ ロ ア ー ヒ ン ヂ

ピ ポ ッ トヒ ン ヂ

ラパト リーヒ ンヂ

カ タ ロ グ 進 呈

警震目窓ド? ーテz η ク 狼 作 所

尼 崎 市 金 楽 寺 2 丁 目 24番 地 ・包 括 大 阪 ( 48 ) 5855 ・7273番

19 
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